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II．景気の先行きに対する判断理由

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
商店街（代表者） ・消費税増税後となるが、プレミアム付商品券を利用する客

が増加することで、結果的に前年以上の売上が期待できる。
○ 商店街（代表者） ・年末にはかなりの需要が見込める。

○
コンビニ（エリア担
当）

・新たな宿泊施設を建設する動きが出ているため、今後への
期待が持てる。

○
家電量販店（経営者） ・キャッシュレス・消費者還元事業により、売上アップを見

込める。

□

商店街（代表者） ・外国人観光客については、韓国人の大幅な減少傾向がみら
れるが、元々消費額が少ないため、韓国人観光客を専門に受
け入れていた特定の施設を除けば、大きな影響はみられな
い。７月以降、全体的に観光客の入込が落ち込んできていた
ことから動向を心配していたが、９月に入り改善の兆しがう
かがえる。

□

一般小売店［土産］
（経営者）

・外国人観光客による売上は前年と比べて10％程度減少して
いる。その一方で、伸びないと思っていた日本人観光客によ
る売上が増加している。ただ、日本人観光客の増えている要
因が国内景気とどう関連しているのか、いまだに分からな
い。また、どの企業も社員を募集しても集まらないため、大
変な思いをしている。

□

一般小売店［酒］（経
営者）

・今後２～３か月の売上については、消費税増税が足を引っ
張る要因となるため、厳しいものがある。ただ、そうした影
響は一過性のものとみられるため、基調的には余り変わらな
い。

□
百貨店（役員） ・10月になると、消費税増税の影響が出てくるのは間違いな

いが、それ以降の年末年始にかけての流れがどうなるかがま
だ分からない。

□

コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要後となるため、消費は落ち込
むことが見込まれる。ただ、食品関係については、軽減税率
が適用されること、キャッシュレス・消費者還元事業がある
ことなどから、現状と同様の景気を維持することが期待でき
る。

□
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税を10月に控えて、新車登録は計画どおりに増加
したが、10月以降の受注動向が懸念される。

□
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税後であり、景気が好転する材料に乏しい。た
だ、新型車の投入も予定されているため、これ以上の悪化は
ないとみられる。

□

自動車備品販売店（店
長）

・前年の北海道胆振東部地震時の買い控え分が今年の購入に
つながっている。ドライブレコーダーについては、年内一杯
は好調に推移するとみられるが、タイヤや乗用車について
は、10月以降、９月の駆け込み需要の反動が出てくるため、
厳しくなる。

□

高級レストラン（ス
タッフ）

・これから閑散期に入るため、客足は自然と減少していく
が、今年は消費税増税の影響がじわじわと出てくることが懸
念される。レストランでの増税額は高が知れているかもしれ
ないが、増税前に大きな買物をした人は外食の機会を控える
ことになり、今後しばらくは景気が変わらないまま推移す
る。

□

観光型ホテル（経営
者）

・冬季の観光シーズンに向けて、韓国人観光客が回復する見
通しが立たない。また、香港のデモの影響に加えて、台湾や
中国における景気悪化の懸念などから、全体的に外国人観光
客の予約が伸びていない状況にある。

□
旅行代理店（従業員） ・来客数に変化がみられないことから、今後も景気は変わら

ない。

□
タクシー運転手 ・乗務員不足が解消されないため、今後数か月は、これまで

と同じようにタクシーの稼働が落ち込み、売上が前年を下回
る状況が続く。

　景気の先行きに対する判断の理由について、その主だったもの及び特徴的と考えられるも
のを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
タクシー運転手 ・国内観光客や外国人観光客の予約状況は、この先も減少傾

向にある。一方、イベント関係での客の利用が期待できるた
め、今後の景気は全体的には変わらないまま推移する。

□

タクシー運転手 ・現状からは、今後の景気回復が見込めない。この先につい
ても、横ばいで推移するか、落ち込むことになる。特に秋か
ら冬にかけては、元々需要が落ち込む時期でもあるため、大
いに心配している。

□

観光名所（従業員） ・消費税増税後の外出控えが生じることは否めない。一方、
当地ではホテルのオープンが続いており、宿泊数のキャパが
大きくなるといったプラス要因がある。今後については、プ
ラス要因とマイナス要因が相殺することで景気は変わらない
まま推移する。

□
美容室（経営者） ・10月には、消費税増税の影響がある程度生じるとみられる

が、それ以降は余り大きな影響は生じないと見込んでいる。

□
美容室（経営者） ・10月から消費税が増税されるが、客の反応やこれまでの動

きから、当業界ではそれほど影響が生じないとみられる。

□
住宅販売会社（経営
者）

・住宅と自動車については、消費税増税を前にした駆け込み
需要がなかったため、今後も景気は変わらない。

▲

商店街（代表者） ・キャッシュレス・消費者還元事業などの消費税増税対策は
あるが、一時的な対策である。その一方で、２％分の増税は
ずっと続くため、今後はデフレが続くことになる。所得が増
えてこない限り、消費は回復しない。

▲
商店街（代表者） ・消費税増税の影響が本格的に出てくるのは、２～３か月後

とみられるが、現状ではどのような影響が出てくるのか想像
できない。

▲
百貨店（売場主任） ・消費税増税後の数か月は、駆け込み需要の反動から、販売

量は落ち込むことになる。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税後に消費が一旦冷え込むことが見込まれ、しば
らくはこの傾向が続く。

▲
百貨店（営業販促担
当）

・消費税増税後は非食品関連において、駆け込み需要の反動
が出てくる。高額商材を中心に客の節約傾向が一段と進むこ
とになる。

▲
スーパー（店長） ・消費税増税前の販売量が伸びているため、反動による落ち

込みが懸念される。また、客が家計支出を一段と抑えること
も懸念される。

▲
スーパー（店長） ・消費税増税を前に、既に買いだめしている客が多いとみら

れるため、今後の景気はやや悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・景気が回復するような気配やきっかけが見当たらないた

め、今後の景気も引き続きダウントレンドで推移する。

▲
スーパー（企画担当） ・世界的な貿易不安も消費者の危機感をあおっている。東京

オリンピック効果も開催日までの前景気で終わる上、地方へ
の恩恵も全くないことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲
スーパー（企画担当） ・消費税増税後の実質的な税率が５種類あること、軽減税率

が分かりづらいことなどから、消費者が混乱しており、今後
の消費が控えられる懸念がある。

▲

スーパー（役員） ・10月からの消費税増税の影響が出てくる。売上の動向も心
配だが、中小・小規模事業者におけるキャッシュレス・消費
者還元事業や大手事業者独自のポイント還元対策などの影響
でポイントデフレが起こり、各社で経費上昇が起こることが
懸念される。景気面では良い方向に向かわないとみられる。

▲
スーパー（役員） ・消費税増税前の買い込みの反動で、酒、日用品を中心に商

材が売れなくなる。また、当社はキャッシュレス・消費者還
元事業の対象とはならないため、恩恵もない。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・消費税率引上げの影響で、今後の景気はやや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・当地の基幹産業である漁業において、回復の兆しがみえて
こないため、今後の景気はやや悪くなる。

▲
衣料品専門店（店長） ・消費税率が引き上げられるため、今後の景気はやや悪くな

る。

▲
家電量販店（店員） ・今夏の猛暑に伴う夏物家電のヒットや消費税増税前の駆け

込み需要の反動が、どのタイミングで表れるのか、予想が付
かない。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・新型車が出てもなかなか景気が上向いてこないため、今後
の景気はやや悪くなる。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲

乗用車販売店（従業
員）

・今後については、基幹車種の新型が出ることから、消費税
増税後の冷え込みを多少はカバーできる。ただ、北海道とい
う土地柄、これからの時期はタイヤ交換がメインとなり、乗
用車の販売は春先からの需要となるため、景気はやや悪くな
る。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税後で出費が増える分、客は何かで節約しなけれ
ばならないと考えるようになるため、今後の景気はやや悪く
なる。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・新車、中古車共、今後しばらくは需要が停滞する。

▲
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経営
者）

・サウジアラビアでの石油施設爆破に伴う原油価格の高騰に
加えて、消費税増税の影響が懸念される。

▲
その他専門店［造花］
（店長）

・消費税増税による買い控えが生じることになる。

▲

高級レストラン（経営
者）

・消費税増税を前にした駆け込み需要が終わり、今後の消費
は落ち込むことになる。人件費高騰の影響も懸念される。今
後については、当店も含めて苦しい経営状況の続く事業者が
多くなる。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・消費税増税の影響により、今後の景気はやや悪くなる。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・今後については、消費税増税の影響により、消費動向の鈍
化が見込まれる。

▲
観光型ホテル（スタッ
フ）

・11月のコンサートイベントでの予約こそ堅調であるが、10
月からの消費税率引上げ、民泊や格安ホテルの新築などのマ
イナス要因があるため、今後の景気はやや悪くなる。

▲
旅行代理店（従業員） ・例年、10月以降は旅行需要の閑散期であり、今年は10月か

らの消費税増税の影響もあるため、旅行などの娯楽需要の伸
びが見込めない。

▲
旅行代理店（従業員） ・韓国人観光客の減少に加えて、前年の北海道ふっこう割の

反動減、消費税率の引上げの影響により交流人口の減少が見
込まれる。

▲
タクシー運転手 ・消費税増税の影響でタクシーの乗り控えが生じることが見

込まれる。

▲
観光名所（職員） ・外国人観光客の動きに陰りがみられ、前年並みの来場者数

となった。また、日韓関係の悪化や香港情勢などの影響によ
り、今後、ますます来場者数が減少することが懸念される。

▲
美容室（経営者） ・全国的な災害、消費税増税などの影響で、消費者が前向き

な気持ちになれないことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲
その他サービスの動向
を把握できる者［フェ
リー］（従業員）

・元々、季節変動が大きく、今後については、例年どおりに
輸送量が減少することが見込まれる。

×
衣料品専門店（店長） ・消費税増税により、今後の消費は間違いなく落ち込むこと

になる。

×

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・消費税増税に伴い、一般医薬品の税率が10％に引き上げら
れることで、今後の景気は悪くなる。国家予算を脅かす医療
費を抑えるためにも一般医薬品の増税はやめてほしかった。
健康保険対策にも逆行している。

×
タクシー運転手 ・消費税増税の影響が生じることは確実であり、今後の消費

マインドの低下は避けられない。

×

タクシー運転手 ・運賃改定による乗り控えが生じることで、年末まではタク
シーの稼働率が前年を下回ることになる。また、最近は人件
費の高騰により、設備投資まで手が回らない状況になってき
ている。

×
通信会社（企画担当） ・今後については、新料金プランの導入により通信料金が下

がる上、端末販売の大幅な落ち込みも見込まれることから、
景気は悪くなる。

×

住宅販売会社（経営
者）

・現在、分譲マンション市場においては現金買いの客が主流
であり、住宅ローン減税などが手厚くなったとしても、多く
の客には余り関係がない。客にとって、今回の消費税増税は
負担増につながるだけであり、分譲マンションの売行きが悪
くなることは確実である。

◎ － －

○
食料品製造業（従業
員）

・一時的な影響かもしれないが、大口の案件が決まったこと
から、今後については、少しは景気が良くなる。

企業
動向
関連
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
食料品製造業（従業
員）

・前回の消費税増税時は、増税後に売上の落ち込みがみられ
たが、今回は、食料品に軽減税率が適用されるため、余り影
響がないとみられる。

□

建設業（経営者） ・工事の最盛期を迎え、今後もフル稼働の状態が続く。今後
の受注については、年度内で完了する工事の発注のピークが
過ぎており、来期への繰越工事が主体となる。消費税増税対
策や国土強じん化に係る補正予算がどの程度の規模になるか
が来期に向けての重要な要素となる。

□
建設業（役員） ・年度内の工事量はほぼ確定しており、予定どおりの完工高

が積み上がる見通しにある。

□

通信業（営業担当） ・現状、景気はやや良い状態にあるが、消費税増税や海外を
中心とした景気の減速感などもあり、道内企業の活動は様子
見が増えることになる。現状の景気を一層上向かせる材料が
見当たらないことから、今後も景気は変わらないまま推移す
る。

□

司法書士 ・取引先の不動産業者や建築業者において、大きな変化はみ
られない。そのため、今後の景気については、人口減少と比
例して、緩やかな下降線をたどりながら推移することにな
る。

□
その他サービス業［建
設機械レンタル］（総
務担当）

・今後については、現在と同様の状況がしばらく続くことに
なる。

□

その他非製造業［鋼材
卸売］（従業員）

・この先については、予測数値が計画よりも落ち込んでいる
など、余り景気の良くない雰囲気がうかがえる。ベース商材
やスポット案件などの受注減、市場における機械設備などの
長納期化などの動きから、今後については厳しさが増すこと
が懸念される。

▲
家具製造業（経営者） ・今後については、消費税増税前の駆け込み需要の反動が出

ることになる。

▲
建設業（従業員） ・これから冬に向けて、新規着工するような建築工事が少な

くなっていることから、今後の景気はやや悪くなる。

▲
輸送業（支店長） ・鉄鋼、建材類の荷動きが横ばいからやや下降気味にあるこ

とから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

金融業（従業員） ・今後については、消費税増税前の駆け込み需要の反動など
から、個人消費の落ち込みが懸念される。また、国内観光
客、外国人観光客の勢いが鈍化しており、これまで道内景気
をけん引してきた観光関連への影響も懸念される。公共投資
や民間設備投資は今後も増加が見込まれるものの、個人消費
と観光関連の落ち込みをカバーしきれず、道内景気はやや悪
くなる。

▲
広告代理店（従業員） ・９月は多くのプラス要因があったが、今後については、今

月を上回るほどの要因が見込めない。

▲
司法書士 ・10月からの消費税増税による影響が生じる。また、日韓関

係悪化の影響もあり、個人消費の落ち込みが懸念される。

▲
その他サービス業［ソ
フトウェア開発］（経
営者）

・米中の貿易摩擦、日韓関係の悪化による具体的な影響が生
じることを懸念している。

▲
その他サービス業［建
設機械リース］（支店
長）

・消費税増税により、今後の設備投資の減少が懸念されるほ
か、米国産牛肉の輸入関税が段階的に引き上げられることの
影響も懸念される。

× － －
◎ － －

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・基幹産業の農業において、作物の生育が堅調に推移してい
ることから、農家を中心に今後の消費活動が活発になること
が見込まれる。

□

人材派遣会社（社員） ・消費税増税が流通業を含めたサービス業にどのような影響
を与えるのかを見極める必要があるが、概して企業の拡大基
調は継続するとみられる。経営者のマインドが低下しない限
り、景気は現状を維持する。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・紙媒体による求人広告は減少傾向にある。一方、ＳＮＳな
どのＷｅｂを活用したツールが有効になりつつあり、労働力
の需給バランスを維持するなど、景気の下支えにつながって
いる。

□
職業安定所（職員） ・月間有効求人数が６か月連続で前年を上回り、月間有効求

職者が７年10か月連続で前年を下回ったことから、今後も景
気は変わらない。

(北海道)

雇用
関連

(北海道)
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□
職業安定所（職員） ・景気に影響を与えるような雇用調整の動きを把握していな

いことから、今後も景気は変わらない。

□
職業安定所（職員） ・建設業や介護関係において、技術的・専門的職業の有効求

人倍率が引き続き高止まりしている。業種全体にわたって人
手不足の状況にあることから、今後も景気は変わらない。

□
職業安定所（職員） ・有効求人倍率は２か月連続で前年を下回ったが、平成29年

７月以降、１倍を超えている。業種全体にわたって人手不足
の状況が継続していることから、今後も景気は変わらない。

▲

求人情報誌製作会社
（編集者）

・北海道において、韓国人観光客は中国人に次いで２番目に
多いため、今後、観光関連を中心に、韓国人観光客減少の影
響がもう少し出てくるとみられる。求人の募集を見合わせる
企業も増えてきている。

▲

求人情報誌製作会社
（編集者）

・消費税増税の影響で、消費を中心に経済活動全般がやや下
向きで推移する雰囲気がうかがえる。ただ、これから年末に
向かう時期でもあるため、多少は盛り上がりが出てくること
を期待している。

▲

求人情報誌製作会社
（編集者）

・10月以降、消費税増税直前の駆け込み需要の反動が生じる
ことが懸念される。また、当地では、例年11月頃から雪が積
もるため、農業、建設業を中心に動きが鈍くなる業界が多い
こともマイナスである。

▲
学校［大学］（就職担
当）

・消費税増税後に消費者の購買意欲が落ちていくことが見込
まれる。また、来春入社の新卒採用にも購買意欲の落ち込み
を見越した動きがうかがえる。

× － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
コンビニ（エリア担
当）

・消費税の引上げに伴う軽減税率導入とキャッシュレス還元
は、食品を主に取り扱い、かつ、多数の支払方法が可能なコ
ンビニにおいて、追い風になるとみている。

○
住関連専門店（経営
者）

・以前に受注した商品が納品となるため、売上や販売量が増
加する見込みである。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・消費税の引上げに伴うキャッシュレス化によるポイント還
元や、プレミアム付商品券などの政策の効果を期待してい
る。

○
観光型旅館（スタッ
フ）

・団体客の動きが良く、平日の稼動についても前年よりも良
い状態が続くとみている。

○
旅行代理店（店長） ・国内及び海外の個人旅行の予約状況はほぼ前年並みであ

る。国内の団体旅行が堅調であるため、おおむね好調に推移
するとみている。

○

通信会社（営業担当） ・年末に向けて新規のサービスエリアが次々と開局するた
め、テレビサービス、電話サービスを中心に増加するとみて
いる。インターネットサービスは競合他社との競争が激しい
ため横ばいであるが、トータルでは純増が見込まれている。

○
テーマパーク（職員） ・旅行シーズンのため、団体客の来客数が増えることで、売

上及び単価の上昇を見込んでいる。

□

商店街（代表者） ・10月からの消費税の引上げを非常に危惧しているが、客の
間では余り話題になっておらず、テレビなどのニュースで流
れている程度である。現在の様子からは客の購買動向は順調
に推移するとみており、秋冬物に対しての衣料品の需要の増
加を期待している。

□
商店街（代表者） ・当商店街の固定客は生活必需品の購入が多いため、消費税

の引上げ後も消費の動きに大きな変化はないとみている。

□
一般小売店［寝具］
（経営者）

・客が冬物商材に興味を持つには早すぎるため、消費税の引
上げの影響が出るかもしれないと危惧している。

□
百貨店（営業担当） ・消費税の引上げに伴う買い控えが落ち着き、消費行動が回

復してくるとみている。

□
スーパー（経営者） ・消費税の引上げへの対応策の効果が期待できるため、10月

の買い控えは少ないのではないかとみている。

□
スーパー（経営者） ・小売業の中小店舗はキャッシュレス化に伴うポイント還元

という恩恵を受けるが、競合店も増えるため、オーバースト
ア状態が続くとみている。

家計
動向
関連

(東北)
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□

スーパー（店長） ・消費税の引上げの前の駆け込み需要は、本当にぎりぎりま
で発生しなかった。今後、増税がどのように影響するのか、
客の購買行動がどのように変わっていくのか見定めていきた
い。

□
コンビニ（エリア担
当）

・キャッシュレス化によるポイント還元などへの期待はある
ものの、店舗における客の動きに変化はみられていない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・消費税の引上げに伴う消費の冷え込みが心配である。現在
も来客数の落ち込みを客単価でカバーしているが、買い控え
が発生した場合、客単価も減少するおそれがある。

□
コンビニ（店長） ・12月は季節商材やイベント、セールが多く、売上、利益共

に非常に高くなる時期である。ただし、最近は予約も店頭販
売も難しい時代になりつつある。

□
衣料品専門店（経営
者）

・防寒衣料の売込みに注力している。また、異なる税率の処
理やクレジットの還元をマニュアル化して対処する予定であ
る。

□
衣料品専門店（経営
者）

・秋冬物が必要な季節となるが、今度はセール待ちの時期に
なってしまう。

□
衣料品専門店（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要があるなど景気は一見良

さそうではあるが、10月以降の消費者の動きを見極めないと
判断できない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要が余りみられなかったた
め、増税後の反動減も少ないとみている。ただし、新車の効
果もないため、販売量は伸び悩むとみている。

□

乗用車販売店（従業
員）

・新車販売において消費税の引上げ前の駆け込み需要は見受
けられない。また、中古車販売は多少の駆け込み需要があっ
たものの、微増ともいえない台数である。サービス売上は１
か月前や半年前などの販売台数が関係するため、この後の爆
発的な売上は見込めない状況である。

□
その他専門店［靴］
（従業員）

・消費税の引上げ後のキャッシュレスポイント付与やプレミ
アム付商品券の効果と、増税の影響がどのように推移するの
か見通しが立てられない。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・中東情勢が流動的で原油価格の動きが不安定なことなど、
冬の需要期に向けての不安要因が若干増加している。また、
韓国との経済交流がうまくいっていないため、需要期の製品
輸入がスムーズにいくかどうか不安である。

□
高級レストラン（支配
人）

・当店では税込み表示をしている。消費税の引上げ分の増加
と、買い控えによる売上減少とで、結果として余り変わらな
いのではないかとみている。

□
タクシー運転手 ・モバイルで注文を受けるアプリが導入されて、一部では良

い方向に動いているため、今後の動きに期待をしている。

□

タクシー運転手 ・お盆帰省客の土産物の購入量は年々減少しているが、今年
は前年にもまして少なかった様子である。今後は消費税の引
上げもあり、消費者は余り買物をしなくなるため、金が回ら
なくなるとみている。

□
通信会社（営業担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減が、景気に多少

の影響を与えるとみている。

□
観光名所（職員） ・消費税の引上げに伴いどう動くのかまだ分からないが、大

幅な来客数の減少は考えにくいほどに現在の来客数は安定し
ている。そのため、景気は今と余り変わらないとみている。

□
競艇場（職員） ・状況はここ最近で一番悪い。これより悪くなることは考え

にくいものの、良くなるという兆しもない。来場促進イベン
トで客を招き入れることが今後の課題である。

□
住宅販売会社（経営
者）

・小規模の受注が中心のため、受注額が伸びない状況が続く
とみている。

▲
商店街（代表者） ・年末に向けての期待はあるものの、消費税の引上げに対す

るとまどいもあり、売上にはつながらないとみている。
▲ 商店街（代表者） ・消費税の引上げにより、景気はやや悪くなるとみている。

▲
一般小売店［酒］（経
営者）

・消費税の引上げで、し好品である酒は売れなくなるとみて
いる。

▲
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・景気が良いわけではないため、今の好調が続くとは考えに
くい。今回増加した分は消費税の引上げ後に落ち込むとみて
いる。
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▲

一般小売店［酒］（経
営者）

・消費税の引上げがどれだけの影響を及ぼすのか分からない
が、８％と10％の商品が混在する当店では、２つの税率に対
応するためのシステム改修費が大きな負担になっている。ま
た、客に分かりやすくスムーズに対応できるための対策も講
じなければならない。中小企業にとっては本当に苦しく正念
場となる。

▲

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・来客数が減少傾向のなか、８～９月は消費税の引上げ前の
駆け込み需要で売上が伸びている。そのため、10月以降は反
動で下向きになり、さらに、増税による節約志向の強化か
ら、厳しい状況になるとみている。

▲
百貨店（売場主任） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減が一段落すると

みている。ただし、インバウンド需要は今月より縮小する見
込みである。

▲

百貨店（買付担当） ・必需品以外の衣料品については、消費税の引上げ前の駆け
込み需要が少なかった。10月に多少の反動減があっても、そ
の後の気温が順調に下がればアウターなどの単価の高い商品
が動き始めるため、それほどの景気悪化にはつながらないと
みている。

▲
スーパー（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動で消費が冷え込む

とみている。

▲
スーパー（企画担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動により、10月から

はマイナスになるとみている。

▲
スーパー（営業担当） ・10月の消費税の引上げに伴う反動により来客数が落ち込

み、全体的な売上不振につながる可能性がある。

▲
スーパー（営業担当） ・消費税の引上げによる影響を懸念している。当店では

キャッシュレス決済のポイント還元がないため、販売促進策
を工夫しないと来客数の減少が不安である。

▲
コンビニ（経営者） ・消費税の引上げによる買い控えの影響がどれくらい出るか

不安である。
▲ コンビニ（経営者） ・消費税の引上げに伴い、買い控えが起きるとみている。

▲
コンビニ（店長） ・消費税の引上げにより、若干の買い控えが発生するとみて

いる。

▲
衣料品専門店（店長） ・10月からの消費税の引上げにより、客は買物に対して更に

慎重になるとみている。

▲
衣料品専門店（総務担
当）

・消費税の引上げ後のため、消費者の購買意欲が減少すると
みている。

▲

家電量販店（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減が出てくるとみ
ている。今後、東京オリンピックの需要が伸びてくるとみて
いるが、増税の影響のほうが大きいのではないかと危惧して
いる。

▲
乗用車販売店（本部） ・消費税の引上げに間に合わない車種への影響が既に出始め

ていることから、反動減は当然あるものとみている。

▲

その他専門店［酒］
（経営者）

・景気が持ち直す要因に乏しく、むしろ軽減税率の混乱など
のマイナス要因が大きい。該当する取扱商品はほとんどない
ものの、納入先の客の影響は大きいとみている。このような
形の負担軽減策は今からでもやめてほしい。

▲
その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・消費税の引上げ後は、買い控えや購入の先送りなどにより
ものが動かず、景気は余り良くならないとみている。

▲
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・不安定な中東情勢のため仕入価格が上昇している。今後の
販売価格が上昇することにより、これまで以上に販売量の減
少が見込まれる。

▲
一般レストラン（経営
者）

・消費税の引上げは、家計を圧迫するだけではなく、企業に
おいても原材料の価格高騰などの影響がある。そのため、全
体的に景気は下向きになるとみている。

▲
観光型ホテル（経営
者）

・７～８月の夏休みと９月の個人客の来客数は比較的好調で
あったが、これから先の秋の団体旅行シーズンと、12月の忘
年会の予約が今一つ伸び悩んでいる。

▲
観光型旅館（経営者） ・消費税の引上げや、キャッシュレス化などの複雑な内容に

なじむまで、消費は停滞気味に推移するとみている。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・10月は婚礼が前年を大きく下回っている。11月には取り返
しているものの、全体的には低調な動きとなっている。閉店
した店舗からの客の流入を見込んでいるが、大きな好転材料
ではなく、厳しいスタートになるとみている。

▲
旅行代理店（経営者） ・この先に大きなイベントは予定されていない。また、消費

税の引上げに伴い交通機関の運賃も改定となるため、旅行を
手控える客が増えるのではないかとみている。
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▲ 旅行代理店（店長） ・消費税の引上げにより買い控えが発生するとみている。

▲

通信会社（営業担当） ・10月からの消費税の引上げで購買意欲が下がり、ここ２～
３か月の国内市場は厳しいものになる見込みである。さら
に、所得も横ばいの推移のため、景気はやや悪くなるとみて
いる。

▲
通信会社（営業担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要が一段落するため、各企

業の売上が落ち込み、景気はやや悪くなるとみている。
▲ 通信会社（営業担当） ・消費税の引上げの影響が出てくることが見込まれる。
▲ 通信会社（営業担当） ・消費税の引上げの反動で景気はやや悪くなるとみている。

▲
通信会社（営業担当） ・消費税の引上げによりコスト削減の圧力が強まり、買い控

えが増えるとみている。
▲ 通信会社（営業担当） ・消費税の引上げによる買い控えが起こるとみている。

▲
通信会社（営業担当） ・消費税の引上げがあるため、景気はやや悪くなるとみてい

る。

▲
遊園地（経営者） ・料金を基本的に据え置いて増税分を自社で吸収している。

５％ポイント還元とプレミアム付商品券に若干期待している
ものの、見通しはそれほど明るくない。

▲
美容室（経営者） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減がどのように影

響するのか不透明である。少なくとも今月よりも良くなるよ
うな要因はない。

▲
美容室（経営者） ・消費者は美容室に金を掛けないように工夫をしている様子

がうかがえる。

▲
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・消費税の引上げ後の停滞や、中東の情勢不安による原油価
格高騰の影響が心配である。

▲

設計事務所（経営者） ・４月が期首の同業者は上期が終わるタイミングであるが、
受注状況が低迷しているという話が多く聞こえている。客層
の差別化が図られている企業は影響を受けにくいようである
が、画一的な客層の同業者からは危機感が伝わってくる。

▲
その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・消費税の引上げ後は無駄な出費を抑える節約傾向が続くと
みている。

▲

その他住宅投資の動向
を把握できる者（住宅
展示場運営会社）

・消費税の引上げにより、10月から来客数や成約数が減少す
ると見込んでいる。ただし、今後の増税対策の動きもあるた
め、10～12月までの成約数や来客数を注意深くみる必要があ
る。

×

商店街（代表者） ・10月の消費税の引上げを前に既に来客数が激しく減少して
いるため、来月の予約はほとんど動きが止まるとみている。
この状態が長引くことを懸念しており、要注意の状態であ
る。

×

一般小売店［書籍］
（経営者）

・前回の消費税の引上げ後も相当の消費マインドの落ち込み
がみられており、全体の販売量の動きが鈍くなった。今回は
国がいろいろな手を打っているが、地方は消費に対するモチ
ベーションが弱いため、景気は相当落ち込むとみている。

×

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・キャッシュレス化の準備は終わっており、キャッシュレス
の客も増えている。ただし、10月からは消費税の引上げによ
る買い控えが増える見込みであり、年内は非常に景気が悪く
なるとみている。

×
百貨店（経営者） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減は11月まで続く

とみている。12月のクリスマス商戦で多少の持ち直しを期待
しているものの、全体としての景気は余り期待できない。

×
スーパー（店長） ・現在、消費税の引上げ前の駆け込み需要の恩恵を受けてい

る。そのため、10月はこの反動減が出てくるとみている。

×

コンビニ（経営者） ・建設業関係や農家の客が主体であり、そこが良くないと小
売店まで金が回ってこない。建設業は仕事が例年よりも途切
れがちであり、農家も天候に左右されて収入が不安定である
ため心配である。

×
衣料品専門店（経営
者）

・消費に対するシビアな状況が続いているなか、今回の消費
税の引上げでマインドはますます冷え込むとみている。

×
衣料品専門店（店長） ・消費税の引上げ後は消費の落ち込みが顕著となり、その状

態は年末年始まで続くとみている。

×
家電量販店（従業員） ・売上の落ち込みは10月が特にひどいとみているが、11～12

月も前年と比べると低い状態で推移する見込みである。１月
の初売りも前年を下回るのではないかと不安である。

×
住関連専門店（経営
者）

・キャッシュレスに伴うポイント還元が10月から始まるが、
当店は高齢者を対象としているため、しばらくは消費税の引
上げによる買い控えが発生し、景気は低迷するとみている。

×
住関連専門店（経営
者）

・消費税の引上げ後のため、景気は悪くなるとみている。
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×
その他専門店［食品］
（経営者）

・秋の観光シーズンに向けて上向きになることを期待したい
が、他の地域では台風などの被害も多く、余裕を持って観光
するということが期待できない状況である。

×

一般レストラン（経営
者）

・消費税の引上げにより、レストランの来客数が減少し、テ
イクアウトなどに移るのではないか。予約に関してもかなり
寂しい状態が見受けられており、この先しばらくは来客数の
減少は避けられないとみている。

×
一般レストラン（経営
者）

・10月の消費税の引上げの問題が大きい。小さな和食店や小
売店は価格に転嫁できない状態であり、全体的に不景気にな
るとみている。

×
一般レストラン（経営
者）

・消費税の引上げもあり、景気が良くなる要素が見当たらな
い。年末は忘年会シーズンであるが、現在の客の様子をみて
も景気は悪くなるとみている。

×
通信会社（営業担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動減により、来客

数、販売量共に減少するとみている。

×
観光名所（職員） ・消費税の引上げにより買い控えが発生する見込みである。

また、報道各社では増税対策として宅食を薦めており、外食
離れが更に加速するとみている。

◎ － －

○
電気機械器具製造業
（企画担当）

・クリスマス商戦前に大手携帯機器メーカーの新製品が発売
となる。そのため、半導体メーカーとしては徐々に景気が良
い方向へ向かうと期待している。

○
建設業（従業員） ・年末に向けて公共工事の発注状況が進捗する見通しであ

る。また、原子力を中心にエネルギー関連企業の設備投資も
一定数見込まれている。

□
食料品製造業（経営
者）

・消費税の引上げは飲食業にとってプラスではないため、し
ばらくは様子見となる。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・客である飲食店や建設業関係者の話からは、景気が下向き
になるような雰囲気である。

□
建設業（企画担当） ・消費税の引上げ後は一時的に景気が落ち込むとみている。

ただし、受注予定に大きな変動はなく、景気は横ばいで推移
するとみている。

□
通信業（営業担当） ・取引先からの明るい話題は少なく、契約の引き留めに苦慮

している。
□ 通信業（営業担当） ・この先の景気が良くなるような要因が見当たらない。
□ 金融業（営業担当） ・特に大きな変化要因はない。

□

広告業協会（役員） ・消費税の引上げ後初の年末商戦に突入する時期であり、各
企業の消費動向の分析が今後の広告出稿に影響を与える。軽
減税率、ポイント還元などの施策がスムーズに浸透すること
になれば、増税直後に広告出稿を控えた企業も回復するので
はとみている。

□
コピーサービス業（従
業員）

・来年１月にＯＳのサポートが終了するパソコンの買換えに
対する商談が増えてきている。ただし、品薄感もあるため需
要に上手く対応できるか不安である。

□
その他企業［企画業］
（経営者）

・消費税の引上げに伴うキャッシュレス購入のポイント還元
やバーゲンセールなどは期間限定が多く、その後の反動に
戦々恐々としている。

□
その他企業［協同組
合］（職員）

・受注案件や受注量などにおいて、急激な変化が起きる要因
は見当たらない。

▲
農林水産業（従業者） ・10月から消費税の引上げとなり、購買力が減少して果物全

般の購入が例年よりも期待できない。そのため、販売量が減
少するとみている。

▲
食料品製造業（経営
者）

・消費税の引上げの影響で、土産物やギフトは厳しくなる見
込みである。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動による販売量の落
ち込みが懸念される。

▲
出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動で落ち込み、売上
が減少して景気が悪くなるとみている。

▲
窯業・土石製品製造業
（役員）

・震災復興工事のピークが過ぎたことにより、需要は減少傾
向となっている。加えて、官民需要の増加要因が見当たらな
いため、先行きは極めて不透明である。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・消費税の引上げ直後は大きな買物をしなくなるため、景気
は若干落ち込むのではないかとみている。

企業
動向
関連

(東北)
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▲

輸送業（経営者） ・主要取引先である製造業が前年11月から17％の減産を続け
ているが、10月は更に10％を上乗せする予定である。11月以
降の上乗せ分はまだ決まっていないものの、17％の減産は引
き続き実施されるとのことである。その他の当社取扱品にお
いても、景気動向は良いとはいえない。

▲
輸送業（営業担当） ・消費税の引上げの影響により、景気はやや悪くなるとみて

いる。
▲ 通信業（営業担当） ・消費税の引上げ後はしばらく苦戦する見込みである。

▲

金融業（広報担当） ・消費税の引上げにより消費者の購買意欲は少なからず減少
するとみている。また、工業品輸出関連業種に対する米中貿
易摩擦の影響、日韓関係悪化によるインバウンド減速の懸念
もある。

▲
広告代理店（経営者） ・今月の好調は消費税の引上げ前の駆け込み需要のため、今

後も景気が良くなるとは考えにくい。

▲
広告代理店（経営者） ・東京オリンピックによる首都圏への需要の集中、その後の

大阪万博へのシフトにより、東北全体の経済活動が停滞する
おそれが大きい。

▲ 経営コンサルタント ・消費税の引上げ後に景気が失速することを懸念している。

▲
司法書士 ・不動産取引に関して消費税の引上げ前の駆け込み需要的な

依頼があったものの、全体的には低調である。このような状
態は増税後も続くとみている。

▲

公認会計士 ・消費税の引上げにより消費者の買い控えが進むことで、小
売業関係は現在よりも業績悪化が見込まれる。建設関係が現
状を維持できても、景気は全体的に少し悪化するのではない
かとみている。

×
農林水産業（従業者） ・消費税の引上げにより、消費税の申告額が増えて家計を圧

迫するとみている。

×
金属製品製造業（経営
者）

・取引先からは来年に向けて更なる減産のニュースがある。

×

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・当店では軽減税率対象の商品の取扱いが多いが、10月以降
は更に増税対象商品の取扱いをやめることにしている。それ
でも以前のような売上や利益を見込めないため、不景気にな
るとみている。

◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・９月から外資系大手生保の事務センターへ40名の大型派遣

が開始されており、この先２～３か月の稼働数と業績を下支
えする見込みである。

○
人材派遣会社（社員） ・多種多様な業界の企業からの募集が増えている。そのた

め、今後も急な求人数の落ち込みは考えにくい。

□

人材派遣会社（社員） ・何とか中途採用で即戦力を採用したいという企業が多く、
９月に開催した採用力強化関連のセミナーに積極的に参加し
ている。このことから、数か月は今の景気の良い状況が続く
見通しである。

□ 人材派遣会社（社員） ・来年までは大きな変化もなく推移するとみている。

□

職業安定所（職員） ・人手不足分野である、建設業、介護看護に加えて、保安警
備などの求人倍率は高い。ただし、製造業、小売業からの求
人が減少傾向にあり、改善の兆しがみえないことから、景気
は変わらないとみている。

□
職業安定所（職員） ・有効求人倍率は高止まりしているものの、経済の不透明感

による減速もみられるため、現状より良くなるとは考えにく
い。

□
その他雇用の動向を把
握できる者

・最も雇用者数の多い製造業において、今後の受注に関する
先行きへの不安が高まっている。

▲ 人材派遣会社（社員） ・同一労働同一賃金対応による変化の不透明感がある。

▲
人材派遣会社（社員） ・米中貿易摩擦の影響などにより、製造業の期間従業員や製

造業に対する派遣社員の要望が減退するなど、景気悪化の影
響がみられている。

▲
アウトソーシング企業
（社員）

・消費税の引上げに余り関係のない職種であるが、受注量が
減少している。

▲

新聞社［求人広告］
（担当者）

・地元の中小企業に対するヒアリングでも、消費税の引上げ
前の駆け込み需要はそれほどみられていない。また、増税後
の景気の先行きが不透明であるため、景気回復の兆しがみえ
ない状態が今後も続くとみている。

▲
新聞社［求人広告］
（担当者）

・消費税の引上げ後の買い控えを懸念している。

▲
職業安定所（職員） ・景気が良いときは全体の業種から求人があるが、今は製造

業からの求人が出ていない。採用を控えている感がある。

雇用
関連

(東北)
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▲
学校［専門学校］ ・消費税の引上げにより買い控えなどが発生するため、景気

はやや悪くなるとみている。

×
人材派遣会社（社員） ・今後、同一労働同一賃金問題や、中国や韓国との輸出入の

不安定さから、景気は悪化するとみている。

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

乗用車販売店（販売担
当）

・当社は新車、中古車、輸入、国産車問わず販売しているの
で、販売量は自然増だが、車両販売は順調である。当社が属
している整備振興会支部の仲間が何軒か廃業したので、修理
が流れてきている影響もあると思うが、修理、車検関係も順
調である。

○
コンビニ（経営者） ・年末年始に向かい、単価の高い予約商材等の売上が増える

と予想している。ただし、消費税増税による買い控えが起こ
る可能性もある。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・当社の場合、来月出る新型車の効果が２～３か月はあるの
で、良くなる。リコール対応もまだしばらくはあり、この収
入もかなりあるので、少しは良くなる。

○
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・10月の予約問合せが多いので、やや良くなる。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・学会や婚礼を前年よりも多く受注できており、年末に向け
ての下支えとなっている。宴会は10月を除き、前年比104％
と順調に推移している。レストランもまだ不安定ではあるも
のの、来客数が前年比102％とランチに人が戻ってきた感が
ある。

○

都市型ホテル（営業） ・宴会が特に悪かったが、新たに当社ホームページに宴会欄
を設け、宴会だけで検索できるように強化を図っている。ま
た、社員の意識付けを図るべく、営業以外の社員も含め一斉
営業を行った。このような努力が成果として表れると信じて
いる。

○
旅行代理店（所長） ・秋の観光シーズンに入るので、現状よりは良くなると想定

している。これ以上、台風等の自然要因に影響されると困る
ので、そうならないことを望んでいる。

□
一般小売店［精肉］
（経営者）

・客は高額な耐久消費財等を買い込んでいる。10月の消費税
増税が影響し、落ち込むのではないかと懸念している。

□

百貨店（営業担当） ・駆け込み需要を余り感じられなかったが、その反動も小さ
いとみている。キャッシュレスによる還元キャンペーンも告
知しているが、効果は未知数である。対象が限定された施策
であり、対象者にも今一つ伝わっていないようである。今
後、数か月は余り変わらないのではないか。

□

百貨店（店長） ・消費税増税の反動の影響は小さいとみているが、一時的な
落ち込みは否めない。今回の増税による駆け込み分のプラス
と２か月ほどの間のマイナスでイーブンとなるのではない
か。

□
スーパー（商品部担
当）

・過去の増税時とは比較にならないが、多少の買い控えが予
想される。また、最低賃金の上昇と働き方改革などプラス要
素はあるが、大きな変化はない。

□
コンビニ（経営者） ・現在の景気は非常に低迷していて、今後良くなるとは思え

ない。

□

衣料品専門店（販売担
当）

・目先のトレンドを売る職種ではなく、品質の良さで客の対
応をしている婦人服屋のため、残念ながら顧客に高齢者が多
い分、慎重になっている。本当に今必要かどうかを判断して
動いているので、なかなか良くなる要素は見いだせない。

□
住関連専門店（店長） ・最低賃金の改定により店舗の利益が圧迫され、消費税増税

後の買い控えによる売上減も予想される。軽減税率などの対
策もあるが、消費が落ち込むことは避けられない。

□

その他専門店［靴小売
業］（経営者）

・小売販売は今後の季節物の動向にかかっているが、天候に
左右されるのでよく分からないというのが、本当のところで
ある。メーカーは在庫リスクを持たなくなり、また、問屋の
廃業も続き、小売側の予測が難しくなってきている。

□
都市型ホテル（営業担
当）

・消費税増税もあって、若干下落傾向かと思うが、それほど
大きい、特別な影響はないのではないか。

□
都市型ホテル（副支配
人）

・国体閉会後の11～12月は、宿泊は落ち込む予想だが、その
分を料飲の宴会獲得で補いたい。好調が続いている現状を維
持できるようにしたい。

家計
動向
関連

(北関東)
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□ タクシー（経営者） ・全体的に動きが良くないので、この先も変わらない。

□
通信会社（営業担当） ・前回の消費税増税と比べて、10月以降の消費の冷え込みは

ないとみている。

□
通信会社（総務担当） ・モデルチェンジが一定数の取り換え需要を喚起するため、

一時的に減少に歯止めがかかると予測する。
□ 通信会社（局長） ・10月からの消費税率変更後も、大きな市場の変化はない。

□
テーマパーク（職員） ・休日ごとに天候不順となるので、来園者数が増加するとは

思えない。

□

ゴルフ場（総務担当） ・大口コンペの開催予定の集中日は、予約が土日祝日に重な
ることもあるため、断る場合もある。また、日が短くなって
いるため、夕方の日没時刻を考え、後半に予約を入れられな
いため、平準化策が必要である。

□ 競輪場（職員） ・全国発売の記念競輪の売上が、ほぼ同額で推移している。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・客と世間話をする機会が多く、顧客層も若年～老年まで幅
広く対応するなかで、消費の考え方や冬のボーナス予想が夏
と変わらない。

□
設計事務所（所長） ・相変わらず、人手不足が続いているため忙しく感じるが、

売上は上がっていない。

▲
商店街（代表者） ・消費税増税後の消費は、買いだめ分があるため、落ち込む

心配はある。一方で、年金支給日を待つ客がみられる。

▲
百貨店（営業担当） ・軽減税率の導入があるものの、消費税増税によるマインド

の悪化は不可避で、更なる景況悪化が見込まれる。

▲
百貨店（役員） ・消費税増税の反動が想定されるものの、前回増税時よりは

影響が軽微であると試算している。

▲

コンビニ（経営者） ・10月からの消費税増税に対する不安感が大きく、消費マイ
ンドが下がっている。また、10月から最低賃金が引き上げら
れるが、増税で相殺されてしまうのではないかと不安であ
る。

▲
コンビニ（店長） ・消費税増税に関して、軽減税率や各種緩和策が講じられる

が、心理的には右肩下がりになる。
▲ 家電量販店（店長） ・消費税増税の余波で、やや悪くなる。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税で消費マインドが下がり、必要不可欠な物しか
購入しない状況になっていく。

▲
自動車備品販売店（経
営者）

・身の回りの購買意欲や来客の動き、客の将来にわたる展望
などに目を見張る物がない。消費税増税に関わる全体をネガ
ティブに受け止めていると、客からじかに感じている。

▲
住関連専門店（仕入担
当）

・消費税増税前の駆け込みと反動、キャッシュレスに対する
還元策、それに対応するセールが予測され、デフレに振れる
可能性が高いため、やや悪くなる。

▲
その他専門店［燃料］
（従業員）

・受注残が減少傾向で、前年と比べても減少している。

▲
一般レストラン（経営
者）

・飲食店なので、消費税増税の影響が出る。客からの問合せ
も受けており、消費者が気にしていると強く感じる。

▲
その他飲食［給食・レ
ストラン］（総務）

・人材不足や人件費上昇が更に進むとみており、労働集約型
の企業では、景気動向よりも収益確保や業績拡大の一番の重
しとなっている。

▲
都市型ホテル（経営
者）

・先行きが不透明で読めない。

▲
旅行代理店（経営者） ・消費税増税で販売価格が上昇しており、旅行商材の買い控

えがあるようである。

▲
タクシー運転手 ・10月から消費税は上がり、タクシーの基本料金も10円値上

げとなるが、他の商品の増税の影響で、利用客が減少する。
▲ 設計事務所（所長） ・消費税増税後の買い控えなどで、やや悪くなる。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・工事も落ち着き、街なかでも工事中物件が非常に少ない。
金融機関等の情報を整理すると、年明けにはかなり落ち込む
予想もある。

×
一般小売店［家電］
（経営者）

・消費税増税に伴う買い控えが起こるとみているので、売上
は減少する。

× コンビニ（経営者） ・消費税増税分の、買い控えなどが考えられる。

×
家電量販店（営業担
当）

・毎回増税後の反動があるので、大きく落ち込む。前回増税
時には前年比60％まで落ち込み、今回も同様だと考えると半
年は回復できない。

×

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税の影響は避けられない。さらに、生鮮食品の価
格も上がっている。キャッシュレス決済の消費者還元制度が
どこまで浸透するかも不透明である。良くなる条件が見当た
らない。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×

通信会社（経営者） ・駆け込み需要はあるが、人手不足等で９月中に納入できな
い案件もある。その場合、増税分の２％は値引きせざるを得
ない。いろいろな業種で、増税分は事実上値引きするという
話を聞くが、これでは一層デフレが進む結果になりかねな
い。軽減税率も、もっとシンプルにしないと、後々、ひずみ
が出てくることは必至である。

×

美容室（経営者） ・私見だが、購買力はすっかりなくなっている。他業種を含
め全体の景気も悪くなっていく。見せかけと裏側の真実の
ギャップを感じている。消費税増税で消費はすっかり冷え込
む。

×

美容室（経営者） ・景気が悪いなか失業するのは、低賃金の特別な職業スキル
を持たない人々である。最低賃金の引上げは、最も助けなけ
ればならない人々を苦しめる。人と社会がより豊かになるに
は、企業が一層、自由に活動できる規制緩和や減税が必要で
あって、最低賃金の引上げなどの偽善的で単純な方法ではな
い。

◎ ＊ ＊

○
化学工業（経営者） ・受注が伸びる可能性のある引き合い情報もあり、期待を含

めて、やや良くなるのではないか。

○
窯業・土石製品製造業
（総務担当）

・特段変わらないが、季節的要因で多少変化があるのではな
いか。

□
金属製品製造業（経営
者）

・景気は変わらないが、安定している状況なので、これから
も頑張りたい。

□

電気機械器具製造業
（経営者）

・前年と比べれば落ちているが、10～12月にかけては前年並
みかそれ以上の受注見込みで、少し前と比べれば良くなって
いる。ただし、それ以降の消費税増税の影響がどうなるかは
分からない。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・受注、販売、取引先の様子共に、９～10月と好調のまま余
り変わらない。

□
その他製造業［消防用
品］（営業担当）

・しばらくはこのまま推移する。

□

建設業（開発担当） ・前政権時は公共工事は悪者扱いされていたが、現政権誕生
後は順調に推移しており、今期もここへ来て前年比20％増の
発注がある。ただし、現在、公共工事は設計額では受注でき
ないため、受注しても利益計上がその分マイナスになってい
る。発注は総合評価方式なので、地方でも大手数社がほとん
ど受注してしまい、中小建設業者は受注ができない。これで
は建設業者は減少し、災害発生時に対応できない状況になり
かねない。行政もそのあたりを考えないと、将来、問題が生
じる可能性がある。

□ 建設業（総務担当） ・人員不足で新規受注は難しいため、変わらない。

□
輸送業（営業担当） ・消費税増税前の荷動きで、増税月に入り、多少荷物量は落

ちそうだが、全体的には例年並みの輸送量を確保できそうで
ある。

□
司法書士 ・特段、将来についての相談や発注がないので、変わらない

のではないか。少しずつ下がっている状況は変わらない。

□
社会保険労務士 ・現状から冬のボーナスは余り期待できず、良くて夏と同じ

くらいだと思われる。

□
その他サービス業［情
報サービス］（経営
者）

・受注量から見ても、余り変化はないとみている。

▲
食料品製造業（経営
者）

・10月から軽減税率があっても、じわじわと商品価格の値上
げもあるので、徐々に景気が悪くなっていくのではないか。

▲
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・消費税増税の影響が出てくる。

▲
一般機械器具製造業
（経営者）

・新規に立ち上がるアイテムもあるが、全体的な落ち込みを
補うことができず、売上は低迷する見込みである。

▲

不動産業（管理担当） ・既存の取引先には、人件費や資材の値上がり分の上乗せが
厳しい。右肩下がりの売上から回復を目指して活動している
が、年間契約などの長期業務受託がなかなか取れない。ス
ポット業務を増やしてカバーしていきたいが、こちらも受注
はできても金額がやや安くなるなど、安定した売上増につな
がる見込みは少ない。

▲
広告代理店（営業担
当）

・消費税増税による売上減少を見越して、広告宣伝予算をか
なり削っているケースが多い。前年同時期の２割ほど予算を
削られており、商戦の消極化が予想される。

企業
動向
関連

(北関東)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲
経営コンサルタント ・消費税率の引上げが現実のものとなり、直後の影響とし

て、消費、生産財共に、需要が落ち込むとみられる。

×
金属製品製造業（経営
者）

・昇降機の受注は７月がピークで８～９月は下がり、10～11
月に少し持ち直すが、12月以降は下降傾向とみている。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・現状、主要取引先の新機種等の計画が進んでいない。

×
通信業（経営者） ・消費税増税が影響してくる。軽減税率やキャッシュレスポ

イント還元などの混乱等、増税目的が果たせるのか。消費者
の不安感が増し、消費が停滞するとみている。

◎ － －

○
人材派遣会社（管理担
当）

・取引先、周辺企業が消費税増税後に忙しくなると言ってい
るため、やや良くなる。

□
人材派遣会社（社員） ・同一労働同一賃金の動きが加速する来年までは、現状維持

の企業が多いと考える。

□
学校［専門学校］（副
校長）

・ここ数年、求人数は多い。しかし、景気と直結していると
は思えない。消費税増税を含め、今後企業がどのような求人
活動をしていくか、注視する必要がある。

▲

人材派遣会社（経営
者）

・10月からの消費税増税で、買い控えもかなり出てくると思
うが、最小限の購買はあるだろう。年末に向けて、特に、食
品製造等で募集が活発なところもあるので、製造業全般に
徐々に募集は増えていくだろうが、景気はやや悪くなる。

▲
人材派遣会社（経営
者）

・現状、仕事が少なく売上に困っている。

▲

職業安定所（職員） ・新規求人倍率は直前３か月で2.17～2.41倍と高い状態が続
いている。８月の新規求人数は減少したが、求職者の動きが
少ないと見込んだことや、米中、日韓関係の悪化により仕事
量が減少した等の理由で手控えたためと思われる。

▲
職業安定所（職員） ・消費税増税の影響が多少はあるとみており、消費抑制や減

産等により、今よりはやや下降気味となる。

▲
職業安定所（職員） ・消費税増税が秒読み段階となり、求人側の採用意欲が下

がっている。景気が上向く材料が見当たらない。
× ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ スーパー（経営者） ・ＳＮＳの活用で客が増えている。

◎
観光名所（職員） ・２～３か月後は観光のトップシーズンとなるため、今月よ

りは良くなる（東京都）。

○
商店街（代表者） ・台風被害による建築資材の品薄状態が続いている。建築資

材の店舗、工務店、瓦店、リフォーム店の動きが、今後３～
６か月は続く。

○

一般小売店［印章］
（経営者）

・最近、店じまいをする同業者が何軒か出てきているので、
そこに期待をかける。もう１つは、プレミアム付商品券がま
た発売されており、10月１日から使用開始になるので、期待
を込めている。

○

一般小売店［文房具］
（経営者）

・消費税増税後の１か月程度は売上が落ち込むだろうが、
キャッシュレス決済に対するポイント還元やプレミアム付商
品券の販売などがあり、これらが消費喚起、売上増加の要因
となる（東京都）。

○
スーパー（経営者） ・消費税増税の影響もあるが、キャッシュレス決済の５％還

元で、多少良くなる。

○
衣料品専門店（経営
者）

・キャッシュレス決済のポイント還元で盛り上がる。

○
その他小売［ゲーム］
（開発戦略担当）

・ホリデーシーズンにかけて盛り上がると予想している（東
京都）。

○
高級レストラン（経営
者）

・消費税増税の影響があると考えていたが、今後の予約数も
前年より多い。

○
一般レストラン（経営
者）

・２～３か月後は現在より少しは良くなる。10～11月はケー
タリングが結構多く入っているので、少しは活発になってく
る。11月は前回よりも１割くらい売上が増す。

○
一般レストラン（経営
者）

・来月は予約数がかなり増えているので、今月よりも売上が
伸びる。しかし、消費税増税に伴って値上げをしているの
で、どう動くのか未知の世界である（東京都）。

○
旅行代理店（営業担
当）

・ミステリーツアーが好調である（東京都）。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
タクシー運転手 ・例年の動きで、10月は多少良くなるのだが、また連休が増

えているので心配である。期待を込めての回答である（東京
都）。

○
通信会社（経営者） ・消費税増税も終わり、すっきりした気持ちで買物ができる

（東京都）。

○

通信会社（管理担当） ・消費税増税前の駆け込み需要は限定的である。過去の経験
から、消費税増税後のセールなどが予定されており、むしろ
それを狙っているケースもみられる。業種を問わず、電子マ
ネー利用とのセット割引策が出始めている。

○
通信会社（経営企画担
当）

・案件数が増加しているので、やや良くなる（東京都）。

○
ゴルフ場（経営者） ・台風後に動きが出ているため、その影響がサービス業界に

降りてくる。

○
設計事務所（経営者） ・今、相談を受けている案件が、契約に結び付く可能性が出

てきている。

□

一般小売店［家電］
（経理担当）

・キャッシュレス決済のポイント還元事業が始まる。客はど
の時点で購入するのが得なのかはよく分からないようだが、
期間内はそれなりなのではないか。業者としても勧め方が難
しかったが、これからは今がお得という形で勧めようと思っ
ている。

□

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・店頭部門においてはキャッシュレス決済の５％ポイント還
元もあり、プレミアム付商品券も使えるようになっている。
ただし、政府がやっている、例えば地図アプリで当社のそう
した情報が分かるというような対策は余りにもひどく、情報
が間違っていることなどが多すぎる。本当にこれでやってい
けるのかどうか、疑問が残る。外商の案件は若干あるが、そ
れほど多くはない。不確定要素が非常に多い。

□
一般小売店［茶］（営
業担当）

・これから年末に向けても余り変わらない。当社としては新
規客の増加が最大の課題である。営業に力を入れて頑張りた
いと、皆で話し合っている（東京都）。

□
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税におどらず堅実な消費傾向がみられており、そ
の傾向が継続すると予想される（東京都）。

□

百貨店（店長） ・前回のような消費税増税のための買い控えは見受けられな
いが、10月以降も日本人による買上は増えないと推測され
る。今後の外国人客増加による売上増に期待している（東京
都）。

□

スーパー（販売担当） ・販売側が売上を伸ばすために付加価値のある高単価商品を
仕掛けても、客はなかなか買ってくれず、広告初日の特売品
やタイムサービス品などの低価格商品を買い回っている状況
がまだ多くみられる（東京都）。

□

スーパー（経営者） ・10月１日から消費税が上がる。食料品が中心なので、それ
ほど影響はないと思うが、客の節約志向もあるので、買い控
えがあるのではないか。内食などにも積極的に取り組み、何
とか売上を伸ばしたいとは思っているものの、なかなか厳し
い状況が続く。

□

スーパー（店長） ・消費税増税後も以前と同様の価格競争が繰り広げられ、消
費を促すような販促を競合各社が打ってくると思うが、消費
者には節約志向が根付いているので、現状がしばらく続く
（東京都）。

□
スーパー（営業担当） ・消費税増税後の売上ダウンは否めないものの、軽減税率に

より、食料品についての落ち込みは防げる分、多少なりとも
持ちこたえられる可能性はあるのではないか（東京都）。

□
コンビニ（経営者） ・周辺に特に大きな変動はないため、変わらない。来年６月

にはスーパーがまた１店出店するため下がる。

□
コンビニ（経営者） ・消費税増税の影響は計り知れないが、コンビニにとっては

大きな変化はないだろう。

□
コンビニ（経営者） ・10月からの消費税増税に伴い、コンビニのキャッシュレス

決済のポイント２％還元があり、客の動向が変わることに期
待している。

□
コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税後の落ち込みの影響がどの程度あるか見えない
（東京都）。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・多少の駆け込み需要はあるものの、消費税増税前と変わら
ない見込みである（東京都）。

□ 衣料品専門店（役員） ・消費税増税後しばらくは買い控えが起きる。

□
家電量販店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要と増税後の冷え込みとが相殺

され、可もなく不可もない景気状況になる。
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□
乗用車販売店（経営
者）

・10月以降も整備部門は好調を維持できるが、販売部門がや
や落ちる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・反動減も予測されるが、環境対策車であれば大きな変わり
はないと分かっているユーザーがいるため、例年並みではな
いか。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・現状の人材不足は変わらない。今後については、賃金の上
昇、待遇改善などが増えていく。2020年の東京オリンピック
以降の不安もあるが、この先２～３か月後については、景気
は良い方向で変わらない（東京都）。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・販売増につながる環境が整わないため、変わらない。

□
その他専門店［雑貨］
（営業担当）

・今月は消費税増税前の駆け込み需要や、ラグビーワールド
カップによる特需を見込んでいたが、雑貨系商材の売上は
思ったより伸びておらず、影響は少ない（東京都）。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（団体役
員）

・中東問題の影響による原油価格の高騰は直ちには解消され
ないと思われるため、消費者の買い控えが予想される（東京
都）。

□
高級レストラン（営業
担当）

・法人の宴席予約状況の推移から判断して、変わらない（東
京都）。

□
高級レストラン（仕入
担当）

・先々の法人予約等をみても、前年と比べて大きな変化はな
い。ただし、仕入れに関しては、台風の影響で野菜等の仕入
単価が上がる懸念がある（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税については、店内飲食が10％と税率がアップす
る一方、テイクアウトは８％のままなので、対策としてテイ
クアウトにも力を注いでいる。そのため、そう大きな変動は
ないとみている。また、飲食についてはカード使用の際のポ
イント還元、プレミアム付商品券もあるので、しばらくの間
は影響緩和があるものと期待している。

□
一般レストラン（経営
者）

・消費税増税の影響をどの程度受けるか、不安材料はある
（東京都）。

□
一般レストラン（統
括）

・消費税の税率設定が複雑化しており、増税が飲食業界にど
う影響を及ぼすのかが不透明である。食にかかわる部分で
は、今後も大きな変動はないのではないか（東京都）。

□

旅行代理店（経営者） ・県内や九州地方で起こった台風15号による被害等の影響に
より、客は遊びに行くどころではなく、生活を早く再建する
ために一生懸命なので、とても景気が良くなるとは思えな
い。

□
旅行代理店（従業員） ・団体旅行は秋が繁忙期であり、その意味では良くなるが、

例年に比べて変化は感じない。

□
旅行代理店（販売促進
担当）

・10月からの消費税増税により、旅行はやや敬遠されるが、
年末に向けて個人を中心に動きがあるため、それほど変わら
ないのではないか（東京都）。

□

タクシー運転手 ・消費税増税まであと１週間となっている。軽減税率などの
こともかなり不安である。客は余計な出費はしないという雰
囲気が明白で、非常に困惑している。景気の見通しは、年末
に向けてこのままいくとみている。

□
タクシー運転手 ・10月から消費税増税の関係で初乗りが10円高くなる。それ

に対する客の反応は10月になってみて分かるので、今のとこ
ろは大きな変化がない（東京都）。

□

通信会社（経営者） ・消費税増税の影響で動きは鈍くなると考えられるものの、
年末商戦に向かい、10月より開始したサービス改善の効果に
期待が持てる。また、2020年の東京オリンピック、パラリン
ピックに向けた開催機運の上昇により、視聴準備にも期待が
持てるため、プラスマイナスで結果変わらない（東京都）。

□ 通信会社（社員） ・日韓関係などの不安要素が影響している（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・消費税増税を控え、新たな消費を抑える傾向が強くなって

いく。

□
通信会社（営業担当） ・消費税増税に伴う駆け込み需要後の落ち込みはほぼない見

込みである。携帯電話を軸とする競合他社との囲い込み合戦
は少し落ち着くものと思われる。

□
通信会社（局長） ・特に好調になり得る要因がないことを考えると、２～３か

月先も現状のままで推移するものと思われる（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・良くなると思える材料がない。希望的観測を込めて、変わ

らないとしている。

□
通信会社（営業担当） ・客と話していると、どの業界も上向きではないので、当面

は変わらない（東京都）。
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□
通信会社（経理担当） ・消費税増税後のキャッシュレス決済のポイント付与目的に

物を買った人は、11～12月に支払いサイクルがくるので、当
社の利用料金を滞納する人が増えないか、様子見している。

□
その他レジャー施設
［総合］（広報担当）

・宿泊部門は堅調で、催事部門もほぼ満稼働である。小売部
門等には消費税増税の影響がありそうである（東京都）。

□
その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・良くなる材料がない。

□
その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・消費税増税もさほど影響がなく推移し、年内大きな動きは
期待できない。来客数はやや減りかけている。

□
設計事務所（経営者） ・現在手持ちの業務を淡々と進めているが、今後も大きな変

化はなく、現状のままで推移しそうである。

□
設計事務所（所長） ・工事費はいまだに高止まりしており、分譲等の地価も高

い。改修工事の話は出ているが、見通しが立たず、現状が続
く（東京都）。

□ 設計事務所（職員） ・大きく変化するような動向はない（東京都）。

□

住宅販売会社（従業
員）

・例年、年末や年度末に向かって具体的な商談数が増えてく
るが、消費税増税後の次世代住宅ポイントや、住まいの給付
金などの支援策により、消費税増税を待っていたかのように
客の動きが良くなっている。景気はこの先もやや良い状況が
続く。

□

住宅販売会社（従業
員）

・現状から大きく変化しそうな様子はない。アパート販売な
ので、立地、駅までの距離、利回りを意識して仕入れを行っ
ていかないと、状況の変化に対応できなくなるので、情報収
集はしっかり行うようにしている。

▲

商店街（代表者） ・消費税増税による消費の冷え込みが一時的に発生する。そ
のマインドや空気感がどれだけ続くのかが問題である。
キャッシュレス決済の政策は、登録などかなり手間が多く、
どれだけの効果があるのか疑問である。発想は良いのだが、
末端まで届く細やかさに欠ける（東京都）。

▲
一般小売店［和菓子］
（経営者）

・10月からの消費税増税で、消費が少し冷え込むのではない
か。

▲
一般小売店［家電］
（経理担当）

・９月の反動で、10月の消費税増税後の売上は期待できな
い。

▲
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・消費税増税後は冷え込みが予想される。

▲
一般小売店［傘］（店
長）

・現在の駆け込み購入が一段落すると、反動で落ち込むので
はないか。

▲
百貨店（売場主任） ・食料品に対する消費税増税の影響はそこまで大きくないか

もしれないが、やはり入店する客が減ると、それに引っ張ら
れるので、若干厳しくなるのではないか（東京都）。

▲
百貨店（総務担当） ・消費税増税による買い控えに対しいろいろ対策は講じてい

るものの、増税後の客の動向が読みきれない。

▲

百貨店（広報担当） ・年内一杯は消費税増税後の反動減の影響が残るとみてい
る。また、インバウンド需要も鈍化していることや、米中貿
易摩擦などの長期化が見込まれ、上昇する材料に乏しい（東
京都）。

▲

百貨店（営業担当） ・消費税増税直後の10～11月は落ち込むと思われるが、12月
は落ち込み幅がやや落ち着くと予想している。ギフト関連の
低迷は近年の傾向であるが、一方で、自家需要については堅
調な動きを見せている。消費者の意識も変わり、財布のひも
が緩んでくる時期と推測している。全体としては、現在の特
需と比較するとやや悪くなる程度と見込んでいる。唯一の大
きな懸念は経済全体の動きであり、株価等が大きく変動する
など将来が見えない状況が続くと、更に悪くなるリスクをは
らんでいる（東京都）。

▲

百貨店（営業担当） ・消費税増税前の駆け込み需要により伸長しているのが化粧
品、宝飾品、寝装関連などのため、この反動減の影響は大き
い。インバウンド需要も大きなプラス要因と期待できない
（東京都）。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税による消費マインドの低下は今後も続く（東京
都）。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税後、一時的に消費が停滞すると予測している
（東京都）。

▲

百貨店（販売促進担
当）

・９月は消費税増税に対するマスコミ報道が増え、中旬以降
は化粧品等の消耗品や宝飾、時計等の駆け込み需要が伸長し
た。10月の消費税増税後については、客の消費に対する厳し
さが増し、景気は悪くなる。
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▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税後の買い控え、国際情勢の不安定さを考慮する
と、今後数か月は厳しい状況になると予想される（東京
都）。

▲

百貨店（計画管理担
当）

・前回の消費税増税時ほどではないにせよ、今月は化粧品や
寝具など高額品を中心に駆け込み需要の影響がみられる。た
だし、その反動は間違いなくあると見込んでいる（東京
都）。

▲

スーパー（店長） ・客の様子や来客数、単価の動きを見ても一向に良くなる要
素がないなかで、３か月後は今よりもやや悪くなる方向に行
くのではないか。客の買い方や、競合店にピーク時間に行っ
ても客がいない状況から判断した。

▲

スーパー（総務担当） ・消費税増税前の先行的な買物の反動により、来月１日から
は買い控えが見えてくる。また、アンケート、店頭の客の声
等から、食料品などを中心に、毎日の生活を切り詰めていく
というような回答もみられることから、これからますます厳
しくなっていくのではないか。

▲
スーパー（販売促進担
当）

・食料品の売上変化はないと考えるが、消費税増税前の駆け
込み需要の反動が、衣料、住居品に出る。

▲
スーパー（仕入担当） ・消費税増税により、消費が一時的に冷え込む可能性が高

い。
▲ コンビニ（経営者） ・消費税増税もあるので、余り良くならない。

▲
コンビニ（経営者） ・災害やイベント、国の政治問題などにお金が掛かるように

なっていくので、景気はやや悪くなる。

▲

コンビニ（経営者） ・来月から消費税が上がるということで、景気はやや縮んで
いくのではないか。また、コンビニがかなり飽和状態にある
なかで、毎年売上も落ちているので、少しずつマーケットが
小さくなっていくと考えている。

▲

衣料品専門店（経営
者）

・来月から消費税増税になるが、当業界では駆け込み需要が
ないことと、今後しばらく買い控えが起こる可能性が高いこ
とから、やや悪くなる。キャッシュレス決済は良いが、政府
には恒久的に手数料を安くする方法を取ってもらいたい。

▲
衣料品専門店（店長） ・当社の扱う商材は付加価値の高い商品であるため、消費税

増税の影響を多少なりとも受けることを懸念している（東京
都）。

▲
衣料品専門店（営業担
当）

・消費税が上がり、売上が伸びる要素は１つもない。

▲ 家電量販店（店長） ・消費税増税前の特需の反動がある。

▲
家電量販店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要で売り越した分、反動で下が

ると予想している。

▲

家電量販店（経営企画
担当）

・10月以降の消費税率の引上げに伴い、駆け込み需要の反動
減が想定される。一方、政府の消費下支え施策のプレミアム
付商品券等が有効に機能することも期待している（東京
都）。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・自動車整備は順調に入っているが、販売が芳しくない。来
月から消費税が上がるため、販売量が大分減少すると思われ
る。

▲
乗用車販売店（店長） ・新車販売の起爆剤がないので、販売量の増加は期待できな

い。

▲
乗用車販売店（総務担
当）

・消費税増税により、客の買い控えの恐れがあり、売上減が
予想される。

▲
乗用車販売店（店長） ・消費税増税による動きが予測しにくいが、客との話の中で

買い控えが出るような予感がする。

▲

乗用車販売店（店長代
行）

・消費税増税により車両価格がアップするが、その分減税が
あり、ガソリン車だとさほど変わらなくなる。しかし、客が
それを認識していない。９月の決算月より売れるとは思えな
い（東京都）。

▲
住関連専門店（営業担
当）

・９月末現在は消費税率の引上げ前の駆け込み需要がピーク
となっている。10月以降はある程度の反動減があるものと予
測している（東京都）。

▲
住関連専門店（統括） ・消費税増税があるので、買い控え、無駄に衝動買いをしな

い、確実に必要な物だけしか買わないという流れができてい
る。

▲
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・消費税が上がるということで、やや商品が動いているが、
来月になるとダウンするのではないか。
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▲

その他専門店［貴金
属］（統括）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動減が考えられる。しか
し、客も商品ごとに増税前に購入する物、増税後でも良い物
と、考えて購入していることから、大きく落ち込むことはな
い（東京都）。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・消費税増税の実感から少しずつ影響してくるのではないか
（東京都）。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・９月の売上の好調さは駆け込み需要によるもので、10月は
反動減が見えている。本質的には横ばいか下がり傾向にあ
る。

▲
一般レストラン（経営
者）

・消費税増税による値上がりが目立ち、既に節約モードが出
ている（東京都）。

▲
一般レストラン（経営
者）

・当店は余り関係ないと思っているが、外食を控えるとか、
内食にするという報道にあおられて外食が減るのではない
か。

▲

一般レストラン（経営
者）

・中東情勢、米中貿易問題等による世界経済への悪影響があ
る。働き方改革等による人手不足が相変わらず続いており、
人件費が高騰している。仕入価格も高止まりしている。10月
からは消費税増税があり、消費者の財布のひもは固くなるば
かりである（東京都）。

▲

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税もさることながら、米中貿易摩擦や日韓の貿易
問題なども考えると、今後ますます悪くなる気がする。ただ
し、東京オリンピックまでは底割れという状況ではなく、
徐々に売上が悪くなっていく（東京都）。

▲
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・消費税増税のほか、宅配料金など値上げ要因が多く、消費
が冷え込むと思われる（東京都）。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・消費税増税に伴う駆け込み需要は皆無である。過去の例か
ら、増税後はレストランを中心に使い控えが予想されるた
め、景気は後退していく。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・年末までは繁忙期ではないため、見込みは低い。

▲
旅行代理店（営業担
当）

・10月からの消費税増税の影響なのか、前受けの販売量が前
年同時期と比較して減少している。

▲
旅行代理店（総務担
当）

・海外出張件数が減少してきていることに加え、国内出張も
控える企業が増えている（東京都）。

▲

タクシー運転手 ・10月から消費税が10％になる。節約ムードのニュースがい
ろいろな方面から聞こえてくる。タクシー業界もご多聞に漏
れず10％になる。世の中が落ち着くまでに少々時間が掛かる
と思うので、景気はやや悪くなる（東京都）。

▲

タクシー運転手 ・目に見えて悪くなる。消費税増税を前にして、良くなるは
ずがない。消費税増税が景気に影響せず利用してくれるの
は、車椅子やつえをついたお年寄りで、タクシーが通院の足
代わりになっている。聞けば、病院代よりタクシー代の方が
高いとこぼしている。

▲
タクシー（団体役員） ・景気回復を見込める要素が見当たらないなか、消費税増税

もあり、景気は一段と低下する。

▲
通信会社（経営者） ・消費税増税に慣れるまでにしばらく時間が掛かる（東京

都）。

▲
通信会社（管理担当） ・働き方改革、消費税増税の効果もこの先は期待できず、反

動減があるものとみている（東京都）。

▲
通信会社（総務担当） ・消費税増税になり、現状では景気回復への好材料は望めな

い（東京都）。

▲

ゴルフ場（従業員） ・昔は、60歳まで働いて、老後は年金で暮らせば良いという
時代だった。少子高齢化で、これからの日本はどうなってい
くのか、目指すものは何か、明確なビジョンが見えてこない
と、景気も回復しようがない。

▲ パチンコ店（経営者） ・10月からの消費税増税による影響が顕在化してくる。

▲

競輪場（職員） ・当地域では台風、災害の影響があり、それと消費税増税で
財布のひもは緩まないと予測できる。秋はスポーツイベント
も多いが、行楽気分が盛り上がるには数年掛かりそうであ
る。

▲
その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・景気の底堅さは感じるものの、10月からの消費税増税によ
る消費の冷え込みは免れない（東京都）。

▲
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・生徒数がどんどん減っているため、授業料を上げられな
い。消費税増税もあり、値上げできない状況になっている。
どの塾も価格転嫁できずにいるところが多いようである。
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▲
その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・年度末に向かって、大きな新車の発表等がないので、消費
の盛り上がりは小さい（東京都）。

▲
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・前年の集客期との対比から、やや悪くなる。

▲

設計事務所（経営者） ・年金問題がはっきり解決しない段階だが、客に今何とかし
なくてはいけないという考え方が表れてきたようである。７
～８月に比べて、９月末～10月にかけては、少しずつ客の考
えが、建設をしないといけない、今直さなければいけないと
いうことで、動いているような気がする。

▲
設計事務所（所長） ・新築物件が少ない。地方の地価が上がっているというが、

それは一等地の話であって、末端まではなかなか回っていな
いというのが実状である。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・来場者数が例年に比べて減っている。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・４月以降、受注の落ち込みが続いており、前年同期比で手
持工事高が減少しているため、売上の増大は見込めない。

▲
その他住宅［住宅管
理・リフォーム］（経
営者）

・客からの質問や相談等がほとんどなくなってきている。こ
のままだと先行きが非常に不安である。景気が良くなるには
時間が掛かる。

▲
その他住宅［住宅資
材］（営業）

・消費税増税後の先行きが見えないなかで、大きな建築関連
需要は見込めていない（東京都）。

×

商店街（代表者） ・今月は消費税増税前の月でありながら、売上が今一つ思う
ようにいっていない。10月から消費税が上がることを考える
と、このままだと売上がかなり落ちるのではないか。来客数
も減ってくるのではないかと非常に心配している。

×
一般小売店［家具］
（経営者）

・これから先、景気は悪くなる。客の様子を見ていると、耐
久消費財を買うような余裕がないように見受けられる。どん
どん悪くなる（東京都）。

×
一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・店舗が過剰なため、悪くなる。

×
一般小売店［家電］
（経営者）

・消費税増税後は多少なりとも売上が落ち込む（東京都）。

×
一般小売店［生花］
（店員）

・消費税が10％に上がり、負担増になるので、消費が落ちる
のではないか（東京都）。

×

百貨店（営業担当） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動により、10月以降はこ
れまで売上けん引役だった高額品の冷え込みが予測される。
最悪の場合、半年間程度は消費が冷え込むと懸念されてお
り、2020年東京オリンピック、パラリンピックの盛り上がり
まで長引く可能性もある（東京都）。

×
百貨店（営業担当） ・９月の消費税増税前の駆け込み効果が予想以上で、コート

やスーツなどの冬物衣料が前倒しになっている。10月以降の
反動減の影響は想定以上となる見込みである（東京都）。

×
百貨店（店長） ・消費税増税の影響はあるが、前回ほどは９月に前年比で増

加していないので、10月以降そこまで落ち込まないとみてい
る（東京都）。

×
百貨店（店長） ・消費税増税後は一転して先行き不透明感が増すことで、跳

ね上がった反動で大きく落ち込む可能性もかなり高いのでは
ないか。

×
スーパー（総務担当） ・消費税増税のため消費を我慢する。消費税増税前に買い置

きしているため、買物の必要がない。

×

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税、年金収入の減少、自然災害の増加などによ
り、消費に対する気持ちが萎縮している。20年続いているデ
フレを何とかできないかということが一番の課題ではない
か。

×
衣料品専門店（店長） ・高価格帯の商材が動かず、低価格帯の商材中心にシフトし

てきているため、今後も値下がり傾向が強まる。

×
衣料品専門店（統括） ・以前と同様に、消費税増税による消費の冷え込みにより、

来客数が減少する。

×
家電量販店（店長） ・消費税増税の影響が必ず出る。特に、10月は２割ダウンを

予想している（東京都）。

×
家電量販店（店長） ・今回の消費税増税前の駆け込み需要で先に売れているだけ

で、数か月は反動減がある。

×
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・消費税増税、最低賃金引上げ、調剤用医薬品の価格引下げ
により、利益は非常に圧迫されると予想している。

×
その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・世界景気、消費税増税など、良くなる要素がない（東京
都）。
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×
一般レストラン（経営
者）

・10月からの消費税増税は、外食産業にとっては決してプラ
スにはならない。値上げはしなければならないと思うが、そ
れによって集客が減る。

×
都市型ホテル（スタッ
フ）

・消費税率が上がって、しばらく消費が冷え込む。

× 通信会社（管理担当） ・より一層買い控えが進む。

×

ゴルフ場（経理担当） ・消費税増税による来客数の落ち込みは確実に発生する。軽
減税率、中小小売店のポイント還元、低所得者向けプレミア
ム付商品券など、政府が打ち出している経済対策の享受を受
けられない業態であり、効果は期待できない。

×

住宅販売会社（経営
者）

・米中通商摩擦や英国のＥＵ離脱、韓国との関係悪化など、
海外経済の減速や消費税増税で下振れリスクが高くなる。個
人消費を増やすために、経済波及効果の大きい住宅取得の後
押し政策を期待したい。

◎
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・例年受注量が増える時期なので、良くなる（東京都）。

◎

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・今月は新規会社設立印が３本しかなく、例年並みかやや少
ないくらいの本数だが、来月以降は個人客が伸びると予測し
ている。なぜなら、キャッシュレス決済であれば消費者還元
５％となるからである。カード会社からの開始文はまだ来て
いないが、当店では独自にホームページに案内を載せ、
キャッシュレス決済の場合は５％値引きで対応していきた
い。消費税が８％から10％になっても、キャッシュレス決済
５％還元なので伸びていくのではないか（東京都）。

◎
その他サービス業［ソ
フト開発］（従業員）

・年度目標達成のめどが付いた。今期も黒字確定である。仕
事量も増えている。

○
金融業（役員） ・景況レポートにおける全業種の2019年10～12月期の予想Ｄ

Ｉはプラス3.9と、業況はマイナス水準ながらも改善する見
込みとなっている。

○
その他サービス業［警
備］（経営者）

・受注はこのまま増えていく。

□
食料品製造業（経営
者）

・消費税増税でどうなるか見当がつかない。取扱品は軽減税
率適用対象のため、売上への影響は少ないと思うが、利益は
心配なところもある。

□
化学工業（従業員） ・消費税増税前の駆け込み需要がないので、大きな変化はな

い。

□
金属製品製造業（経営
者）

・近隣の同業者からの話でも、良くなる様子は感じられな
い。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・新商品の出来の良しあしで売上が伸びたり、減ったりする
ので、景気は外的要因に加え、社内的要因に大きく左右され
る（東京都）。

□
建設業（経営者） ・消費税が上がったとしても、物が売れないという危機感か

ら値下げをすると思うので、物価は上がりも下がりもしな
い。

□ 輸送業（経営者） ・通年同様の売上を見込める（東京都）。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量と輸出量が低迷している。今後も現状が

続きそうである。

□
金融業（支店長） ・消費税増税の影響が不明だが、米中、日韓の貿易問題もあ

り、当面景気が良くなる見通しはない。

□

不動産業（経営者） ・店舗を新規オープンする客がいるが、障害者関係の施設
で、都又は市の補助金をもらう事業がこのところ増えてい
る。空き店舗も増えている。10月から消費税が上がるので、
心配である（東京都）。

□

不動産業（総務担当） ・オフィスは満室にもかかわらず、空きが出たら教えてほし
いという入居待ちの状態になっている。このような状況は、
バブル経済崩壊後初めてのケースである。今後も当面この状
況は変わらない（東京都）。

□
広告代理店（従業員） ・毎年固定で入る受注以外の新規売上は見込めないため、変

わらない（東京都）。

□

税理士 ・米中の貿易戦争の展開によって、国内の景気も大きく変わ
る。対中輸出の減少、中東の原油問題などの海外情勢により
景気が大きく変動する。どう展開していくのか分からない
（東京都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。

□
経営コンサルタント ・大きく悪くなるとも思えず、現在の低調が続く（東京

都）。

企業
動向
関連

(南関東)
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□
その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・消費税増税の影響が少しは出てくるものの、大きな影響は
出ないと想定している。

▲
食料品製造業（経営
者）

・消費税増税の影響が出てくる（東京都）。

▲
出版・印刷・同関連産
業（所長）

・９月に動きがあった分、10月に入ると急に鈍くなる。

▲
化学工業（総務担当） ・消費税増税後の個人消費減少は避けられないのではない

か。

▲
プラスチック製品製造
業（経営者）

・８～９月に駆け込み需要がなかったということは、10月以
降消費税増税があっても、そう良くなる方向には行かない。
むしろ、若干悪くなるのではないか。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・仕事量が少なく、納期も短くなっている。12月以降の受注
は少なく、今後も仕事量は余り期待できない。

▲
一般機械器具製造業
（経営者）

・韓国や中国に輸出しているような客は、大分落ちてきてい
るようである。他のところに波及しなければ良いと思ってい
るが、自動車関係でも中国関係は減るのではないか。

▲
精密機械器具製造業
（経営者）

・当社の受注状況は安定しているが、地区の商工会議所、県
内の同レベルの会社の状況を聞くと、受注の落ち込みが激し
く、悪化の一途をたどっている。

▲
その他製造業［鞄］
（経営者）

・ハンドバッグ協会の雰囲気は、決して良くはない。しばら
くこれが続くような気がする。

▲
その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・消費税増税後の反動減でやや悪くなる（東京都）。

▲ 建設業（経営者） ・消費税増税は仕方ないが、景気は間違いなく落ちる。
▲ 金融業（統括） ・消費税引上げの影響がある。

▲

金融業（総務担当） ・10月の消費税増税で、小売業は軽減税率の問題で商売がし
にくいという話があり、増税後は消費が落ち込むと予想して
いる。ここで最低賃金も上昇すると、特に製造業や制限パー
トの勤務時間が減少して、その分企業負担が大きくなり、利
益減少の要因となる。建設、不動産業の受注は減少する見込
みである。全体的に消費は低迷して各企業の売上が減少し、
景気は下がる予想である（東京都）。

▲
広告代理店（従業員） ・消費税増税前には若干需要があったので、その反動が少し

出てきそうである。

▲
広告代理店（営業担
当）

・消費税増税、天候の影響などから厳しくなる（東京都）。

▲ 経営コンサルタント ・飲食店やサービス業では消費税増税の影響が懸念される。

▲
税理士 ・原油価格の高騰は否めず、消費税増税による一時的な消費

減はあると思われる。長い夏のせいで秋冬物の衣料品の売行
きはまだこれからになるようである。

▲
その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動で、依頼が減る。ま
た、原材料費の値上げも実施され、受注量、利益共に圧縮、
減少傾向が予想される。

▲

その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・人手不足が更に深刻になる。最低賃金の上昇もあり、募集
単価が上昇している。既存契約の値上げ、逆ざやになってい
る現場の解約ができない状況なので、全体としてやや悪くな
る（東京都）。

▲
その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・通常なら来年の仕事の受注が始まる頃だが、話がない（東
京都）。

×
プラスチック製品製造
業（経営者）

・生産調整されている化粧品容器の受注に回復傾向がみられ
ない。年内は在庫がはけないとの情報も入っている。

×
金属製品製造業（経営
者）

・米中問題、日韓問題、英国のＥＵ離脱問題などが解決しな
ければ、世界経済は更に冷え込むと懸念している。

× 建設業（経営者） ・消費税増税により、購買意欲が低下する。

×
輸送業（経営者） ・消費税増税の影響による景気の落ち込みが感じられるな

か、生活必需品でない当社の輸送商品の取扱量は更に減少
し、厳しい状況になると予想している（東京都）。

× 通信業（広報担当） ・一進一退の動きが続いており、変化はない（東京都）。

×

金融業（従業員） ・取引先の中小企業からは、消費税率引上げ前の駆け込み需
要が以前よりも小さいとの声がよく聞かれており、小売業、
製造業など幅広い業種で業況が厳しくなるとの見方が多い
（東京都）。

×

金融業（融資担当） ・台風15号により県内の地場産業は甚大な被害を受け、既に
廃業や事業継続を断念している先も多数見受けられる。これ
から２～３か月先はその影響が更に顕在化するものと思わ
れ、県内経済は停滞する。
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×
その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・消費税増税の影響が出て、受注量が減ると予想している
（東京都）。

◎
人材派遣会社（営業担
当）

・同一労働同一賃金が控えており、派遣から直接雇用への切
替えが加速する（東京都）。

○ ＊ ＊

□
人材派遣会社（社員） ・米中の貿易問題の影響があり、しばらく良くなるとは思え

ない（東京都）。

□
人材派遣会社（社員） ・人材不足が改善される見込みはなく、今の状況が続きそう

である。
□ 人材派遣会社（社員） ・良くなるような施策が見当たらない（東京都）。

□
人材派遣会社（社員） ・来年３月の決算を迎えた後で、企業によっては外部人材の

採用数を調整してくると思われるため、先行きは不透明であ
る（東京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・求人に対する応募が多少増加傾向にあるが、余り改善には
つながっていない（東京都）。

□
求人情報誌製作会社
（広報担当）

・身の回りで景気が良くなる要素が余り感じられない（東京
都）。

□
求人情報誌製作会社
（所長）

・12月まで下降気味になるため、変わらない。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・求職者に焦りがない。いつでも職は見つかるとの思いを感
じる（東京都）。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・ここから大きく採用数抑制まですぐに進むとは思えない
が、消費税増税や貿易問題などを含め、良くなる可能性より
も厳しくなる可能性の方が高い（東京都）。

□
学校［大学］（就職担
当）

・若干の落ち着き感はあるが、企業の採用意欲はまだ旺盛で
ある（東京都）。

▲

人材派遣会社（社員） ・同一労働同一賃金が施行される2020年4月以降、派遣先に
おける派遣料金の上昇に加え、定年再雇用者を含む有期雇用
労働者の人件費上昇、委託先における均等均衡問題による業
務委託料の上昇など、コストプッシュ圧力が相当に発生する
ことが見込まれることから、厳しくなっていく（東京都）。

▲
人材派遣会社（支店
長）

・同一労働同一賃金への対応策を具体的に進める企業がこれ
から増えると思われ、コスト増による採用抑制が懸念される
（東京都）。

▲

人材派遣会社（営業担
当）

・ここ数か月、企業からの派遣求人が減少している。新規派
遣登録者も減少しているため、需給バランスは余り崩れてい
ないが、低いところで推移しているため、この地域の派遣採
用数は良くて現状維持という状況である（東京都）。

▲
求人情報誌制作会社
（営業）

・求人数がやや減ってきていることから、３か月先の景気が
上向くとは思えない。

▲

職業安定所（職員） ・雇用保険受給者の増加は、再就職先が決まっていない退職
者が増えているためと考えられる。再就職先を見つけてから
の転職ではないと、雇用環境は悪化に向かうと考えられる
（東京都）。

▲
職業安定所（職員） ・前年と比べ、新規求職者数に大きな動きはみられないが、

新規求人数は減少傾向にある。

▲
民間職業紹介機関（経
営者）

・2021年卒向けのインターンシップイベントがスタートして
いるが、超優良企業群の参加は少ない。大量採用組が今後に
危機感を持っているのではないか（東京都）。

▲
民間職業紹介機関（経
営者）

・中米関係のみならず、不安要因が多く、景気への影響はあ
る（東京都）。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・最終的には持ち直すことも考えられるが、現在営業的に見
えている風景は、下降傾向に見える（東京都）。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
一般レストラン（経営
者）

・当店は５％還元事業対象店になっており、また、地元の祭
りがあるので、増加を見込みたい。

○
観光型旅館（経営者） ・キャッシュレスポイントなどの施策があるためか、９月よ

りも10～11月の予約が堅調である。

○
ゴルフ場（経営者） ・秋のゴルフシーズンを迎え、天候も安定している。現状の

予約は順調に伸びている。

○
その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・季節の変わり目がやってくる。これから冬にかけては、葬
儀の依頼も増える。

雇用
関連

(南関東)

家計
動向
関連

(甲信越)
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□

一般小売店［家電］
（経営者）

・駆け込み需要分の消費は冷え込むと思われるが、カード購
入客がどのような動きをするのかが不透明である。また、
キャッシュレスの申請が間に合わず、10月１日から活用でき
ない現状もある。

□
一般小売店［家電］
（経営者）

・消費税率が上がってもポイント還元関係で、余り落ち込み
はないのではないか。

□

スーパー（経営者） ・キャッシュレス決済への対応で、今まではクレジットのみ
の決済が、電子マネーでもできるようになった途端に、電子
マネー決済が増えている。ただし、10月1日からの消費者還
元５％については、一部の電子マネーで、まだ審査待ちであ
る。今月末から、車で20分の病院の売店に弁当、パン等を納
品予定で、１日１万円前後の売上を予定している。配達は近
所の社会福祉法人に頼み、人件費が１割、もうけ１割の計算
である。

□
スーパー（店長） ・消費税増税直後の買い控えはあるだろうが、その後はま

た、消費は拡大してくるだろう。軽減税率にも慣れてくるの
ではないか。

□
コンビニ（店長） ・当店の場合、駆け込み需要が余りないようなので、２～３

か月先も、さほど今とは変わってこない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・昔とは違い、年末年始の需要が見込めない。

□
スナック（経営者） ・年末になるまでは、団体で動くケースがなかなかないの

で、この先２か月くらいは、厳しい状況が続く。

□
通信会社（社員） ・消費税増税の影響はない業種のため、今後数か月は現在と

同じような動きで推移する。

□
ゴルフ場（経営者） ・消費税増税の影響も少なく、ゴルフ場の予約は好調であ

る。
□ 設計事務所（経営者） ・下請に外注する物件も多く、間に合っていない。

▲
商店街（代表者） ・例年、10月を過ぎると、販売がシーズン中の半分ほどに落

ちてしまうが、毎年のことなので、特別変わらない。

▲
百貨店（営業担当） ・今月は消費税増税前の駆け込みで、売上がかなり増えてい

る。この先２～３か月後は、前回の増税ほどではないが反動
があると思うので、若干落ち込む。

▲
百貨店（売場担当） ・消費税増税後は２％といえども、一定期間買い控えが続

く。連日メディアが騒ぎ過ぎることで、消費者側も買いだめ
したり、控えたりと本来の買い方をしなくなる。

▲
スーパー（経営者） ・駆け込みの反動減に、価格競争が加わる。一層、消費者の

混乱が起きるのではないか。

▲
コンビニ（経営者） ・消費税率が上がり、やや動きが鈍るというか、販売量が落

ちるような気がする。
▲ コンビニ（経営者） ・10月から消費税が10％になるため、悪くなる。
▲ コンビニ（経営者） ・消費税増税の影響で、やや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税後の停滞した経済が、どこまでが、どの程度で
回復するのか。時間を要する。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・既に今月の売上にならない受注は減っている。消費税増税
後の反動減が予想される。

▲
自動車備品販売店（従
業員）

・消費税増税前の反動が出て、来客数、売上が落ち込むと想
定される。

▲
高級レストラン（経営
者）

・消費税増税による景気の悪化は、避けられそうにない。

▲
一般レストラン（経営
者）

・軽減税率、キャッシュレス還元などが展開されるが、増税
という言葉の方が大きな影響を与えるような気がする。

▲
観光型ホテル（支配
人）

・来客数、売上共に、今年度は各月で前年割れしている。店
内で飲食させる施設の多い当社は、消費税増税による影響も
気になるところである。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・９月の反動が10月に来る。消費税増税前の９月に利用した
企業は10月の利用を控えるとみており、増税の影響が気にな
るところである。

▲

旅行代理店（副支店
長）

・消費税増税に伴い、９月中の企業の受注などが集中してい
るが、９月の旅行は減少している。増税で先行きが不透明な
ことから、秋以降の動きが鈍い。年末年始を含んだ通年で長
期の休みが多かったため、企業の出費がかさみ、個人消費も
落ち込んでいる。

▲ タクシー運転手 ・消費税が10％に上がった影響で、多少動きが悪くなる。

▲
通信会社（経営者） ・消費税増税の影響がどのくらい出てくるのかは不明だが、

良い方向に行くとは思えない。
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▲
住宅販売会社（経営
者）

・別荘の販売価格が下落傾向にあり、高額な別荘が売れにく
くなってきている。

×
商店街（代表者） ・２％増税とはいえ影響が大きくなるのではないか。軽減税

率、消費者還元等、混乱必至で、どうなるのか。

×

百貨店（店長） ・消費税増税の影響は読めないが、現状の悪さをみると、程
度の差こそあれ確実に悪影響があるのではないか。百貨店の
主力顧客である高齢者には、政府のポイント還元策も分かり
にくく、メリットを享受できない人も多いのかと思われる。
また、我々中小企業側には、今回の軽減税率への対応設備投
資も大きな負担である。

× スーパー（経営者） ・消費税増税後は、更に悪化する。

×
スーパー（副店長） ・消費税増税前の駆け込み需要で、酒や日用品の売上が伸

び、全体を押し上げている。買い込んだ分、しばらくは買い
控えが起こるので、厳しくなる。

× 家電量販店（店長） ・消費税増税後の売上減が予測される。

×
スナック（経営者） ・来月からの消費税増税に伴い、今まで税金分を価格転嫁せ

ずに頑張っていた幾つかのメニューを値上げすることにした
ので、短期的にはかなり落ち込むとみている。

×

スナック（経営者） ・10月にならなければ分からないが、現状、暇なところに、
消費税が上がるとどうなるか本当に心配である。仕入先から
は待ったなしで消費税を取られるが、客にはなかなか説明し
にくいような気がする。

×
都市型ホテル（支配
人）

・ラグビーワールドカップや開催まで１年を切った東京オリ
ンピックに沸く東京周辺と違い、大型商業施設の撤退など、
当地域には明るい話題がない。

×

都市型ホテル（スタッ
フ）

・５年前の増税時と同じ流れになるとみている。そこに軽減
税率等が加わり、多くの人がどうなるかと動きを止めるので
はないか。既に、先の予約受注の動きが落ち込んできてい
る。消費マインドは大きく低下し、フリー客が落ち込み、悪
い方向へ進む。

◎ － －

○
金融業（経営企画担
当）

・米中、日韓問題は依然として平行線だが、日米貿易交渉も
落ち着いたことから、年内の経済状況は安定し、日経平均株
価も上昇するとみている。

□
食料品製造業（総務担
当）

・業界では低価格化が進行しているが、肩を並べるのは難し
い。前述した主力商材に傾注した政策を取ることで、バラン
スを取っていきたい。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・例年の受注に加えて新商材の受注もあるので、期待はする
ものの、動向は予測できない。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・取引先から、「動き出してはいるが、そこまで流通は良く
ない」との話を聞いている。

□ 建設業（経営者） ・受注工事があるので変わらないが、その後は分からない。

□

新聞販売店［広告］
（総務担当）

・消費税増税に伴う駆け込み需要は少なく、取引先等も増税
後の買い控えを気にしている。外食業は複数税率となるが、
税込同一価格で実質値下げになるなど、景気が上向くとは考
えにくい。

▲
食料品製造業（製造担
当）

・消費税増税や最低賃金の引上げなど、売上が落ち込むなか
での経費増加は会社にダメージを与える。増税による景気悪
化が懸念される。

▲
食料品製造業（営業統
括）

・消費税増税に加え、台風や秋の長雨による国産原料の収穫
減の影響で、今後の商品への影響が考えられる。

▲
一般機械器具製造業
（経営者）

・海外需要の回復がみられない。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・受注は、徐々に回復してきているが、目標には届いていな
い。

▲
その他製造業［宝石・
貴金属］（経営者）

・10月は、ほとんどの会社が様子見状態で、どうなるか想像
できない。消費者還元事業とセールがどのように結び付くか
検討中というところが多い。

▲
金融業（調査担当） ・消費税増税の影響は前回よりも小さいとみられるが、消費

者のマインドは抑制される。また、製造業でも米中貿易摩擦
の影響から下押しの動きが続くとみられる。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・毎月のことだが資金繰りが大変である。

◎ － －
○ － －

□
人材派遣会社（営業担
当）

・消費税増税等の不安要素が多いため、購買意欲は湧かず景
気回復は見込めない。

企業
動向
関連

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)



123 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
職業安定所（職員） ・業種による景況感の変動の情報は求人側から入っておら

ず、停滞感を残しつつ、現状維持が続く。

▲
求人情報誌製作会社
（経営者）

・10月から増税となり景気低迷が予測されるため、企業は数
か月間は現体制の人員で対処し、今後の景気動向を見ながら
求人募集を考えるのではないか。

▲
職業安定所（職員） ・緩やかな回復局面が停滞し始めているなかで、消費税増税

が追い討ちをかけるのではないか。

▲
民間職業紹介機関（経
営者）

・米中貿易摩擦や日韓問題等、将来不安が続き、慎重な企業
行動が顕著で、厳しさが増してきている。

× － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
美容室（経営者） ・２～３か月先、正月が近づくと忙しくなる。正月間近は客

足が悪くなる。

○
商店街（代表者） ・東京オリンピックが近づき、景気が良くなる。消費税引上

げは影響しない。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・台風豪雨等の自然現象を除き、上向きの傾向は続く。

○ スーパー（総務担当） ・正月用のおせち料理の引き合い件数は、前年よりも多い。

○
コンビニ（エリア担
当）

・11月の連休や、年末に向けての来店頻度の増加などを受け
て、現状よりは売上、来客数の回復が見込める。

○
乗用車販売店（従業
員）

・現在問題になっている韓国の問題や災害等の外的要因の問
題がなければ、ここから東京オリンピックに向かって盛り上
がり、景気は良い方向に向かっていく。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・自動車においては、消費税引上げ後の税制の変更で安くな
る物や、当社では秋に新型車の予定もあり、今より少し明る
い材料があるので期待する。

○ スナック（経営者） ・多少予約もあり、年末に向けて期待している。

○
旅行代理店（経営者） ・年末年始や春休みの計画を立てる時期になるので良くな

る。祝日なども多くあるので、旅の計画を立てやすい。

○
タクシー運転手 ・消費税引上げの影響がしばらくはあるかもしれないが、２

～３か月後はボーナスシーズンもあるため、11月後半から12
月には景気が良くなると楽観している。

□
商店街（代表者） ・10月の消費税引上げ後どのように景気が変化していくか、

取引業者といろいろ話しても、依然として不透明である。
□ 商店街（代表者） ・相変わらず必要な物以外は買わない状況が続いている。

□
一般小売店［結納品］
（経営者）

・今でも景気が低迷しているところに、消費税引上げは厳し
い。

□
一般小売店［書店］
（経営者）

・消費税増税前の駆け込み需要は余りないため、増税後も大
して変わらない。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどで景気は変わらない。

□
一般小売店［文房具］
（店員）

・消費税が引上げになると、先行きも景気は厳しい。

□
一般小売店［書店］
（営業担当）

・年末に向けた予算消化が進んで受注量も推移する。

□
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・海外情勢が非常に不安定で、先行きが読めない。

□
百貨店（販売担当） ・消費税増税後の落ち込みが懸念される。新作の投入はある

が、それだけでカバーできるか不安がある。

□
スーパー（販売担当） ・近隣にドラッグストアができる12月までは、今の状況が続

く。

□
スーパー（総務） ・消費税引上げ前の駆け込み需要を期待していたが、大きな

動きはなかった。10月以降も消費の大きな変動はない。

□
コンビニ（企画担当） ・消費マインドの消費税増税後の圧迫意識は少ないように見

受けられる。それよりも貿易問題の先行きによっては、やや
悪くなる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・10月からのキャンペーンの取組と消費税増税の影響度合い
を合わせると、売上への影響はなく変わらない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税はあるが、影響は軽微と見込まれる。

□
コンビニ（店長） ・来客数が増えるような状況がほとんど考えられないので、

前年同期と変わらない推移となる。

家計
動向
関連

(東海)
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□
衣料品専門店（売場担
当）

・消費税増税の影響による消費減は、前回増税時に比べると
少ないが、一方で景気回復の兆しとなるような事案も見つか
らない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・消費税引上げ前の駆け込みもほとんどみられない。した
がって、増税後の落込みもほとんどない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税の影響は２～３か月もすれば落ち着く。景気の
変化は余りない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税後の雰囲気は未知数であるが、取得税の廃止や
自動車税の減税もあり、大きな落ち込みはないようにうかが
える。今年は東京で自動車関連大型イベントもあり、客との
話題にもよく出てくる。しばらくは今の勢いが続くようだ。

□
乗用車販売店（従業
員）

・特に悪い要素も良い要素もなく、判断材料がなく難しい。
しかし、決して状態は悪くないため、景気は変わらない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・新型車両の発表があり、年末にかけて増販時期も迎える。
客の車への関心が高まれば店頭に足を運んでくれると期待し
たい。車両価格の上昇もあるので、各社が提案している新し
い買い方が、どれくらい客に受け入れられるか期待する。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・消費税引上げ後も大きな落ち込みはなさそうである。既に
増税後の受注残もあり、客も排気量によっては増税後の方が
お買得感があることを知っていた。

□

住関連専門店（営業担
当）

・新築住宅、リフォーム工事並びに一般の民間物件等の動き
が年内一杯はあり、多少の売上増加が見込める。その後につ
いては、新築住宅、新築マンション共に、やや厳しくなると
見込む。

□
その他専門店［書籍］
（店員）

・消費税増税後は、来客数、客単価共に多少下がることが見
込まれるが、影響は少ないと想定している。

□
その他専門店［雑貨］
（店員）

・日米貿易協定も一段落し米中関係も現状維持で、中東の懸
念はあるものの、年内はこのままでいきそうである。消費税
増税の影響も余りないのではないか。

□
高級レストラン（経営
企画）

・節約傾向は続くと思われるが、秋のイベント、忘年会等の
年末に向けて各社の販促が下支えする。

□
一般レストラン（従業
員）

・消費税増税後のキャッシュバックなどにより、しばらくは
横ばいが見込まれる。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・賃金の伸びがあり、当面は現状の販売計画を見直す予定は
ない。消費税引上げの影響を皆が様子見しているように見受
けられる。

□

観光型ホテル（経営
者）

・２～３か月先に関しても、宿泊に関しては横ばいである。
昼食、夕食に関しては前年の90％前後で推移しており、地元
需要の伸び悩み、停滞が見受けられる。何年ぶりかの消費税
引上げで、商品がどのように動くのか大変注目される。ただ
し、団体向けに関しては法人客なので、予約数の推移にはさ
ほど影響が出ていない。

□
都市型ホテル（従業
員）

・予約数より判断する。

□
都市型ホテル（営業担
当）

・予約は半年以上前に入っているので、販売量は落ちないと
見込むが、単価については消費税増税の関係で不透明であ
る。

□
旅行代理店（経営者） ・レジャーシーズンになるので、見通しとしては、この先２

か月は景気が良くなると見込む。

□
タクシー運転手 ・飲食店の経営者からも暇だという声しか聞かない。この状

態がまだ続く。
□ タクシー運転手 ・ここ最近、ほとんど変化がない。

□
通信会社（サービス担
当）

・ほとんどの客は既に契約していて、新規申込みは少なくな
る。電力系やケーブル会社と既設客を取り合う形での販売が
メインになってきている。

□ 通信会社（営業担当） ・当面、減少傾向は続く。

□
テーマパーク職員（総
務担当）

・入園料等は10月からも変更しないため、消費税引上げの影
響は、それほど受けないと想定している。

□
ゴルフ場（支配人） ・２か月先の11月は、各ゴルフ場共に入場者予約数が前年同

日の予約数を超えている。ゴルフシーズンでもあり、このま
ま良い方向で推移すると見込む。

□ パチンコ店（経営者） ・行政当局の規制が一巡した。

□
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・観光列車、ラッピング列車やジオラマでの鉄道模型運行な
ど、話題性を狙っての営業活動は行われているものの、目に
見えて収益に結び付くほどの効果は生み出していない。

□
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・消費税増税後の販売量への影響がどのくらいあるか未知数
である。
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□
住宅販売会社（従業
員）

・下向き傾向がみられる。

□
その他住宅［室内装飾
業］（従業員）

・10月は受注減となりそうだが、11月以降は数社の企業から
設備投資工事の受注がある。

□
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（営業）

・不動産賃貸業の閑散期に突入するに当たって、入居数が減
少するおそれがあるが、その代わり修繕工事等が伸びるので
現状維持を見込む。

▲ 商店街（代表者） ・消費税が引上げとなる。
▲ 商店街（代表者） ・良くなる要因が見当たらない。

▲
一般小売店［生花］
（経営者）

・消費税が引上げとなり、しばらく景気は落ち込むとみられ
る。良くなることは、まずない。

▲
一般小売店［酒類］
（経営者）

・３か月先の宴会シーズンも落ち込むが、企業利用の減少は
少ないので、今月ほどは悪くならない。

▲

一般小売店［贈答品］
（経営者）

・この先２～３か月を考えると、消費税が引上げとなり物価
も上昇するので、個人客は贈答品の購入を控えたり、付き合
いを狭くする。法人客も無駄遣いをしなくなる。個人、法人
共に消費が落ち込むので、景気はやや悪くなる。

▲

百貨店（売場主任） ・消費税増税前にまとめ買いする客はいない。少し値段の高
い10万円くらいの靴を購入する客が多少いる。増税前に焦っ
て購入するような客はおらず、新作のブーツ等を見ているだ
けの客が多い。自社カードのイベント等も行っているが、売
上は前年割れの厳しい状況が続いている。

▲

百貨店（総務担当） ・想定以上に駆け込み需要が大きかったため、消費税増税後
の落ち込みが、細く長く影響を及ぼす。また、インバウンド
も大きな伸びを期待できない状況であり、下半期はかなり苦
戦するものと想定する。

▲
百貨店（経理担当） ・消費税増税、軽減税率導入により、景気は必ず悪化すると

見込まれるが、どれほど落ち込むかは想像がつかない。

▲
百貨店（経理担当） ・世界経済の後退に伴う企業業績の悪化が冬のボーナスに影

響を及ぼすおそれがあるほか、消費税引上げが、家計の緩や
かな緊縮を招くと考える。

▲

スーパー（経営者） ・景気の下降がまだまだ続き、12月も家庭の所得は増えず消
費に使う金は少なくなる。近くのスーパーでも、客は商品を
慎重に吟味して必要最小限の商品しか購入せず、売上減少に
歯止めが掛からない。輸出用の工作機械をみても、輸出が前
年比30％減少し、景気の足を引っ張っており、先行きも景気
も良くならない。

▲
スーパー（店長） ・ポイント還元の効果もあるだろうが、買い控えが起こると

見込んでいる。

▲
スーパー（店員） ・消費税引上げが間近に迫っても、これといって買いだめす

る様子は見受けない。これでは10月になってからどうなるか
予想がつかない。

▲

スーパー（商品管理担
当）

・消費税が引上げとなり販売に影響が出てくる。キャッシュ
レスは高齢者にはなじみが薄く、実際に使用はしていない。
現金での購買である。政府の思惑どおりには動いていないと
実感するので、若者中心の客が多い店舗以外は景気が良くな
らない。

▲
スーパー（販売担当） ・買いだめの反動でこの先は購入が減るので、先行きはやや

悪くなる。

▲
スーパー（営業企画） ・消費税引上げが実感として感じられるようになり、消費防

衛心理が働く。

▲
スーパー（商品開発担
当）

・来客数は前年比101％と増えているが、客単価、１品単価
が下がり、売上も減っている。この状況は今後も続くと予想
され、景気は現状よりもやや悪くなる。

▲
スーパー（経営企画担
当）

・買いだめした分が消費されるまでは、販売量が少ないまま
で推移していく。

▲
スーパー（ブロック
長）

・消費税増税を迎え消費行動は慎重さを増し、豚コレラ、暖
冬予想、米中問題、日韓問題など、好調要因が見当たらな
い。

▲
スーパー（支店長） ・消費税引上げに向けての駆け込み需要が今はあるが、増税

後の反動が懸念される。消費はかなり抑えられてしまうであ
ろう。

▲
コンビニ（店長） ・消費税のアップによって消費は落ち込みそうだ。小規模店

では、キャッシュレスに対応しきれず、軽減税率の複雑化に
伴い煩わしさのみ増えている。

▲
コンビニ（企画担当） ・駅ナカのコンビニはキャッシュレス還元制度の対象外とな

るため、値引きを期待する客が他店へ流れる可能性がある。
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▲
コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税の影響をしばらくは受ける。ただし、今回は軽
減税率やキャッシュレスの還元があるので、前回の引上げほ
どは響かない。

▲
コンビニ（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要とポイント還元とのバランス

が全く判断できず、先行きの見通しは難しい。

▲

コンビニ（本部管理担
当）

・来月の消費税増税後は、キャッシュレス還元対応等の対策
があっても消費は落ち込むと予想する。しばらくは小売業界
にとって厳しい先行きとなる。この状況は必然で想定内の事
象だが、利益が目減りする現実は、経営者にとってマイナス
マインドとなるので、悪循環にならないようダメージは最小
限に抑えたい。

▲
コンビニ（商品開発担
当）

・消費税引上げ後は厳しいと見込む。軽減税率やキャッシュ
レス決済による還元で、どの程度落ち込みがカバーできるか
不透明である。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・単価が高くなるため、売れれば大きいが、客も慎重になっ
ている。

▲
衣料品専門店（販売企
画担当）

・消費税増税後が不安だと皆言っている。恐らくしばらくは
買い控えがあるだろう。

▲
家電量販店（店員） ・基本ソフトの更新終了に伴う買換えでパソコンは好調だ

が、冷蔵庫や洗濯機の駆け込み需要の反動減が、それ以上に
ありそうだ。

▲

家電量販店（フラン
チャイズ経営者）

・消費税引上げ前の駆け込みの反動は間違いなくある。特に
白物が売れなくなるだろう。年末はテレビの買換え、年初は
基本ソフトの更新終了に伴うパソコンの買換えが期待できる
が、半年ほどは反動が出るのではないか。

▲
乗用車販売店（営業担
当）

・消費税が引上げとなることにより、心理的には消費意欲の
低下があると見込まれる。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税となり、ますます消費には消極的になる。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・販売が見込める要素がない。改良等があってもどの車も納
期が掛かりすぎて客の購買意欲が減少している。正直、販売
が活性化する要素がない。

▲
乗用車販売店（販売担
当）

・新型車が出ているにもかかわらず、販売量もそれほど伸び
ておらず、消費税増税前の駆け込み需要も予想より少ない。
増税後は販売量も少し落ち込む。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（経理
担当）

・売上高は前年比で1.1％マイナス、来客数は前年比2.3％マ
イナスとなっている。

▲
一般レストラン（経営
者）

・消費税が引上げとなるので少し下がると思う。

▲
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・消費税率10％の影響がありそうである。

▲
一般レストラン（経営
者）

・消費税増税に伴い、全ての面で購買意欲が落ち込むのでは
ないか。

▲
都市型ホテル（経営
者）

・消費税引上げの影響がある。

▲
都市型ホテル（総支配
人）

・競合相手が急増し続けるなか、頼みのインバウンドの増加
率は低下傾向で供給過多気味である。消費税増税分は値引き
もやむなしだが、仕入価格は２％の上昇で厳しい。

▲
旅行代理店（経営者） ・ラグビーワールドカップが始まり、こういったイベントが

始まると開催期間中は販売が鈍り、加えて消費税の引上げが
ある。

▲ 旅行代理店（経営者） ・消費税増税により、モノ消費の落ち込みが続く。

▲
旅行代理店（経営者） ・10月からの消費税引上げに消費者が慣れるまで、半年くら

い掛かると見込まれるので、景気が少し悪くなる。

▲
旅行代理店（営業担
当）

・消費税増税について、団体旅行の客には意識する動きはみ
られないが、個人旅行としては、生活費との兼ね合いで多少
様子見の時期となる。

▲

旅行代理店（営業担
当）

・10～11月の連休の旅行申込みは、余り芳しくない。海外旅
行も、韓国、香港、中国など近場のアジア方面は減少が続い
ており、燃油価格の高騰も予測され、好調のハワイ、シンガ
ポール方面の旅行も、旅行代金や燃油サーチャージの値上が
りにより減ってくる見込みである。

▲
通信会社（企画担当） ・消費税引上げ後の節約志向の高まりや、インバウンドや輸

出の減少による影響が広まってくるものと予想する。

▲
通信会社（営業担当） ・高齢層では、余計な費用を掛けない傾向が続いていて、解

約も目立ってきている。
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▲ テーマパーク（職員） ・観光の客が動いていない。

▲
観光名所（案内係） ・消費税増税に伴う還元ポイントの制度が高齢者にはよく分

からない。もう少し分かりやすい制度を考えてほしい。

▲
その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・国際情勢が悪い。

▲
美顔美容室（経営者） ・消費税の引上げで９月の購入が多かったので、10月以降の

購入が控えられる。

▲
美容室（経営者） ・消費税引上げにより、前倒しで来店する客もいるため、そ

の点を考えると来客数、売上が減少し、景気が悪くなる。
▲ 美容室（経営者） ・消費税引上げにより客の流れが変わる。
▲ 設計事務所（職員） ・消費税増税があり、買い控えが増える。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・10月にならないと分からないが、消費税引上げが生活費に
影響し、住宅ローンにのし掛かり住宅販売が悪くなる。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・消費税率10％の影響が、気持ちとして少し出ると予想す
る。年末まで低調に推移すると見込む。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・新築は相変わらず少なく、リフォームも一段落感が強く、
メンテナンス程度の仕事が多くなってきた。

▲
その他住宅［住宅管
理］（経営者）

・10月も仕事はあるが消費税増税前のやり残しで、人件費が
かさみ厳しい状態が続く。

×
商店街（代表者） ・消費税引上げでも駆け込み消費をしなかった消費者が、今

後消費に向かうとも考えられず、景気は落ち込む。

×
商店街（代表者） ・消費税増税で消費活動は更に停滞する。しばらくは厳しい

状況が続く。

×

百貨店（企画担当） ・消費税増税前の駆け込み需要が前回より少ないといわれて
いるが、高額品や化粧品などは明らかに増税をきっかけとし
た購買が見受けられ、前年と比較して１割以上売上が伸びて
いる。その反面、10月以降は同程度の売上減少が見込まれ
る。

×
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税後の冷え込みが多少ある。

×
百貨店（業績管理担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動による。

×
百貨店（計画担当） ・消費税引上げ前の駆け込み需要の反動により、需要減少が

予想される。

×
家電量販店（店員） ・今後、消費税引上げによる影響は間違いなく現れる。来客

数は、８～９月以前の状況よりも更に悪化し、売上に対する
影響も大きくなると予測される。

×
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税後の動きは当然ながら悪くなるものと見込まれ
る。

×
一般レストラン（経営
者）

・一般庶民、特に給与所得者は実質賃金が上がっていない。
消費税増税に関しては、消費の冷え込みは確実である。

×

その他飲食［仕出し］
（経営者）

・消費税増税による影響は、様々な施策によってぼやけてい
る傾向があり、２～３か月後くらいから現れると見込む。世
界のリスク要因が１つでも現実化したときに、連鎖する可能
性がある。

×

観光型ホテル（支配
人）

・10月の一般宴会は、祝賀会を数件受注することができて前
年を超える見込みだが、２か月後は、一般宴会で恒常的に
あった大型宴会の不開催が確定し、他部門では穴埋めできる
ものではないため大打撃を受けることとなる。

×
通信会社（営業担当） ・電気通信事業法の改正により、販売数量が減少する懸念が

ある。
× 理美容室（経営者） ・消費税引上げにより、段々と景気が冷え込んでいく。
× 理容室（経営者） ・消費税引上げにより、財布のひもが固くなる。
× 設計事務所（経営者） ・全く良い情報がない。
◎ － －
○ 化学工業（営業担当） ・ナフサ価格が下がり、プラスチック原料の価格も下がる。

○
窯業・土石製品製造業
（社員）

・同業他社との話の中では、現状は景気が良くないが底を
打った感がある、との声が多い。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・年末にかけて業界で設備投資が期待できるのではないかと
いうことと、当社の新商品が出るため景気はやや良くなる。

○
通信業（総務担当） ・ラグビーワールドカップ、東京オリンピックというワール

ドワイドなイベントに酔うことで、景気につながる皆の心を
明るくしてくれることに尽きる。

企業
動向
関連

(東海)
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○

その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・中国経済は大幅なスローダウンに入っている。銅、鉄等の
基本資材が大きく下がっているため、すぐに上昇に向かうと
は考えにくい。一度底に入ってから、先行きの上昇が見込ま
れる。当社としては、新製品の更なる充実を図る。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（顧問）

・冬場は１年のうちで一番受注量、販売量が多い季節だが、
消費税引上げ、米中貿易摩擦、日韓関係悪化等により、景気
は余り変わらない。

□
化学工業（総務秘書） ・特段悪くなる理由がない。消費税の影響がどのように現れ

るかは注視する必要がある。

□
金属製品製造業（経営
者）

・引き合いも低調で、引き続き良くない状況が続くと考え
る。

□
金属製品製造業（従業
員）

・まだしばらくは忙しい状況が続く。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・北米での自動車部品製造設備の入替え需要が高まっている
が、まだ、新規設備発注をするという情報が入ってきていな
い。

□
一般機械器具製造業
（経営管理担当）

・受注量、販売量が現状維持の見込みである。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・９～10月の秋口になればと希望をもっていたが、年内ある
いは年度末まで現状を維持できるかという話に変わってきて
いる。

□

電気機械器具製造業
（総務担当）

・米中経済関係の影響を考えると、高速通信関連で海外から
の技術を応用して製品やシステムを販売する業態にとっては
不安感が大きくなるばかりであるが、現時点では、輸入量の
減少や技術力提供にさしたる変化もないので、この先の業績
に大きく影響することは考えにくい。

□
輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・思っていたほど円高には向かわず107～108円で安定してお
り、今のまま業績は推移する。

□ 建設業（経営者） ・景気が良くなる理由、材料が見当たらない。

□
輸送業（エリア担当） ・日米の関税問題、英国のＥＵ離脱で先行き不透明なので、

良い条件がない。

□
輸送業（エリア担当） ・大量に新規採用した社員が一時的には戦力になってないた

め、目先の収支は悪化している。しかし、次第にコストコン
トロールが進み、改善される。

□
金融業（従業員） ・建築業に関しては、今までと同様に比較的景気が良い状態

が続くが、自動車産業は横ばいのため、数か月先はどちらと
もいえない。

□

金融業（企画担当） ・株価や為替に大きな変化があれば、個人投資家も動くが、
当面は様子見が続きそうである。個人投資家以外の個人も、
消費税引上げ後は早期には消費に向かいづらく、当面現状の
景気が続くとみられる。

□
不動産業（経営者） ・今後も、例年同様に晴天の日が多くなるとの予報もあり、

当面の景気は今月同様に良い状態が継続し、売上は前年同期
100％以上で推移するとみている。

□ 不動産業（経営者） ・受注量や価格を変動させる要因は見当たらない。

□
広告代理店（制作担
当）

・今秋予定のイベント等も、消費税引上げによる影響はなさ
そうだが、売上の期待は見込めそうにない。

□
行政書士 ・消費税の引上げにより１～２か月は暇になるという業者が

ある。
□ 公認会計士 ・中堅中小企業を取り巻く環境は、短期的には変わらない。

▲
食料品製造業（経営企
画担当）

・消費税引上げ後の買い控え、消費マインドには冷え込みが
予測される。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・受注量が前年実績よりも減少傾向にある。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・消費税増税の影響で落ち込む。

▲
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動減で、景況は悪くな
る。

▲
輸送用機械器具製造業
（管理担当）

・消費税増税の影響で、景気低迷が続く。

▲

建設業（役員） ・当エリアの中心企業である大手自動車メーカー系企業で先
行き不透明感が出ていて、住宅購入の自粛や不透明感があ
る。消費税引上げで一部贈与による購入客の動きはあるが、
一般の客の動きは鈍い。

▲
輸送業（経営者） ・中国を中心に輸出入の減少に歯止めが掛からない。前年比

で２割減に近づいている。
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▲
輸送業（エリア担当） ・９月が多少上向きなのは荷主の上半期決算によるものが多

かったからだろう。10月からは、また６月頃の状態になるの
ではないか。

▲
輸送業（役員） ・石油価格の上昇予想など、物流業界も不安要素が多く、景

気が良くなる材料が見当たらない。

▲

輸送業（エリア担当） ・日米、日韓、日中の貿易摩擦、不協和音が払拭しきれてお
らず、この先どうなるのかという不安感がある。先行きの見
通しが立たないところで、経済もそれを反映している。この
状況が続くと、ますます景気が落ち込んでいく。

▲
通信業（法人営業担
当）

・消費税増税で、企業だけでなく個人消費も落ちる。

▲

通信業（法人営業担
当）

・現状の要因のほか、米中の対立による世界経済成長の鈍
化、英国のＥＵ離脱による我が国の経済への悪影響、サウジ
アラビアの原油施設攻撃による原油高、ロシアや中国等によ
る世界戦略構想の悪弊等、成長路線が見渡せず後退面ばかり
が目立つ状況である。

▲
新聞販売店［広告］
（店主）

・消費税引上げに伴い折込チラシの支払金額と印刷金額が上
がるため、大手のチラシではなく小ロットの個人商店などの
チラシが減ると見込まれる。

▲
会計事務所（職員） ・消費税率が５％から８％へ引き上げられた際の経済減退

が、再び起こりそうである。政府の弱者対策も規模的には軟
弱で効果は薄い。

▲

会計事務所（職員） ・最低賃金の改定で、扶養範囲内で収めようとしているパー
ト主婦は、勤務時間を減らすようになる。求人を出してもな
かなか応募はなく、ぎりぎりの人数で仕事を回している小さ
い会社は、仕事を断らざるを得ない。景気は縮小する。

×
鉄鋼業（経営者） ・東京オリンピックなどの大型物件が収束しており、世界情

勢が不安定な中で先行きの設備なども話が出ていない。

×
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・東京オリンピック後まではこのまま下落すると見込まれ
る。その後の自動運転や５Ｇの盛り上がりに期待したい。種
はあるけど、種がまだ発芽してない様子である。

◎ － －
○ 人材派遣会社（社員） ・忘年会等の予約状況は好調で、やや良くなる。

○

人材派遣会社（営業担
当）

・多くの企業で上半期が終わり、次は来期に向けての採用計
画を進める時期となる。人手不足が続くなかで、採用枠・予
算を増やし派遣や中途採用の動きが出てくると見込んでい
る。

○
アウトソーシング企業
（エリア担当）

・求人募集再開の動きがみられ、下期の生産目標に向けた体
制への上向きな動きがある。

□
人材派遣会社（経営企
画）

・動向が読めない。

□
職業安定所（所長） ・管内事業所からは、米中貿易摩擦等による製造業への影響

を懸念する声を聞くことはあるが、雇用への直接的な影響に
ついては聞かれない。

□
職業安定所（次長） ・日中貿易摩擦や日韓関係悪化の影響による受注減を懸念す

る中小企業の声を聞くものの、労働市場には大きな動きは見
受けられない。

□
職業安定所（次長） ・求人求職の状況からは、業種により差はあるものの、全体

的にはおおむね横ばいで推移しているものと見受けられる。

□
民間職業紹介機関（支
社長）

・求人においては、大手企業と中小企業の採用数には大きな
開きがあり、大手企業の採用数の減少を中小企業でカバーす
るのは難しい。

□
学校［専門学校］（就
職担当）

・特に行政職員の採用で、2020年卒業者を対象とした医療職
の二次、三次募集の案内がいまだに届いている。

▲
人材派遣業（営業担
当）

・人材不足感は変わらず継続するものの、先行き不安から買
い控えなどが起こり、やや後退すると見込まれる。

▲
人材派遣会社（社員） ・消費税引上げと同一労働同一賃金の施行により、派遣活用

を各社が控える傾向がある。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・予算削減は避けられなくなっており、３か月後には影響が
出始めていると考える。エンジニアの稼働率が低下し、身の
回りの景気は現状よりもやや悪くなっている。

▲
人材派遣会社（企画統
括）

・消費税引上げ後の不透明感が色濃く、不安材料となってい
る。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・工作機械の受注額が減っている。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・大手企業ほど、同一労働同一賃金に向けたコスト上昇対策
として、人員の抑制を検討している。

雇用
関連

(東海)
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▲
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・東京オリンピックの需要が落ち着き、先行き不安の企業が
増えている。

▲
職業安定所（職員） ・現状のままであれば、製造業を中心に中小零細事業所の事

業縮小、倒産が引き続き起こる可能性がある。

▲
職業安定所（職員） ・新規求人に弱い動きが続いており、雇用調整助成金の相談

をする事業所も出てきている。

▲
職業安定所（次長） ・米中貿易摩擦、消費税引上げ、原油高、日韓関係等、経済

を取り巻く状況は不安定要素が多いことから、求人の伸びが
期待できず、景気の後退が懸念される。

▲

民間職業紹介機関（窓
口担当）

・現時点での求職者・求人数の推移は前月より右肩上がりで
あるが、ここがピークとなり、年末に向けて少し下降してい
くことが予想される。相変わらず正社員・直接雇用希望の求
職者が多く、案件とのマッチングは変わらず厳しい状況であ
る。

▲
民間職業紹介機関（営
業担当）

・工作機械・装置・ＦＡ産業などの景況感をみると、設備投
資の抑制が強まるなか、採用に投資をする企業は下降局面を
今後迎えることも想定される。

×
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・企業が採用に掛ける費用は高騰しているにもかかわらず、
新聞社にはそれに対応する能力がない。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○

商店街（代表者） ・９月に入り、高額商材も少しずつ動き始めている。とはい
え消費税の引上げ前の駆け込み需要かどうか判断できない。
外国人観光客も国慶節で増え始めているので、期待してい
る。

○
衣料品専門店（店舗運
営）

・消費税の引上げ後は出費を抑える反動で、クリスマスや年
末年始に向けて購買意欲が高まると考える。

○
観光型旅館（スタッ
フ）

・月間仕入数は前年並みを確保し、予約状況も少しずつ上向
きである。予約保有率は前年比で８月は89％、９月以降３か
月は91～97％で推移している。

□

一般小売店［精肉］
（店長）

・９月は例年並みの推移で動いた。10月からの消費税の引上
げで、食品は軽減税率なので税率は変わらない。他のものが
高くなるところで、さほど影響はないのではないかと考え
る。

□

百貨店（売場主任） ・2014年４月の消費税の引上げ時並みの駆け込み需要には程
遠かった。軽減税率などの施策があり、前回より冷静な人が
多く消費意欲が上がらなかったことが要因と考える。した
がって、楽観視はできないが、駆け込み需要が小規模であれ
ば消費税の引上げ後の落ち込みも小さいのではないかと考え
る。

□
スーパー（総務担当） ・消費税の引上げが10％となるビールや雑貨など、駆け込み

需要があった商品群は10月初旬は落ち込むとみている。しか
し、他は特に変化はないと考える。

□ コンビニ（経営者） ・季節商材の売上が変わらない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・10月以降の消費税の引上げの影響が不透明である。食品に
ついては問題ないが、雑貨等の軽減税率対象外商品には影響
があると考える。

□
衣料品専門店（経営
者）

・10月の消費税の引上げがあり、消費者は慎重に買物をして
いるようである。

□
住関連専門店（役員） ・消費税の引上げ後は、消費マインドの低下が広がると考え

るが、ポイント還元などの政策を含め、仕掛け方によっては
余り大きな落ち込みはないと考える。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・あくまでも希望的なものだが、現在が最低と考えており、
変わらないと答えた。とにかく来月から不安が一杯である。

□
スナック（経営者） ・国内外の状況から、この悪い状態が継続していく気配であ

る。

□
観光型旅館（経営者） ・地元企業の大型団体の忘年会が業績悪化のため中止になっ

たり、10月以降の集客にも苦戦している。また、カニのシー
ズンを迎えてカニの仕入価格の上昇が見込まれる。

□
旅行代理店（所長） ・東京オリンピック観戦ツアーの発売が始まったが、抽選予

約のため好景気は感じられない。また、消費税の引上げによ
る影響が出る可能性もあり、先行き不透明である。

家計
動向
関連

(北陸)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
タクシー運転手 ・これから一段と節約傾向が強まり、利用客が減る傾向だと

考える。
□ 通信会社（職員） ・イベントの集客数が伸びてこない。

□
通信会社（営業担当） ・新商品が発売され来客数は増加しているが、完全予約商品

のため販売に至っていない。しばらくこの状況が続きそうで
ある。

□
通信会社（役員） ・現在、底辺近くにある新規契約件数は、消費税の引上げ月

を超えれば回復してくるのではないかと考えている。
□ 通信会社（営業担当） ・今と同じ状況がしばらく継続すると考える。

□
通信会社（役員） ・販売においては放送、通信共に悪化要因が少なく、引き続

き堅調に推移するものと考える。

□

住宅販売会社（従業
員）

・今後は消費税の引上げと同時にエコポイントや、住宅ロー
ン減税の拡充があるので、その内容が客に浸透するまではこ
の状態が続くと考える。内容が徐々に浸透するとともに、販
売量も回復していくとみている。

□ 住宅販売会社（営業） ・良くなる要素が浮かばない。

▲
商店街（代表者） ・たかが２％、されど２％である。多少の売上の落ち込みは

覚悟しておかなければならない。

▲
商店街（代表者） ・消費税の引上げ後しばらくは節約が続くと考えるが、

キャッシュレス決済の還元ポイントへの反応が別の動きとし
てあるようにみえる。

▲
一般小売店［事務用
品］（店員）

・業界の閑散期と消費税の引上げによる買い控えが重なり、
期待要素が薄い。

▲
一般小売店［書籍］
（従業員）

・消費税の引上げの影響は大きく、販売量は当面落ちるだろ
う。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税の引上げ後の影響で高額品の動きが鈍化し、まとめ
買いの反動で化粧品や婦人衣料が影響を受ける。

▲

百貨店（販売担当） ・まとめての購入がやや多く、定番品を中心に消費税の引上
げ後の反動を見込んでいる。さらに、心理的な状況を鑑みる
と悪化する方向だと考える。ただ、前年は暖冬で大幅に苦戦
したコートやダウンが、今年は例年並みの気温であれば拡大
する可能性があり、11月以降は期待が持てる。

▲
スーパー（店長） ・軽減税率や、キャッシュレス決済のポイント還元があると

はいえ、消費税の引上げの影響で買い控えはあるとみてい
る。

▲
スーパー（総務担当） ・10月からキャッシュレス対応のいろいろなポイント還元

セールがスタートするが、客にとって非常に分かりづらいた
め、消費が伸びるとは考えづらい。

▲

スーパー（店舗管理） ・消費税の引上げを控え、軽減税率により影響は少ないと考
えるが、消費税の引上げ後のドラッグストアやホームセン
ター等の販促強化があるとみており、それが必ず影響してく
ると考える。

▲

スーパー（統括） ・スーパーは軽減税率対象品目をメインに販売しているが、
消費者の生活において購入するもののほとんどが標準税率で
あり、節約志向が強まればおのずと食費にも強く現れる。そ
のためキャッシュレス決済のポイント還元策を含め、来客数
確保のための競争環境が厳しくなるとみている。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・消費税の引上げがある。

▲ コンビニ（店舗管理） ・消費税の引上げにより、売上は微減となる。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・やはり消費税の引上げの影響はあると考える。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・消費税の引上げとなれば、個人客の買い控えが見込まれる
ので、しばらく販売は悪くなると考える。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・消費税の引上げ後は更に厳しくなるとみている。

▲
乗用車販売店（役員） ・消費税の引上げ後、更に消費の落ち込みが進むとみられ

る。また、海外要因等により経済全体が守りに入る局面が見
込まれる。

▲
自動車備品販売店（役
員）

・消費税の引上げ後の、キャッシュレス決済のポイント還元
指定外企業のため恩恵は受けられず、厳しい状況になると考
える。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・消費税の引上げに伴う反動が出るのに加え、周辺の競合環
境に変化が発生するので、10月以降についてはやや停滞する
とみている。
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▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・好調な９月の反動か消費税の引上げの影響か、夜の地元客
の受注は例年並みだが、昼の県外団体旅行による会食が例年
の75％しかなく、大苦戦となっている。

▲
一般レストラン（店
長）

・消費税の引上げの影響もあり、明るい展望がない。

▲

一般レストラン（統
括）

・消費税の引上げ後、外食産業は真っ先に支出を抑える対象
になるが、駆け込み需要の少なさや軽減税率の導入、キャッ
シュレス決済のポイント還元事業などにより、前回の消費税
の引上げほどの景気悪化や落ち込みはないとみている。

▲

都市型ホテル（役員） ・宿泊部門は、インバウンド関係では香港の逃亡犯条例や日
韓の関係悪化による影響、レストラン部門では10月からの消
費税の引上げによる個人消費の落ち込みの影響が懸念され
る。一般宴会部門はコンベンション関係が若干弱く、景気動
向はやや悪くなっている。

▲ タクシー運転手 ・観光の予約の上積みが少ない。

▲
テーマパーク（役員） ・先行きの国内の団体旅行をみても予約が鈍ってきている。

また、香港からの客を中心に海外からの客も鈍くなってい
る。全体としては、やや悪くなる方向にあると考える。

▲
競輪場（職員） ・10月からの消費税の引上げの影響が少なからずあると考え

る。

▲
その他レジャー施設
［スポーツクラブ］
（総支配人）

・更に年内には、近隣に競合店の出店が３店舗決まってお
り、今以上に新規会員獲得が難しくなるとみている。

▲
美容室（経営者） ・ここ数か月、余りに国際情勢が悪い方向に向かっており、

心情的に景気も悪くなると考える。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・数多くの政策によって駆け込み需要の反動は少ないとみて
いるが、個人消費の減少により厳しい状況になると考える。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・10月から消費税の引上げが施行されると客の様子も変化
し、動きが鈍くなると考える。

×

一般小売店［鮮魚］
（役員）

・まず第１に消費税の引上げがある。破壊的な景気停滞を招
くと考える。次に対外的な中国や韓国との問題で、中国相手
の企業は悲鳴を上げており、韓国からの訪日客を当て込んで
いたホテルなどは散々な状況である。さらに、根底にあるの
は、老後資金2000万円不足の大問題である。今後、景気が良
くなるとは考えられない。

×

コンビニ（店長） ・消費税の引上げによる駆け込み需要がなく、増税後の買い
控えが発生する可能性が極めて高いことから、今までにない
景気の悪化が考えられる。消費税が５％から８％に変わった
際も厳しい買い控えがあったが、近年の景気の下落状況は当
時の比ではない。前年比からも大変苦戦している状況に加
え、最低賃金上昇による経費の増加もある。コンビニエンス
ストア事業者はとてもではないが経営できない状況になりつ
つある。

×
家電量販店（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要からの反動が出ると考え

る。

×

家電量販店（店長） ・消費税の引上げ前の買いだめで、主要商品だけでなく最寄
品も含めて消費税の引上げ前に購入するための来店が多い。
プレミアム付商品券も今回は購入条件が厳しく、以前のよう
な効果が期待できない。

×
都市型ホテル（スタッ
フ）

・消費税の引上げによる生活防衛意識の高まりを、予約状況
や日々の売上内容から感じる。価格転嫁できないどころか、
値引き販売を計画せざるを得ない状況である。

× パチンコ店（経理） ・消費税の引上げによる景気の冷え込みがあるとみている。
◎ － －

○
不動産業（経営者） ・物件関係の照会が多くなってきている。特に個人の客から

の問合せが増えてきている感じがする。

○

税理士（所長） ・10月からのキャッシュレス決済のポイント還元セールは、
各販売会社もいろいろな形で手を出している。こうした劇的
な変化に伴う消費の増加はあるとみている。景気自体をどこ
でみるかによるが、売上高や収益は上がるのではないかと考
える。ただ、ポイント還元等で企業が体力をすり減らす状
況、消費税の引上げ分を会社がかぶる状況があり、利益は厳
しく長期的には不安が大きい。

□
食料品製造業（経営企
画）

・一般的な食品のため、消費税の引上げによる影響は少ない
だろうと考えるが、かといってプラス要因も見当たらないの
が実情である。

企業
動向
関連

(北陸)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
金属製品製造業（経営
者）

・２～３か月先の分の注文の入り具合から変わらない。

□

金融業（融資担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要が限定的であったことか
ら、消費税の引上げ後の需要減少も限定的と楽観的に考えて
いる取引先が多い。ただし、一部の小売店は消費意欲が回復
しない状況のまま、年末商戦に突入する可能性があることを
懸念している。

□
金融業（融資担当） ・取引先で信用保証協会の保証付融資の案件が増えている。

信用保証協会の審査応諾にも時間が掛かるようになってお
り、問合せや審査件数は増えている様子である。

□
司法書士 ・住宅用土地の購入や建物の新築案件の依頼が続いている一

方、事業関係の取引は少ない。
▲ 繊維工業（経営者） ・10月から先については、少し持ち直しの傾向がみえる。

▲

プラスチック製品製造
業（企画担当）

・米中貿易摩擦や中東、朝鮮など海外情勢の不透明感、材料
費や運送コストの上昇が懸念材料となってきている。また、
消費税の引上げ後は反動減も予想され、当面厳しい状況が続
くものと考える。

▲
一般機械器具製造業
（総務担当）

・欧州市場は国際見本市が終わり、受注が伸びると期待して
いる。しかし、景気が不安定ななか、設備投資意欲が高まる
か不安である。

▲

一般機械器具製造業
（経理担当）

・世界経済の動きに加え、国内は消費税の引上げの動きもあ
り、全体的に消費や投資の抑制を感じる。以前に比べると産
業用分野においては国内受注が低調になってきており、厳し
い状況に向かっているようである。

▲
精密機械器具製造業
（役員）

・当社は輸出比率が比較的高いため、関税問題や為替動向に
対しての不安定要素がある。国内市場全体においても特に活
性化に向かう要素は少ない状況である。

▲
建設業（経営者） ・10月１日からの消費税の引上げで工事原価が上がるが、民

間ではそれを価格に転嫁するのは難しくなるだろうと考え
る。

▲
建設業（役員） ・設備投資の抑制基調から、世界及び国内経済において低

迷、先細り感が想定される。

▲
通信業（営業） ・主要商材の受注件数の伸びが鈍い。減少傾向に転じ始めて

いるのか、少し気掛かりである。

×

新聞販売店［広告］
（従業員）

・９月も前年同月比を下回っている。消費税の引上げ前の駆
け込み需要の啓発チラシが出稿されたにもかかわらず、売上
を押し上げることができなかった。10月は消費税率が上が
り、消費が落ち込むのは明白で、期待感が全くない。

◎ － －

○

人材派遣会社（社員） ・契約の更新や期間限定の作業が各部門に発生することが考
えられる。また、税率改定の対応や2020年に向けた各種求人
が増加することにより、景気が上向きになると見込んでい
る。

□
人材派遣会社（役員） ・人材登録者が増えないことからマッチングができず、非常

に苦労している。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・大きな雇用につながる話が出てこない。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・求人数に対し応募数が満たず、継続的に求人が必要になっ
ている。採用が進めば景気が上昇するが、現状は横ばいであ
る。

□

職業安定所（職員） ・悪いと言い切るまでの状態ではないが、若干不安な要素が
みられる。求人の減少について、まとまった数を申し込む事
業所の求人数は申込時期のタイミングもあり、今のところ大
きな動きはみられないが、細かな数を申し込む事業所が今月
はかなり減少しているのが気になる。親会社と子会社という
関係があるので、今後の動きに注意したい。

□
職業安定所（職員） ・８月は減少傾向だった求人数が、９月に入り再び増加し

た。一部の製造業で人員整理があり、不安要素はあるもの
の、大きな変動はないと考える。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・消費税の引上げを目の前にして買いだめなどが少ないよう
に感じる。増税に対して諦めた感じや、慣れた感じがする。

▲
新聞社［求人広告］
（営業）

・消費税の引上げにより、各業種から総じて見通しが悪いと
の声を聞く。

雇用
関連

(北陸)
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× － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・インバウンド需要では、上海や香港からの観光客が少し戻
りつつある。

○
一般小売店［菓子］
（営業担当）

・天候が良くなり、当社製品の販売が、観光地や道の駅など
で増えることを期待している。

○

スーパー（企画担当） ・10月から消費税増税となるが、食品スーパーでは軽減税率
の対応商品が多いほか、当店はキャシュレス決済によるポイ
ント還元の対象となっている。今後は買物で利用してもらえ
る頻度が高くなると予想している。

○
コンビニ（経営者） ・コンビニでは、消費税増税の影響はそれほど大きくならな

い。今後もファーストフード類や生活雑貨の売上の増加傾向
は続きそうで、客単価の更なる上昇が期待できる。

○
家電量販店（経営者） ・次世代住宅ポイント制度やキャッシュレス決済のポイント

還元制度により、リフォームやオール電化の需要が喚起され
る。

○
家電量販店（店員） ・競合先との接客力の違いが出始めている。量販店で競合が

多いからこそ、接客の違いが差別化につながることを体感で
きている。

○
一般レストラン（経営
者）

・中国の国慶節やラグビーワールドカップなどの影響で訪日
外国人客が増えるため、期待できる。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・低価格型ホテルの参入により、客室単価は大きく低下して
いるが、料金のコントロールによって稼働率は何とか維持で
きている。宴会についても、消費税増税に伴う値上げで利用
減を懸念していたが、早めの告知により、定例宴会を中心に
順調である。一方、ホテル業界の動きとしては、軽減税率の
導入に伴うシステムの入替えに、かなり費用が掛かってい
る。

○
都市型ホテル（フロン
ト）

・東南アジアからの旅行客が、秋の紅葉シーズンやウィン
ターシーズンに増えると予想され、問合せも増加している。
ただし、単価を落としての受注も多いのが実態である。

○
旅行代理店（役員） ・プレミアム付商品券や、キャッシュレス決済のポイント還

元事業などが導入されるため、需要の増加に直結する。

○
競艇場（職員） ・全国的に電話投票とインターネット投票の売上が好調に推

移している。また、女子のレースの売上も、安定的に上向き
傾向が続いている。

○
住宅販売会社（経営
者）

・これから期待される次世代住宅ポイント制度などで、客は
動いてくる。

□

一般小売店［事務用
品］（経営者）

・東京オリンピック景気といってもまだまだである。ラグ
ビーワールドカップも、終わればすぐに忘れられてしまい、
景気の底上げにはなかなかつながらない。その一方、消費税
増税の影響が徐々に出てくる。

□

一般小売店［菓子］
（経営企画担当）

・今年６～８月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗の平
均でみると、関西は88.2％で、関東は105.1％、中部は
95.7％で、中国は95.5％となり、各地区の平均は93.6％と
なった。今年は６月のＧ20大阪サミット、８月のお盆の10連
休といった不振要素があり、前年との比較も余り参考になら
ないが、全体としては非常に苦戦している。

□
一般小売店［野菜］
（店長）

・今の状況から変わる雰囲気は全くない。これ以上は悪くな
らないかもしれないが、良くなる雰囲気でもない。物の値段
も高値で推移しており、やりにくくなっている。

□

百貨店（サービス担
当）

・10月からの消費税増税と軽減税率の導入で、先行きに不透
明感はあるものの、消費全体の動きは変わらない。インバウ
ンド効果のほか、売場の改装効果も出るため、実績としては
変わらない。

□

百貨店（販促担当） ・消費税増税による悪影響が多少なりとも懸念されるが、心
理的な部分が大きく、ボーナスや社会情勢の安定により、短
期間で落ち着くと予想される。販売面でも、単純な価格訴求
ではなく、価値による訴求で購買意欲の向上を図る。

家計
動向
関連

(近畿)
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□

百貨店（服飾品担当） ・10月からの消費税増税による反動減はあるが、インバウン
ド消費は伸びる。最終的には国内客が２％の増税をどう判断
するかに左右されるが、店内では消費税増税に対する悲観的
な意見は特に目立っておらず、８％への引上げ時に比べて回
復は早くなると感じる。

□ 百貨店（営業企画） ・10月以降の消費税増税による落ち込みが懸念材料である。

□
スーパー（経営者） ・チラシの折込や特売商品によって消費者が動いている状況

であり、節約ムードは変わっていない。

□

スーパー（経営者） ・消費税増税前の駆け込み需要は予想したほど出ず、反動減
による落ち込みは少ないが、小売業のキャッシュレス決済に
よるポイント還元では、各社のキャンペーンによる値引き合
戦がいよいよ激しくなる。また、働き方改革の影響で、これ
まで以上に人手不足感が強まるなか、最低賃金も10月から上
がる。イラン問題などで光熱費も上昇傾向にあり、利益が減
ることから、非常に厳しい決算が見込まれる。

□
スーパー（店長） ・人口の動きも大きくは変わらないため、現在の状況が続

く。
□ スーパー（店員） ・単価の高い物もないため、余り変わらない。

□
コンビニ（店長） ・２～３か月では大きな環境変化はない。来客数が増えてい

るので、消費税増税の影響にも耐えられそうな感覚がある。

□
コンビニ（店員） ・消費税増税に対する、消費者の意識の変化は余り感じられ

ず、全体的に大きな変動はないと予想される。

□
衣料品専門店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要は予想を下回ったため、増税

後の冷え込みも余りない。

□
衣料品専門店（営業・
販売担当）

・今月の動きは、消費税増税前の駆け込み需要であると感じ
る。

□
その他専門店［医薬
品］（経営者）

・消費税増税を前に、一部の商品で駆け込み需要があったた
め、10月は紙類や高単価な健康食品などに反動が出る。

□
その他専門店［宝石］
（経営者）

・消費税増税の影響が心配されるが、大きな影響はないと予
想される。

□

その他専門店［宝飾
品］（販売担当）

・消費税増税のタイミングを重要視しない消費者は、増税後
も買い控えせず、自分のタイミングで気に入った物を買う。
単価が手頃な商品を買う客は増税を意識するが、増税による
値上げ額が大きな高額品を買う客は、今後も意識をせずに買
う。商品のラインアップや販売形態は様々で、一概にはいえ
ないが、周囲はそのような傾向にあるため、急には良くも悪
くもならない。

□
高級レストラン（ス
タッフ）

・年末を控えた時期であり、今と大きくは変わらない。

□
高級レストラン（企
画）

・宿泊について、高単価の客室は先行予約が好調であるが、
１泊で１万2000円以下の低単価の客室では、予約が伸び悩ん
でいる。

□

一般レストラン（経営
者）

・先行きが読めない。ただし、当店はスマートフォンでの特
定のキャッシュレス決済につき、５％のポイント還元を行
う。今はキャッシュレス決済の利用者は少ないが、今後増え
れば、客足も増えるかもしれない。

□
一般レストラン（企
画）

・７月に比べて良くなっているとはいえ、10月の消費税増税
のほか、日韓関係の悪化によるインバウンド利用の減少など
の懸念材料も多く、引き続き良くなるとは判断できない。

□
観光型ホテル（経営
者）

・10～11月の先行予約の状況は前年よりも良くない。これか
ら間際予約をどれだけ取れるかに左右される。

□
観光型旅館（経営者） ・価格に敏感なため、料金を少し安くすると、格段に動きが

良くなりそうである。

□
観光型旅館（経営者） ・消費税増税はマイナス要素であるが、旅行需要への悪影響

は少ない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・消費税増税後の動きが不透明である。９月末にレストラン
を全面改装し、全体的に料金アップを進めているが、客の動
向はまだ分からない。宴会も、増税を期に低価格帯が値上げ
となるため、苦戦するかもしれない。宿泊料金は据え置きで
あるが、増税分で200円以上の上乗せとなるため、利用者の
負担は増える。

□
都市型ホテル（客室担
当）

・紅葉シーズンでイベントもあり、期待したいところである
が、ホテルはどう考えても供給過剰である。

□
都市型ホテル（管理担
当）

・宿泊はアジアからのインバウンドの予約状況に左右される
が、宴会などの受注状況は必ずしも悪くはない。
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□

旅行代理店（店長） ・消費税増税や台風による影響のほか、香港や韓国の問題な
どもあるが、客の収入そのものは良くなる気がする。ただ
し、政府の対策による効果はまだ不透明であり、環境が整っ
ていないため、動きはない。

□

旅行代理店（支店長） ・今年は年末年始の日並びも良く、旅行需要が伸びることを
期待しているが、現状の客の様子を見ると、旅行にお金を使
う姿勢は感じられない。家族や友人で、自宅や行きつけのレ
ストランで食事を楽しみ、残りは貯蓄するといった声が増え
ている。

□
タクシー運転手 ・秋になって京都への入込が増えるが、中国系のクレジット

カードを利用できる車が増え、対応が追い付かない。

□
タクシー運転手 ・景気を刺激する材料に乏しい。ラグビーワールドカップ

も、試合会場周辺であれば盛り上がっている。

□
その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・イベント関連の仕事については、景気に余り左右されな
い。

□
その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・プロ野球シーズンは終了するが、11～12月は人気グループ
による多くのコンサートが開催されるため、例年どおりの集
客を期待している。

□ 美容室（店員） ・年末となるが、今年も例年どおりの忙しさになる。

□
その他住宅［展示場］
（従業員）

・消費税増税後の政府による住宅取得支援策が充実している
ので、新築住宅については、増税の影響は余り受けない。

□
その他住宅［情報誌］
（編集者）

・消費税増税前の駆け込み需要が少ないこともあり、10月以
降の景気の悪化も少ないと感じる。

▲
一般小売店［花］（経
営者）

・消費税増税の影響が少なからず出てくる。

▲

一般小売店［時計］
（経営者）

・消費税率の２％上昇が、毎日の生活にどの程度影響するの
か、悪いイメージしかない。客との話では、軽減税率や
キャッシュレス決済のポイント還元は、余り理解されていな
い。全体としては、財布の中身を自分で把握できないことが
怖いという意見が多く、先行きは厳しくなりそうである。

▲

一般小売店［衣服］
（経営者）

・消費税増税が始まるなか、良くなる要素はない。キャッ
シュレス決済のポイント還元で、どこまでアピールできるか
が、秋冬商戦の全てといってよい。ポイント還元制度には大
きな期待をしている。

▲
一般小売店［珈琲］
（経営者）

・消費税増税の影響が多少は発生する。

▲

一般小売店［精肉］
（管理担当）

・10月から消費税増税が実施され、消費者の出費は増える。
特に、外食への影響は大きくなることが予想され、年末を前
に厳しい環境が続く。人件費の上昇が企業の収益の圧迫につ
ながり、正社員のボーナスなどに悪影響が出ることになりそ
うである。

▲

一般小売店［衣服］
（経営者）

・消費税増税前の駆け込み需要があったため、増税後は少し
落ち込むと予想される。駆け込み需要にしても、嬉しいほど
の勢いがあったわけでないため、増税後の落ち込みを考える
と不安である。

▲

百貨店（売場主任） ・消費税増税後の反動が予測される。また、ファッション関
連は気温の影響に大きく左右されるが、昨年の秋冬、今年の
春夏と、気温のズレで不振となっており、それに代わる商品
が見当たらないほか、取引先の生産抑制も顕著になってい
る。世界情勢も不安定なため、景気が良くなる要素に欠け
る。

▲

百貨店（企画担当） ・消費税増税後の約３か月は、消費意欲の減退による売上減
が続く。ただし、当店の現状は、売上全体に占める外国人の
構成比が30％を超えており、前回の増税時と比べると減収の
影響は少なくなると予想している。

▲

百貨店（営業担当） ・消費税増税の影響は少し出るものの、富裕層の優良客のう
ち、更に上位客の購入はまだ期待できる。ただし、富裕層の
優良客でも大部分の客は、海外情勢や社会の雰囲気の変化に
より、物への消費は落ち込む。

▲
百貨店（営業担当） ・消費税増税の開始後は、世界情勢が不安定な中で社会不安

も高まり、景気を後押しするような良いニュースもないた
め、消費が上向く要素はない。
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▲

百貨店（営業推進担
当）

・消費税増税後の消費の冷え込みは、前回ほどではなくて
も、相当なインパクトがあると予想される。また、国際情勢
の変化による円高などの動きで、訪日観光客の入込に対する
影響も続く。増税の影響が一段落した後も、国内の消費者は
今後のリスクに対する不安から、消費を抑制する傾向が続く
と予想される。

▲
百貨店（売場マネー
ジャー）

・特に駆け込み需要が多いアイテムは、消費税増税後の10月
以降、12月までは反動が出ると予想される。また、気温にも
左右されるが、冬物衣料品の動向にも不安要素が多い。

▲

百貨店（商品担当） ・米中貿易摩擦の激化による世界経済の減速や、日韓関係の
悪化による景気への悪影響など、厳しい環境が続く。国内で
も、消費税増税による内需の冷え込みが懸念され、全体的に
現在よりも厳しい状況が予想される。

▲
百貨店（販売推進担
当）

・令和最初の年越しとなり、新年を迎えるに当たって、いか
に需要を喚起できるかが鍵となる。

▲
百貨店（外商担当） ・百貨店は消費税増税のポイント還元策の適用外であるた

め、駆け込み需要の反動減の影響が、前回ほどではないにせ
よ、ある程度は続くと予想される。

▲

百貨店（宣伝担当） ・10月は冬物衣料の実売期となるが、単価の高い商品が中心
となるため、消費税増税の直後は買い控えの動きが出ると予
想している。クレジットカード対応などの対策に集中してい
るが、前回の増税時と同様に、数か月の売上の落ち込みを想
定している。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

・一時的な消費の落ち込みは出てくる。また、消費のシーン
別の二極化が更に進むほか、購買や所有よりも、レンタルな
どのランニングコストを考えた消費に変わっていくことが予
想される。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

・消費税増税の後は、消費者の財布のひもが固くなり、生活
必需品ではない婦人服は、買い控えの傾向が強まる。ただ
し、高付加価値商品は引き続き支持される見込みで、防寒機
能とファッション性を備えたダウンコートなどは、一定の需
要を見込んでいる。

▲
スーパー（店長） ・10月からの消費税増税による混乱などを考えると、消費者

の動きも鈍くなると予想している。

▲
スーパー（店長） ・消費税増税後は、消費者の財布のひもは固くなる。特に、

生活必需品以外の購入は慎重になる。

▲

スーパー（経理担当） ・今後は、消費税増税の駆け込み需要の反動減や、節約ムー
ドの高まり、ポイント還元対象外の商品の売行き悪化、セー
ルの激化、軽減税率による混乱などが予想される。最大の商
戦である年末にまで、影響が残る懸念が大きい。

▲

スーパー（販売促進担
当）

・消費税増税前に駆け込み需要が出た商品は、実用品などに
限られるが、10月以降は買い控えが予測される。し好品など
は増税前から販売が伸びておらず、10月の消費マインドは相
当厳しくなる。キャッシュレス決済によるポイント還元や軽
減税率についても、制度が複雑すぎて、消費者による理解が
進んでいない。

▲

スーパー（開発担当） ・来月の消費税増税を控え、販売量がかなり悪化している。
客の買い控えも多く、景気が良くなる要因がない。中東情勢
の不安定化で原油価格の高騰も考えられるため、今後は厳し
い状況が続く。

▲

スーパー（エリア統
括）

・消費税増税後、しばらくは日用品を中心に厳しくなる。当
社もキャッシュレス決済を導入したが、利用客はまだ少な
く、浸透には時間が掛かる見込みである。当面はポイント還
元のある企業が優位とみられ、30～40代の買い回り客が増え
そうである。

▲
スーパー（社員） ・消費税増税が控えていることを考えると、既に節約モード

に入っている客の消費については、一層冷え込むことが予想
される。

▲

コンビニ（経営者） ・韓国や中国からのインバウンド客の減少や、消費税増税に
より、売上が減る可能性がある。いかに欧米からの客が増え
るか、その他のアジアからの客がどれだけ増えるかに掛かっ
ている。

▲ コンビニ（経営者） ・消費税増税の実施後は、事前のまとめ買いの反動が出る。
▲ コンビニ（店長） ・消費税増税の影響で、たばこなどのし好品の販売が減る。

▲
コンビニ（店員） ・近隣ではイベントなども特になく、例年どおりの落ち着い

た動きが続く。
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▲
コンビニ（店員） ・自分自身も含め、多くの客は消費税増税の影響をしばらく

みながら、買物をするという話をしている。冬頃までは少し
買物を控えるといった意見が多いと感じる。

▲ コンビニ（店員） ・消費税増税後は、客足が減りそうである。

▲
衣料品専門店（販売担
当）

・消費税率が10％になれば、購入者が減るおそれがある。

▲ 家電量販店（店員） ・消費税増税後は、しばらく落ち込む見込みである。

▲
家電量販店（営業担
当）

・やはり今後は、消費税増税の影響が出てくる。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税に伴って導入される、軽減税率やキャッシュレ
ス決済によるポイント還元制度が複雑すぎるほか、対象店舗
も少ないため、消費意欲は減退する。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・消費税率が10％に上がるため、景気は悪くなる。

▲
乗用車販売店（販売担
当）

・消費税増税後は、駆け込み需要の反動がどこまで出るかが
懸念される。

▲
乗用車販売店（営業企
画）

・現状が例年よりも良いため、消費税増税後は期待薄であ
る。

▲
住関連専門店（店員） ・９月は消費税増税前ということもあって良かったが、10月

からは悪化する。

▲
その他専門店［ドラッ
グストア］（店員）

・しばらくは買い控えの動きが増える。直近は前年の３倍に
購入が増えているようで、今後は小売店が値引きなどを迫ら
れると予想される。

▲
その他小売［インター
ネット通販］（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動で、来客数が減少す
る。

▲
その他小売［インター
ネット通販］（企画担
当）

・消費税増税に加え、人手不足や物流費の高騰もあって、物
価の上昇基調が続くと予想される。

▲
その他小売［インター
ネット通販］（オペ
レーター）

・消費税増税前にまとめ買いをした客が多いため、受注量は
減少する。

▲
その他飲食［ファース
トフード］（店員）

・当店は飲食店であるが、消費税率は変わらないため、影響
は少ないが、増税となる物はまとめ買いされており、来月以
降の景気はやや悪くなる。

▲
その他飲食［自動販売
機（飲料）］（管理担
当）

・消費税増税の影響で買い控えの発生も予想され、とにかく
雰囲気が良くない。

▲
都市型ホテル（管理担
当）

・これから秋の行楽シーズンを迎えるが、ホテルの供給過多
や消費税増税の影響、原油価格の上昇など、不安要素ばかり
である。

▲

都市型ホテル（総務担
当）

・今後２～３か月の宿泊予約の状況は、前年に比べて少な
い。特に、12月の予約状況は前年を大きく下回っている。ま
た、宴会も同様に、12月の予約は前年を大きく下回ってい
る。

▲
タクシー運転手 ・10月から消費税率が10％となった場合、運賃も値上げとな

るため、乗車機会の減少につながる懸念がある。
▲ 通信会社（経営者） ・消費税増税による受注の減少が懸念される。

▲

通信会社（社員） ・10月から電気通信事業法が改正となり、利益提供額が決め
られる。販売時の値引きが自由にできなくなるため、更に販
売は厳しくなる。新販売方式ではキャリアの料金プランが分
離プランに変わるが、大幅に通信料が下がることはなく、恩
恵はヘビーユーザーに限られる。先行きは暗く、企業や代理
店にとっては厳しい法改正となる。

▲
通信会社（企画担当） ・ゲームセンターの料金は、消費税増税分の値上げが難し

い。キャッシュレス決済の更なる普及に期待している。
▲ テーマパーク（職員） ・長期的な視点でみれば、消費税増税の影響は必ず出る。

▲
観光名所（企画担当） ・インバウンド客の動きは、８月まではほぼ変化がなかった

が、９月以降はアジア情勢の影響が徐々に出てくると予想し
ている。

▲
遊園地（経営者） ・消費税増税による景気浮揚策は、いずれもレジャー消費の

増加にはつながらない。台風などの自然災害や増税により、
消費意欲は低下することが予想される。

▲
その他サービス［マッ
サージ］（スタッフ）

・アロママッサージでは服を脱ぐので、暖かい時期は来客数
が増えるが、寒くなると減ってくる。

▲
その他サービス［学習
塾］（スタッフ）

・消費税増税の影響は否めない。何も手を打たなければ、生
徒の獲得は難しいと予想される。
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▲
住宅販売会社（従業
員）

・しゅん工時点で完売するマンションは少なく、完成在庫が
増加している。集客も少ないことから、競合は激しく、市況
は厳しさを増すことが予想される。

▲
住宅販売会社（総務担
当）

・住宅については、消費税増税前の動きはほぼ一巡してい
る。駆け込み需要もなく、やや落ち込み気味である。

▲
その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・景気に減速感があるほか、消費マインドなどの雰囲気も良
くない。

▲
その他住宅［住宅設
備］（営業担当）

・消費税増税の影響がしばらく続く。

× 商店街（代表者） ・消費税増税後は更に心配である。

×

一般小売店［呉服］
（店員）

・必要な商品の購入は駆け込み需要で増えたが、趣味で購入
する客は少なかった。老後の資金に2000万円が必要という意
識が頭のどこかにあり、買い控えしている。消費税率が上が
ると同時に、買い控えが始まると予想している。

×
一般小売店［花］（店
員）

・理由は不明であるが、来客数が減っている。消費税増税を
前に節約志向も高まっているため、この先も売上は悪化が予
想される。

×
百貨店（売場主任） ・消費税増税後、少なくとも年内一杯は買い控えが続くと予

想している。

×
百貨店（売場主任） ・消費税増税の影響が予想よりも大きくなりそうで、先行き

の不確実性が高まっている。

×

百貨店（企画担当） ・８月までの様子に加えて、10月から消費税増税が始まるた
め、消費者の購買意欲はますます低下する。さらに、当社は
キャッシュレス決済のポイント還元の対象外であるため、政
府の施策による恩恵は全くない。自助努力で販促費を投入せ
ざるを得ず、確実に会社の利益は減少する。

×
百貨店（マネー
ジャー）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動減に加え、米中、日韓
間の貿易問題で景気が悪化する傾向が出ており、景気は悪化
する。

×
スーパー（店長） ・消費税増税がきっかけとなり、将来に対する不安が高まる

ため、消費者心理の購買低下が顕著になる。

×
スーパー（店員） ・当店から徒歩１～２分の場所に大手スーパーが開店するた

め、客は全てそちらに流れると予想される。

×
スーパー（企画担当） ・消費税増税後の需要減に加えて、これまでの前年割れの傾

向を考えると、厳しい状況が予想される。
× コンビニ（経営者） ・良い材料が見当たらない。

×

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税だけではなく、様々な費用が重くのし掛かって
いる。例えば、キャッシュレス決済のポイント還元でも、実
質的に２％の手数料が取られる。多くの小売業者の負担は、
増税分を含めて最低でも４％に達し、賃金の上昇やその他の
手間によるコストを考えると、10％相当の負担増になってい
る。

×
衣料品専門店（経営
者）

・女性は服の購入を節約しているため、ますます婦人服業界
は悪くなっている。廃業する店も増えているなど、個人消費
を伸ばす対策を講じない限り、良くならない。

×
家電量販店（店員） ・10月からは、消費税増税の影響で来客数は減少する。販売

価格も２％上がるため、価格以外でのサービスが必要であ
る。

×
家電量販店（店員） ・白物家電のモデルチェンジが終わり、消費税増税関連の需

要もなくなるため、一気に販売量が落ちる。

×
家電量販店（企画担
当）

・今回の消費税増税前の駆け込み需要は、年末商戦の消費の
前倒しと感じる。2009年に実施された家電エコポイントのよ
うな、買換え需要の喚起が必要である。

×
家電量販店（人事担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動減で、数か月は厳しい
状況が続くと考えられる。

×

乗用車販売店（経営
者）

・米中貿易摩擦や香港問題など、世界経済がいつ混乱するか
分からない不安定ななかで、株価が低迷している。10月から
は消費税率が10％に上がるため、消費もかなり冷え込むと予
想される。よほどの金融緩和でもなければ、景気はかなり悪
くなる。

×

住関連専門店（店長） ・今夏は消費税増税前の駆け込み需要とみられる受注増が
あったため、その反動による落ち込みは覚悟しなければなら
ない。増税の直後、世間に節約志向が広がるのは前回も経験
している。接客の都度、客からの増税への不満を聞くのは、
業務のモチベーションの低下にもつながる。



140 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×
一般レストラン（経理
担当）

・良くなる材料がない。政府には、国民の声をもう一度見直
してもらいたい。

×
一般レストラン（店
員）

・飲食店は消費税率が８％から10％になるため、需要が減る
傾向となる。

×
通信会社（社員） ・消費税増税を実施しておいて、景気刺激策も何もあったも

のではない。政府はしっかりとした経済政策をもって動いて
いるのか、心配である。

◎
木材木製品製造業（経
営者）

・今は、米中貿易摩擦や日韓問題で売上が低迷している取引
先が多いが、今後は大きな事業が動き出しているので、良く
なる。

○
食料品製造業（従業
員）

・食品は軽減税率の対象であり、秋口から年末にかけては新
製品も発売されるので、少しはプラスとなる。ただし、消費
者は安い商品を求める傾向にある。

○
化学工業（企画担当） ・夏季の食品需要の低迷期を終えて、需要の拡大期に入るた

め、一時的に回復すると予想される。

○
金属製品製造業（開発
担当）

・開発している物が売れれば良くなっていくが、まだ開発段
階のため分からない。

○
電気機械器具製造業
（営業担当）

・引き合いが増え、受注も増えてきている。

○
建設業（経営者） ・現状の問合せ件数などから予想すると、今後も徐々に受注

は増えていく。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・変化する要素は、取引先の間にはみられない。

□
化学工業（経営者） ・良い話も悪い話も聞こえてこず、しばらくは様子見の状態

が続く。

□
化学工業（管理担当） ・米中間の貿易摩擦、日韓問題などで、先行きが読めない状

況が続いている。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・プラス要素は少ないが、消費に直接つながった業界ではな
いため、現状維持での推移が予測される。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・良くなる材料がない。消費税増税の影響が出ると予想され
るため、今後は様子を見たい。

□
金属製品製造業（経営
者）

・10～12月の受注の内示に大きな変化はなく、年内は現状維
持で推移しそうである。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・既に景況は低調であるが、今後もこの傾向は続く。

□
輸送用機械器具製造業
（役員）

・案件ごとの売上や利益額が小さいため、収益の大きな改善
は難しいと感じる。ただし、大型案件の情報も少しずつ出始
めているため、一部の企業は大きく改善が進みそうである。

□
その他製造業［履物］
（団体職員）

・10月からの消費税増税を控え、個人消費が低迷したままで
あり、今後の増税の影響が懸念される。

□
建設業（経営者） ・技能労務者や監理技術者の不足が今後も続く。職種によっ

ては、技能労務者の高齢化による不安もある。

□
建設業（営業担当） ・大阪市内ではホテルの建設計画は落ち着きつつあるが、オ

フィス需要が増えている。引き続き、建築作業員や資材不足
の状況で、建築コストは高止まりしている。

□
金融業（営業担当） ・大阪万博や東京オリンピックなどの良い材料はあるが、う

まく回っていないのかもしれない。今後の動向は、やや不透
明だと感じる。

□

金融業［投資運用業］
（代表）

・韓国人観光客が減って売上が落ちたとの声が増えている。
そもそも観光業などの商売は、様々な外的要因で売上が左右
されることは避けられない。韓国人客をあてにせず、成長を
目指すことが必要である。

□
金融業（副支店長） ・消費税増税による影響で、景気の先行きは不透明である

が、当社の取引先の受注状況に変化はなく、横ばいと判断し
ている。

□
広告代理店（営業担
当）

・しばらくはプラス、マイナス共に大きな材料が見当たらな
い。

□
広告代理店（営業担
当）

・年後半になり、前年の売上を下回ってきている。

□ 司法書士 ・景気の好材料がない今、現状維持できればよい。

□
その他サービス［自動
車修理］（経営者）

・当業界は、消費税増税前の駆け込み需要は余り関係がな
い。

□
その他非製造業［商
社］（営業担当）

・今後、来年度の予算取りに向けた引き合いが増えてこなけ
れば、横ばいのままとなる。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・10月からは、消費税増税に伴って飲食業界の売上が減少す
る見込みのため、自然と飲料水の売上も減少傾向となる。

企業
動向
関連

(近畿)
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▲

繊維工業（総務担当） ・消費税増税の影響がどう出るかが不透明である。現状は催
事での経費が回収できない場合も多く、今後も利益減の状態
が続きそうである。ラグビーワールドカップなどの影響で宿
泊代の高騰が続いていることも、コストの上昇要因である。

▲ 繊維工業（団体職員） ・消費税増税による影響が懸念される。

▲
出版・印刷・同関連産
業（企画営業担当）

・消費税関連の案件も次第に落ち着くため、現在の受注量に
比べると、若干減少すると予想される。

▲
電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・今月の駆け込み需要をみると、消費税増税後はその反動が
出る。

▲ 建設業（経営者） ・10月からの消費税増税の影響を心配している。

▲
輸送業（商品管理担
当）

・消費税増税により、しばらくは買物が控えられる。

▲
輸送業（営業担当） ・消費税増税前の駆け込み需要がほとんどないまま、増税後

には買い控えが出ると予想され、多くのメーカーでは生産調
整の指示が出ている。

▲
輸送業（営業担当） ・消費税増税前に前倒しで売れた分、今後は売行きが悪くな

る。

▲
広告代理店（企画担
当）

・今後も世界情勢が安定せず、消費税増税の影響で買い控え
も増えると予想される。

▲

経営コンサルタント ・小売業に関しては、買い控えが発生する。キャッシュレス
決済のポイント還元といった消費喚起策は打たれているが、
中小小売店ではキャッシュレス決済への対応が進んでおら
ず、消費の悪化を止めるほどの効果はない。

▲

その他サービス業［店
舗開発］（従業員）

・消費税増税の影響は少なからずあるものの、８％から２ポ
イントの増税による影響は軽微と予想される。ただし、国が
行う各種対策の中途半端さや難解さが、消費者の購買意欲を
損なわせる不安が大きい。

▲
その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・先の見積りが少なくなっているため、今後は受注も減って
くる。

×
食料品製造業（経理担
当）

・豪雨の被害の救済も非常に遅れているなど、明るい材料が
見当たらない。

×
繊維工業（総務担当） ・価格破壊と呼ばれた時期に逆戻りしたような状況が続いて

いる。低価格品しか売れないが、消費税増税を控えた一時的
な動きかどうかの判断が難しい。

×
金属製品製造業（営業
担当）

・売上が落ち込んでいく一方、鋼材価格の値上げが強行され
たため、収益が大幅に悪化する。

×

電気機械器具製造業
（経営者）

・多くの自然災害も景気に影響しているが、世界情勢の不安
定化や日本と近隣諸国との対立により、全体としてマイナス
方向に進んでいる。近い将来、その影響が必ず経済にも出て
くる。

× 通信業（管理担当） ・消費税増税による影響が出る。

×

不動産業（営業担当） ・企業の撤退が続いているほか、来月から消費税率が上がる
ことで、買い控えが起きる。既に高級時計や薄型の４Ｋテレ
ビはかなり売れており、在庫がない状態である。来月以降は
駆け込み需要の反動が出るため、景気が悪化する。

×
新聞販売店［広告］
（店主）

・消費税増税後は様子見による買い控えが起きて、消費は落
ちる。

×
経営コンサルタント ・どのような業態であっても、消費税増税前の駆け込み需要

はあり、増税後は買い控えが出るため、景気は悪くなる。

×
その他非製造業［電気
業］（営業担当）

・消費税増税の影響で景気が減退する。

◎ － －

○
アウトソーシング企業
（管理担当）

・単発の仕事が少しずつ入ってきており、例年の仕事も決ま
りつつあるため、やや良くなる。

□
人材派遣会社（経営
者）

・中国や韓国向けの輸出が減少しているためか、オーダー件
数が減っている。この時期から年末に向けて、オーダーが出
てくる時期となるが、今年はまだ件数が少ない。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・２～３か月のスパンでは変化はなさそうである。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・消費税増税があり、消費は落ち込むと予想されるが、それ
以上に落ち込むことは少なそうである。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・年末商戦に向けて、特に大きな動きがない。消費税増税が
影響しているのかもしれない。

□
職業安定所（職員） ・有効求人倍率や求人数は高水準を保っているが、このとこ

ろは横ばい傾向となっている。人手不足感は高止まりしてお
り、今後しばらくは横ばいで推移するとみている。

雇用
関連

(近畿)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
職業安定所（職員） ・求人件数、求職者の動きから判断すると、今後も状況に変

化はない。

□
職業安定所（職員） ・雇用、失業情勢に特に目立った変動要素はないため、当面

は景気に変化はない。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・消費税増税の影響で求人減が予想されたが、求人事業所か
らの聞き取りでは、建設業の下請企業への影響は限定的との
回答が多い。

□

民間職業紹介機関（営
業担当）

・景気が良いというよりも、少子高齢化や働き方改革による
人手不足が続いている。ＡＩによる業務の大幅な効率化や、
景気の悪化による経済活動の縮小など、環境の変化がなけれ
ば、今の状態が続くと考えられる。なお、同業他社による個
人情報の流出問題は、業界全体の評価には大きな影響が出て
いるが、景気に対する影響はほとんどない。

□
民間職業紹介機関（営
業担当）

・本来ならば、年末に向けて求人数が増える傾向となるが、
同一労働同一賃金の問題もあり、派遣需要が減ってきている
と感じる。

□
民間職業紹介機関（マ
ネージャー）

・製造業の動向次第で、一気に状況が変わる。

□
民間職業紹介機関（営
業担当）

・取引先の担当者からの意見では、今後も大きくは変わらな
い。

▲
人材派遣会社（役員） ・求人数の前年割れの傾向に加え、米中貿易摩擦や日韓問

題、消費税増税の影響が、景気にマイナスに働くと予想され
る。

▲
人材派遣会社（支店
長）

・日韓問題、米中貿易摩擦が落ち着くまでは、しばらく時間
が掛かりそうである。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・10月の消費税増税が、家計や景気にどのような影響を及ぼ
すのかが気になる。

▲

新聞社［求人広告］
（管理担当）

・歴史的遺産が多い関西は、インバウンドの増加による観光
効果が景気を支えている側面がある。それに伴い、日韓関係
の冷え込みによる韓国人観光客の減少が、この先の関西景気
に影を落とすことが予想される。ただし、韓国以外からの観
光客数は伸びているため、大きな悪化にはならない。

▲
職業安定所（職員） ・米中貿易摩擦の影響が、中小零細企業にも広がりつつあ

る。

▲
学校［大学］（就職担
当）

・市場は厳しい状況であり、来年度の採用スケジュールも未
定であるため、不安感がある。

× － －

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
テーマパーク（業務担
当）

・年間イベントの中で、最も多くの来園者が見込めるイルミ
ネーションイベントの開催時期で良くなる。

○
商店街（理事） ・消費税の引上げに対する国の対応策に消費者がなじんでく

ると、売上が落ち込まず、安定してくる。

○
一般小売店［洋裁附属
品］（経営者）

・少し涼しくなって、出掛けるには良い季節になるため、来
客数も増加する。

○

百貨店（営業企画担
当）

・前年の大型物産展の実績を確保できるかが問題だが、リ
ニューアルによる客層の拡大効果と自社クレジットのみでは
あるが、キャッシュレス２％引き等で消費税の引上げ後の落
ち込みは余りない。

○

百貨店（購買担当） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要が予想以上に大きく、化
粧品などは前年を大幅に上回っている。今後、来客数や購買
単価が減少することが懸念されるが、衣料品は気温に左右さ
れるので、気温が下がれば、状況は良くなる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・年末が近づき、決算期に入るので、客の購買意欲が高まっ
ている。

○
観光型ホテル（宿泊担
当）

・実際に予約が増えているため、やや良くなる。

○
観光型ホテル（営業担
当）

・秋、冬と旅館業はトップシーズンのため、景気の上向きが
期待できる。

○
テーマパーク（営業担
当）

・消費税の引上げやインバウンドの動きの影響などの不安要
素はあるが、秋の行楽シーズンに入ることに加え、秋、冬の
イベントに力を入れており、客の動きが活発になる。

○
設計事務所（経営者） ・客の来場動向が少し回復する。セミナー等の呼びかけに来

場者数が増えているので、今後の受注にプラスになる。

家計
動向
関連

(中国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
商店街（代表者） ・必要な物を購入する客が増加しているが、消費税の引上げ

後は買い控えが出てくる。

□
商店街（代表者） ・消費税の引上げ対策の補助に向けて、クレジットでの支払

が増えてきている。クレジット支払は払った感覚が薄く、使
いすぎを心配されている客もいるので、景気は変わらない。

□
一般小売店［食品］
（経営者）

・消費税の引上げ後の状況は、キャッシュレス還元事業の推
進状況によるが、なかなか加盟店登録がスムーズに進んでお
らず、消費税の引上げに間に合わない状況である。

□
百貨店（営業担当） ・地方の百貨店が生き残るには特別な施策を講じないと厳し

い。特に婦人服は全国的に厳しく、ここ数年クリアランスが
盛り上がっていない。

□
百貨店（外商担当） ・消費税の引上げ後の買い控えは前回の例を見ても数か月は

続くので当面は厳しい。

□
百貨店（売場担当） ・消費税の引上げ前も買上客数が上向いておらず、引上げ後

はさらに落ち込む。

□
百貨店（売場担当） ・消費税の引上げという特殊要因を除けば、数か月前から大

きな変動はない。ただ、来月以降のポイント還元が今一つ浸
透しておらず、先行きは不透明である。

□
スーパー（総務担当） ・食品は、消費税の引上げの影響がないので、横ばい状態が

続く。

□

スーパー（業務開発担
当）

・消費税の引上げ前に５％還元店舗に登録できたが、実際の
所は10月に入ってみないと分からない。キャッシュレスの割
合が増え定着すると、手持ち現金の不足や手数料の負担増が
心配である。

□
コンビニ（エリア担
当）

・消費税の引上げによる動きによるが、変わらない。

□
衣料品専門店（代表） ・消費税の引上げ後、しばらくは来客数が減るが、次第に客

も消費税の引上げに慣れ、例年並みの売上に戻る。

□

乗用車販売店（営業担
当）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要がほとんどなく、決算の
盛り上がりもない。ワイドショーなどで車は消費税の引上げ
後に買った方がいいと放送していたので、その影響も考えら
れるが、逆に引上げ後の落ち込みが抑えられることが期待で
きる。

□
乗用車販売店（店長） ・商品の大幅な刷新もなく、従来の商品で販売を続けていく

ため、変わらない。

□
乗用車販売店（業務担
当）

・消費税の引上げの影響で、しばらくは低迷が続く。

□
乗用車販売店（店長） ・新車、サービスいずれも来客数が少なく、特に平日の落ち

込みがひどいため、今後も変わらない。

□
その他専門店［土産
物］（経営者）

・キャッシュレス決済の導入で上向きになることを期待して
いるが、それだけでは弱い。

□
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・増加する要素がないため、やや悪くなる。

□

一般レストラン（経営
者）

・消費税の引上げに伴い、客の価格に対する評価が厳しくな
り、注文数の減少で客単価の前年割れが発生する。夜遅くま
で飲食するという傾向がなくなっているので、忘年会や新年
会は、件数が前年並みであっても費用が安く済む時間帯に開
催される。

□
一般レストラン（店
長）

・消費税の引上げの影響がどう出るかは分からないが、当店
でも原材料費の値上げに伴う価格変更で一部の商品が値上げ
となるため、少なからず客足に影響が出る。

□
その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・消費税の引上げがあるため、景気は変わらない。

□

都市型ホテル（企画担
当）

・ゴールデンウィーク以降から、宿泊、宴会、レストラン共
に利用客が伸び悩んでいる。消費税の引上げ前の駆け込み需
要もほとんどなく、更に引上げ後の落ち込みも懸念される。
近年、台風などの自然災害による減収の影響を受けることが
多くなったが、それが土日などの集客期にあたることが多
い。情報のスピード化により消費者も敏感に反応している。

□
都市型ホテル（総支配
人）

・例年、トップシーズンを迎えるが予約状況は前年並みで推
移している。消費税の引上げを迎え、間際の伸びは不透明で
ある。

□
都市型ホテル（企画担
当）

・消費税の引上げの影響が読み切れないが、近隣駅エリア商
業施設の新規オープンなど、ポジティブな材料もある。

□
旅行代理店（経営者） ・余り良くなる要素がなく、韓国や中国など海外の客が減少

しているため、変わらない。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□ タクシー運転手 ・今後も客の動きが悪い状態が続く。
□ タクシー運転手 ・客から消費税の引上げの話を聞くこともなく変わらない。

□
通信会社（販売企画担
当）

・消費税の引上げもあるため、変わらない。

□
通信会社（企画担当） ・年末年始に掛けては、提供サービスやメニューの追加、更

新、見直しの予定がなく、消費税の引上げ対策以外に客の動
きに期待できる要素が今のところない。

□
観光名所（館長） ・大きなプラス要因がないため個別の誘客政策をしなければ

期待はできない。

□
美容室（経営者） ・景気が良くなる要因がなく、商店街の来客数も減少してい

るので、変わらない。

□

設計事務所（経営者） ・前年の自然災害による住宅の復旧工事について動きが出て
きてはいるが、建築全般でみるとコストアップ、施工者年齢
アップ、人手不足感があり、仕事のスピード感がなくなって
くる。

□ 設計事務所（経営者） ・小規模な事務所では、余り新規需要を見込めない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・消費税の引上げ後しばらくは変わらない。

□
住宅販売会社（営業担
当）

・来年度の引渡物件になってくるため余り変わりはない。

▲
一般小売店［印章］
（経営者）

・消費税の引上げで販売価格も上昇するが、実質利益は横ば
いか低下する。今回のキャッシュレス・消費者還元事業は、
店が手数料を支払うことから、明らかに利益を圧迫する。

▲
一般小売店［茶］（経
営者）

・業界に１つも明るいニュースがなく、やや悪くなる。

▲ 百貨店（経理担当） ・消費税の引上げの影響で売上が落ち込む。

▲
百貨店（広報担当） ・消費税の引上げをきっかけに消費者の商品選別がより厳し

くなる。

▲
百貨店（人事担当） ・消費税の引上げ後の買い控えが進み、衣料品の買上基調も

徐々に下がってくる。
▲ 百貨店（外商担当） ・消費税の引上げの影響は、過去の例からも必ず出てくる。

▲

スーパー（店長） ・消費税の引上げ前の買いだめで、特に非食品と酒類の販売
数が圧倒的に増えているが、その反動で今後大幅な落ち込み
が出てくる。ただ、食品など軽減税率対象の商品は、そこま
で大きな影響がないので、全体ではやや悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・消費税の引上げに対しキャッシュレス５％還元やプレミア

ム付商品券など国の政策があるが、客の関心が低いため、や
や悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・消費税の引上げで生活防衛が進み、財布のひもが固くな

る。

▲
スーパー（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動が今後数か月にわ

たって出てくるため、売上は厳しくなる。
▲ スーパー（店長） ・消費税の引上げで買い控えが出てくる。

▲

スーパー（販売担当） ・客の言動から、消費税の引上げ後の買い控えはかなり大き
なものになる。特に、決済方法としてカード、電子マネー等
を利用しない客にとっては、引上げ後のメリットがないばか
りか不公平感も強く、購買意欲を鈍らせる結果となる。

▲ スーパー（販売担当） ・景気が良くなる要因が出てこない。

▲

スーパー（管理担当） ・消費税の引上げでは軽減税率導入によって混乱を招くおそ
れが大きく、キャッシュレス事業も分かりにくいという意見
が多い。当初は追い風になると思ったが、分かりにくいため
に、消費の低迷が懸念される。

▲
スーパー（営業システ
ム担当）

・買い控え等が進み、年末商戦にも余り期待できない。

▲ スーパー（販売担当） ・消費税の引上げで買い控えが出てくる。

▲
スーパー（財務担当） ・消費税の引上げで、軽減税率の適用はあるものの、節約が

進み、既存店売上の前年割れが続く。

▲

コンビニ（エリア担
当）

・家電製品等と違い、コンビニでは消費税の引上げ前の駆け
込み需要は特にない。今回のたばこの価格の値上げも10円、
20円と僅かで、消費税の引上げ前の予約もほとんどない。消
費税の引上げによる価格の上昇で、数か月は厳しい状況が続
く。

▲
コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・消費税の引上げで、買い控えや倹約思考の客が増える。
２％の還元があるが、いかにしてキャッシュレス決済化を推
進していくかが鍵となる。

▲ コンビニ（支店長） ・消費税の引上げでやや悪くなる。
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▲
衣料品専門店（経営
者）

・消費税の引上げによる買い控えが出てくる。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・消費者の購買意欲が高まらない。

▲
家電量販店（店長） ・消費税の引上げの影響が多かれ少なかれ必ず出てくるた

め、やや悪くなる。
▲ 家電量販店（店長） ・消費税の引上げで来客数が減少する。

▲
乗用車販売店（統括） ・新型車の効果と消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動で

販売量が落ち込む。

▲
乗用車販売店（営業担
当）

・消費税の引上げの影響でしばらくは落ち込む。

▲
乗用車販売店（営業担
当）

・消費税の引上げ後に売上台数が減少する。

▲
住関連専門店（営業担
当）

・消費税の引上げ前でも販売が低迷しているため、今後も売
上は増加しない。

▲
その他専門店［時計］
（経営者）

・消費税の引上げが消費を減少させる。

▲
その他専門店［布地］
（経営者）

・消費税の引上げ後に景気が良くなる要素は出てこない。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動に加え、最大ピー
クとなる12月に、祝日であった天皇誕生日がなくなり、クリ
スマス前後の３連休が消滅したことで、やや厳しくなる。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・消費税の引上げに加え石油価格の高騰も予想され、景気が
良くなる材料が少ない。今後、一般家庭の負担は上がり、一
時的な緩和施策だけでは長期的な不安を解消できない。

▲
高級レストラン（事業
戦略担当）

・消費税の引上げで買い控えが出てくる。

▲
一般レストラン（経営
者）

・消費税の引上げ後の価格判別がかなり煩雑で、現場での客
からの問合せも増加している。周知されるまで、しばらく客
の節約が進む。

▲
観光型ホテル（支配
人）

・消費税の引上げで施設の利用料金も上昇するため、引上げ
後しばらくは悪くなる。

▲
旅行代理店（支店長） ・消費税の引上げにより全体的に停滞感が漂い、当面は上向

かない。
▲ 通信会社（工事担当） ・消費税の引上げでやや悪くなる。

▲
放送通信サービス（総
務経理担当）

・消費税の引上げで一般家庭の資金繰りが圧迫される。

▲
通信会社（営業担当） ・極端な悪化はないが、消費税の引上げ後、家計が落ち着く

までは、様々な場面で買い控えが続く。

▲
通信会社（経理担当） ・消費税の引上げで契約を増やしたり、商品を購入したりす

る客は増加しない。

▲
テーマパーク（管理担
当）

・消費税の引上げでやや悪くなる。

▲ 観光名所（館長） ・消費税の引上げに伴い旅行者が減少する。

▲
ゴルフ場（営業担当） ・例年であれば、10月以降、韓国からの利用者が増えるが、

今年は予約が少ないため、先行きが不透明である。

▲
競艇場（企画営業担
当）

・西日対策でレースの進行時間を短縮するため、売上が減少
する。

▲
その他レジャー施設
［温泉センター］（担
当者）

・キャッシュレスの還元事業がスムーズにいけば少しは変
わってくるかもしれないが、消費税の引上げで一時的に消費
が減る。

▲
美容室（経営者） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要で美容室以外で消費活動

を行ったため、多少は客が減少する。

▲
美容室（経営者） ・客の収入が増加しない一方で、出費の方が増加するため、

家計の引締め傾向が強くなる。
× 商店街（代表者） ・消費税の引上げの影響が大きく、悪くなる。

×
商店街（代表者） ・消費税の引上げに伴う軽減税率導入で、売手側も買手側も

不安感が余りにも大きく、買い控えが進む。

×
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・人手不足によりタクシーが深夜営業を取りやめるなど、地
域経済が地盤沈下する。

×
家電量販店（店長） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動で売上が大幅に落

ち込むため、２～３か月では回復しない。

×
家電量販店（販売担
当）

・消費税の引上げ後に来客数がかなり落ち込む。

×
家電量販店（企画担
当）

・今月は消費税の引上げ前の駆け込み需要で商品が売れてい
るが、３か月後はこの反動で、来客数も減少し、商品も売れ
なくなる。



146 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×
自動車備品販売店（経
営者）

・消費税の引上げ後に市況は冷え込む。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動が出てくる。

×
タクシー運転手 ・消費税の引上げ後はタクシー利用もかなり落ち込む。貿易

摩擦もあり、景気が冷え込みつつあるので、悪くなる。

×
通信会社（広報担当） ・良いものをそれなりの値段でというよりはとにかく安けれ

ばそれで良いという状況のため、悪くなる。
◎ － －
○ － －
□ 農林水産業（従業員） ・好転する要素がない。

□
食料品製造業（総務担
当）

・世界で起きている貿易摩擦が解消しないので、先行き不透
明である。また、原油価格の上昇で物流費が高騰するという
不安材料が出てくる。

□ 化学工業（総務担当） ・特に変化する要素がない。

□
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・生産に陰りがみられる部門の早期回復の可能性は低い。他
部門の受注次第で減産幅が大きくなる。

□ 鉄鋼業（総務担当） ・在庫調整が完了するまでまだ数か月掛かる。

□
非鉄金属製造業（業務
担当）

・電子材料関係の素材受注量の減少はほぼ底打ち感があるた
め、変わらない。

□
建設業（経営者） ・受注量は横ばいか若干上向き方向にあるが、人手不足から

原価が上昇しているので収益は横ばいで変わらない。
□ 建設業（総務担当） ・しばらくはこの状態に変化はない。

□
輸送業（支店長） ・全体では減少傾向にあるが、新規荷主やＷｅｂ関係が好調

なため、変わらない。

□
輸送業（経理担当） ・９月がこの状況であれば、大きな反動はなく、今後も状況

は大きく変化しない。

□
通信業（営業企画担
当）

・客との雑談の中で消費税の引上げ後の買い控えに関する話
題は少なく、仕組みに関する話題が多い。

□ 金融業（貸付担当） ・駆け込み需要が一服し、消費は鈍化する。

□
金融業（融資企画担
当）

・地元完成車メーカーの世界販売の低迷が当面続き、系列の
地元部品メーカーの受注は現状程度で推移する。

□
広告代理店（営業担
当）

・年末にかけての客情報で極端に受注が出る案件が余り出て
こない。

□
会計事務所（経営者） ・消費税の引上げの影響や休日の増加による稼働日数の減

少、人手不足を懸念するものの、日韓及び米中摩擦がこれ以
上悪化しなければ緩やかな上向きの景況感を維持する。

▲
食料品製造業（経営
者）

・消費税の引上げ前のシステム変更も含め、今後の消費者の
動向に懸念がある。

▲
繊維工業（監査担当） ・現時点での先物受注状況が、前期比減となっており、在庫

も前期比増となっているので、荷動きはやや落ちる。

▲
木材木製品製造業（経
理担当）

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動に加え、住宅減税
政策もあるものの、新設住宅着工戸数も減少するため、景気
はやや悪くなる。

▲
化学工業（経営者） ・米中貿易摩擦の影響による受注量の減少基調は、先行きが

不透明であり、当面継続する。
▲ 鉄鋼業（総務担当） ・自動車関係部品で受注量が減少する。

▲
金属製品製造業（総務
担当）

・工作機械業界で厳しい状況が続くため、やや悪くなる。

▲
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客からの内示量は減量傾向が続く。

▲
輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・国際マーケットの本格回復がなく、国内向け受注が重要性
を増す可能性があるが、それも力強さに欠ける。

▲ 輸送業（総務担当） ・消費税の引上げ後の影響が多少でも出てくる。

▲
通信業（営業担当） ・消費税の引上げに伴う通信機器更改はやや上向きである

が、消費税の引上げ後の一時的な買い控えが懸念される。

▲
不動産業（総務担当） ・賃貸住宅の需要は、例年どおり、年内一杯までは落ち着

く。

×
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きから景気は悪くなる。

×

電気機械器具製造業
（総務担当）

・米中貿易摩擦のあおりや日韓関係の悪化の影響もあり、半
導体業界の見通しが立たず、半導体製造装置の受注も減少し
ている。新規受注もなかなか取れないため、まだまだ先行き
は厳しい状況が続く。

◎ － －
○ － －

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連
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□
人材派遣会社（社員） ・日米貿易協定で自動車の追加関税回避の報道はあるが、米

中、日韓、米韓の貿易関係は引き続き悪いため、景気は変わ
らない。

□
人材派遣会社（支店
長）

・下期に掛けて次年度に向けた予算組みや計画を立てる企業
が増えるが、県内で景気の良い話を聞くこともなく、悪くな
るのを防ぐことはあっても良くなる要素は見当たらない。

□
人材派遣会社（経営企
画担当）

・国際問題が長期化する可能性があり、景気回復の見通しが
立たない。

□
求人情報誌製作会社
（経営者）

・例年であれば年末は求人数が増加するが、今年は消費税の
引上げがあり、不透明感があるため、変わらない。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人については引き続き堅調な状況が続く。

□

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・従業員の年齢構成や将来の業績の見直し、働き方改革など
が企業の採用予定数決定の大きな要因となっている。採用環
境は更に悪くなる傾向にあり、採用対象を広げて採用人数を
確保する動きも出ている。大卒にこだわらず、専門学校卒、
短大卒、高校卒、第二新卒も積極的に検討し、業種によって
は深刻な採用難に対し、外国人採用も視野に入れ、検討する
企業が増えてくる。

□

職業安定所（事業所担
当）

・新卒求人では、大学等求人から従業員確保につながりやす
い高卒求人へシフトする動きがあり、高卒求人数も前年同期
比で１割強増加していることから、すぐに景気悪化につなが
る要因は見受けられない。

□
職業安定所（職業指導
担当）

・今後の動きとして消費税の引上げ等があるものの、求人、
求職状況は、人手不足の状況が当面続く。

□

民間職業紹介機関（職
員）

・日韓関係の冷え込みでインバウンドに影響はみられるが、
ラグビーワールドカップが一般的なスポーツ大会と異なり広
範囲かつ長期間にわたり開催されることから、外国人の宿
泊、移動などに期待がもてる。実際に肌感覚として新幹線に
乗車する外国人が急に増えている。

□
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・一般企業への就職を希望した学生はほぼ内定を得ている。
絶対的な求職者不足の状況は続く。

▲
新聞社［求人広告］
（担当者）

・米中貿易摩擦、対韓国問題、イラン問題など不透明な海外
情勢に加え、消費税の引上げなど悪影響を及ぼす要因が多々
存在するためやや悪くなる。

▲

職業安定所（所長） ・多くの業種で人手不足感の高い状態が続き求人倍率もバブ
ル期並みの高い水準となっているものの、宿泊・サービス業
では今後の外国人客の入込を心配する声も増えており先行き
が不透明となっている。

▲
民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・消費税の引上げに伴い先行きの不透明感があり、人手不足
も解消されていないため、悪くなる。

▲
学校［大学］（就職支
援担当）

・消費税の引上げによる買い控えでやや悪くなる。

×
人材派遣会社（支社
長）

・派遣業界でいえば同一労働同一賃金への対応が本格化して
くる。客やスタッフへの説明や料金交渉などで営業時間は満
足に取れず、値上げができない客に関しては利益減となる。

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
乗用車販売業（営業担
当）

・消費税増税で落ち込んだが、新型車が発売されるため少し
良くなる。

○
一般レストラン（経営
者）

・年末に向けて出費せざるを得ない時期になるため、消費は
上向く。

○
タクシー運転手 ・11～12月は、１年間を通しても、11月は「やや良い」、12

月は「良い」月にあたるため期待をしている。９月の異動等
の歓送迎会が終了した後は、忘年会等の利用があるだろう。

○

競輪競馬（マネー
ジャー）

・３か月先はクリスマスや年末年始と消費が上昇する時期に
当たり、各種催しや歳末セール、注目カードのレース等が行
われる。入場者や利用者が増加し、消費の増大、売上高の上
昇が見込まれるため景気は上昇する。

○ 美容室（経営者） ・年末に向けて、来客数が増えることに期待している。

□
一般小売店［文具店］
（経営者）

・残暑の影響もあり、１日の来客数が低迷している。さら
に、客の価格訴求も強く売上に寄与しない傾向が続いてい
る。

(中国)

家計
動向
関連

(四国)
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□
スーパー（店長） ・このままいくと駆け込み需要の反動で景気は減速していき

そうだが、キャッシュレス決済による５％の還元等があるた
め、どうなるか分からない。

□
コンビニ（店長） ・商品価格が少しずつ上がっているが購買力に落ち込みを感

じない。節約志向も感じない。

□

衣料品専門店（経営
者）

・今月までは割と動きは良い。しかし、来月、消費税率の引
上げがあるため、先行きはどうなるか分からない。売上高が
下がることはないと思うが、２～３か月から半年程度は、上
昇するのは難しいだろう。

□

乗用車販売店（従業
員）

・ニュース等により、客は安全運転サポート機能付き車両や
あおり運転対策用のドライブレコーダーに関心が高い。商品
を後付けするか、装備付きの車両に買換えするか検討する客
が多くなっている。

□
乗用車販売店（役員） ・消費税増税後のマスコミ報道次第だが、将来への不安をあ

おるような記事が多くなると消費意欲の減退によって景気が
悪化する。

□

観光型旅館（経営者） ・旅行業も一般の産業も大変厳しい状況で、消費税増税の影
響もある。当地では、旅館の改築や温泉本館の工事など将来
の見通しを立てた営業を行っているし、旅館も努力している
ので、何とかやっていけると思うが、状況は簡単には変わら
ない。

□
旅行代理店（営業担
当）

・旅行業は先行受注であるが、特に、12月の海外受注が少な
い。

□

タクシー運転手 ・10月からの消費税増税に伴い、タクシー料金も増税分だけ
値上げになるが、その影響がどう出るかは分からない。今年
はお遍路さんも少ないため、10～11月もそれほど期待できな
い。

□
通信会社（営業部長） ・客の買換えサイクルが長くなっていることが不安材料では

あるが、一定の買換えは続いているので大きな変化はない。
□ 通信会社（技術） ・年末年始の時期にはなるが、販売量は現状と変わらない。

□
通信会社（支店長） ・電気通信事業法改正や消費税増税の影響等は考えられるも

のの、スマートフォンへの買換え需要等が引き続き見込まれ
る。

□
美容室（経営者） ・10月からの消費税増税の影響がどうなるのか分からない。

客の話を聞いていると最初は動かないだろう。

▲

商店街（事務局長） ・消費税増税前に駆け込み需要のあった一部の高級品は反動
減で厳しくならざるを得ない。また、消費者がキャッシュレ
ス決済によるポイント還元を期待して増税前に駆け込まな
かった商品に前向きな購買が出るものの、既にポイント還元
事業に登録できている店は限られており、消費者の期待には
応え切れないこともあり得る。

▲

商店街（代表者） ・経済成長の基盤であった中国や東南アジアの環境は不安定
さを増すだろう。その中でネットショップが拡大する速度は
増し、実店舗業界の衰退はいつまでも続く。地方経済の景気
など好転するはずがない。

▲
商店街（代表者） ・消費税増税後の処理の混乱が、なかなか収まりそうにな

い。消費者マインドがかなり冷えて、年末年始の売上にかな
り悪影響を及ぼすだろう。

▲

一般小売店［生花］
（経営者）

・キャッシュレス決済を導入し国に申請もしたが、客が現金
以外の支払方法を使ってくれるか不安なところがある。現金
でしか買物できないという年配の客も多いので買い控え感が
強くなってくる。

▲
百貨店（企画担当） ・消費税増税前の駆け込み需要は余り感じられず、買い控え

だけが発生すると、景気は悪くなる。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税の影響がある。

▲
百貨店（営業管理担
当）

・消費税増税後の消費の落ち込みによる売上や来客の減少が
懸念される。加えて海外動向の悪化からの消費者心理の冷え
込みも懸念されるが影響の度合いは予測し難い。

▲ 百貨店（販売促進） ・消費税増税後の反動が予測される。
▲ スーパー（店長） ・消費税増税により、消費者の節約志向が増長する。

▲
スーパー（企画担当） ・消費税増税後のキャッシュレス決済への補助が中小に限る

ことになるため大手への客の流れ込みは期待できない。総じ
て増税対象商品については買い控えが発生する。

▲
コンビニ（総務） ・消費税増税でポイント還元の施策はあるが一時的なものな

ので、消費の冷え込みはより一層厳しくなる。
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▲
衣料品専門店（経営
者）

・ここ２～３か月はやや下降気味である上に、更に消費税の
増税が重なるため、これから２～３か月の間は相当厳しいだ
ろう。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・サウジアラビアの石油基地が攻撃を受けたことによる原油
価格高騰や消費税増税など不安材料が多い。

▲
衣料品専門店（営業責
任者）

・キャッシュレス決済による還元が受けられる店舗もあるの
で売上がどう推移するかまだ分からないが、対象外の店舗は
消費意欲の減速を直接受けて非常に厳しくなるだろう。

▲
家電量販店（副店長） ・消費税増税前の駆け込み需要があり、前倒しで売上が上

がっているため、10月以降については前年割れが予測され
る。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税前の駆け込み需要も余り感じられないまま、買
い控えにより市場が冷え込んでいる。

▲
住関連専門店（経営
者）

・前月と今月は10月から消費税が増税されることに伴い、高
額な耐久消費財の需要があったが、その反動で、それ以降の
売上は少し落ちるだろう。

▲
その他専門店［酒］
（経営者）

・９月末までは消費税の増税を見越してよく売れているが、
２～３か月先は少し売れなくなる。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（副支
配人）

・消費税増税もあり、必要最小限のものしか買わなくなるだ
ろう。

▲

都市型ホテル（経営
者）

・今のところ影響は出ていないものの、若干、消費税増税前
の物価高になっており、これによる買い控えが出てきてい
る。今後、消費税増税がかなり悪い方向に向いていくのでは
ないか。

▲
通信会社（営業担当） ・消費税増税や端末価格の上昇等で客の購買意欲が低下する

可能性がある。

▲
設計事務所（所長） ・建築中のマンションの売行きが、以前よりは少し落ちてき

た。

×
一般小売店［乾物］
（店員）

・消費税の引上げがあるため、景気が良くなるわけがない。

×
一般小売店［酒］（販
売担当）

・消費税増税前にニュースなどで消費者の買いだめが話題に
なっていた。それだけ買い置きがあれば、消費税増税後の購
入は少ないだろう。今後の消費者の動向が気になる。

× スーパー（財務担当） ・消費税増税により、節約志向が更に強まる。
× スーパー（人事） ・軽減税率を踏まえて、買物がよりシビアになる。

×
コンビニ（店長） ・客の購買意欲の乏しさには、手の打ちようもなく、10月の

消費税増税後が非常に心配である。

×
家電量販店（店員） ・消費税増税前の駆け込み需要で消費の前倒しが起きてお

り、反動が予想される。

×
乗用車販売店（従業
員）

・年度が替わるか、新型車が発売されるかしないと上向かな
い。

◎ ＊ ＊

○
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経理）

・キッチンペーパーの受注量が増え、製造が追い付いていな
い。キッチンペーパーの需要は今後も拡大するだろう。フェ
イスマスクは新規取引先ができ販路拡大が期待できる。

○ 建設業（経営者） ・今後も発注が増える期待がある。

□
食料品製造業（経営
者）

・原料高による販売価格の上昇や、消費税増税等による買い
控えの影響が大きくなる。

□

繊維工業（経営者） ・10月以降、消費税増税の反動はあるが、小売店店頭の動き
はさほど悪くはないだろう。ラグビーワールドカップや東京
オリンピックに向け、様々なイベントがあり、市場がにぎ
わっていることが消費を押し上げている。

□
一般機械器具製造業
（経理担当）

・英国のＥＵ離脱や米中貿易摩擦、点在する地政学的リスク
等もあり、極めて不透明な状況が続いている。

□
電気機械器具製造業
（経理）

・客からの受注量並びに受注予測情報から、現在の出荷量と
大きな変動が見られない。また、変動を予測させる市場のト
ピックも認められない。

□

建設業（経営者） ・年末以降は繁忙期に入るため、売上額が上がってくるが、
働き方改革、労基法改正への対応のため、例年どおりの超勤
で仕事を進めることは困難である。これからは売上や利益よ
りも働き方改革が優先されるため、景気動向に気配りできな
いような環境にある。「生産性の向上」はすぐに達成できな
いため、「変わらない」が目標である。

企業
動向
関連

(四国)
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□

輸送業（営業） ・駆け込み需要の動きが全般的に小さかったことから、消費
税増税の反動による消費の低迷は前回の増税時と比較すると
小幅なものになると見込まれる。年末の繁忙期に向けての消
費の拡大を期待する。

□ 通信業（総務担当） ・変動する要素が見つからない。

□
広告代理店（経営者） ・消費税増税後の買い控えを予想し、販促費を削減する客も

いるが、全体としては余り変わらないだろう。

▲

農林水産業（職員） ・消費税の引上げは個人消費を鈍化させる要因である。現に
原材料の値上がりも含まれるが、日販品は便乗値上げと言わ
ざるを得ないほど値上げしている商品も多い。また、消費
ムードに影響する国内、国際情勢も悪い話ばかりマスコミで
取り上げられており、個人消費は確実に落ち込む。

▲
化学工業（所長） ・食品分野は軽減税率もあり横ばいと想定している。日用

品、農業用は消費税増税後の反動がありそうだ。
▲ 鉄鋼業（総務部長） ・人手不足の補充ができていない状況が続いている。

▲

電気機械器具製造業
（経営者）

・工場の設置や建設、メンテナンスの仕事は何とか現状維持
でやっている。当社の主業である大型再生可能エネルギー設
備設置の仕事の受注は大変困難な状態である。コスト的に合
わない。

▲
輸送業（経営者） ・悪くなっていく。早く全業種で外国人の就業を可能にして

ほしい。

▲
輸送業（経理） ・消費税増税に伴う買い控えによって、国内物流の冷え込み

が懸念される。また、更なる日韓貿易等の輸出入の縮小が発
生して物流の鈍化や悪化が懸念される。

▲
通信業（企画・売上管
理）

・消費税増税後は一般的に財布のひもが固く、各広告主も慎
重になっている。

▲
金融業（副支店長） ・消費税増税前のセール等も思ったほどでなく、駆け込み需

要も余りなかった。また、増税後の買い控えや、国際情勢が
不安定なことから、外国人観光客の減少も発生する。

▲
公認会計士 ・各企業の社長と話をすると消費税増税について、非常に悲

観的な考えの方が多い。設備投資にしても「控えている」と
回答する人がほとんどである。

× － －
◎ － －
○ － －

□

職業安定所（職員） ・新規求職者数が前年度に比べ増加傾向にあるが、求人数も
増加傾向にあるにもかかわらず就職者数は前年度並である。
先行きの不安から、これまで働いていなかった層が安定所で
求人状況を把握しにきている。

□

職業安定所（求人開
発）

・８月の有効求人倍率は1.51倍で前年同月比で減少となった
ものの、平成28年７月以降、1.3倍以上が続いており、大き
な変動はない。また、企業整備の情報は入ってくるものの大
規模ではないためしばらくやや悪い状況が続く。

□
学校［大学］（就職担
当）

・消費税増税後の動きにより、景気に変化がみられるかもし
れないが、求人に関しては一部の企業等に集中しており、学
生の応募がない企業も多くある。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・米中貿易摩擦のために景気の見通しは悪い。全ての業種で
需要はあるものの、大きな増員は全くない。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・今後、人員削減が増加する傾向にあるため、再就職支援
サービス等の利用が増えてきている。

▲
求人情報誌（営業） ・企業側の採用ニーズは増えているが、求職者の数は減って

おり、人材の採用がますます難しくなってくる。

▲
求人情報誌製作会社
（従業員）

・年末に向け求人数の減少が予想される。

▲

民間職業紹介機関（所
長）

・金属加工メーカー、機械部品製造メーカーは、東南アジア
を商圏としているところも多くあるが、米中貿易摩擦に代表
されるように、それぞれの国の方針により商圏を縮小せざる
を得ない状況になってきている。今後の状況次第では、工場
縮小など会社としての生き残り策を見据えなければならない
企業もある。

雇用
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

× － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［生花］
（経営者）

・正月の花やアレンジフラワー等のギフトが伸びるため、見
通しが立っていく。

◎
観光型ホテル（専務） ・当地では、閉店した旅館や団体を取らなくなった同業者も

あり、当館の団体予約が増加している。
◎ 競艇場（職員） ・年末に近づくにつれ、販売量が伸びる傾向にある。

○

商店街（代表者） ・消費税引上げによる景気の落ち込み方が想定できないが、
９月以降に企業のイベントやキャンペーンがあり、広報物作
成が増加し、それに伴い、恩恵を受けることに期待してい
る。

○
商店街（代表者） ・これから売上が伸びる時期になり、販売量や来店数が増加

することから、多少上向き傾向になることに期待をしてい
る。

○
一般小売店［青果］
（店長）

・涼しくなり、地元の野菜も増え、全体的な相場が上がり、
鍋物の野菜の需要が増え、販売がしやすくなる。しかし、台
風の影響がどの程度あるかが心配である。

○

百貨店（営業担当） ・大型商業施設の開業により、集客が分散している。一方、
来街者が増加していると見られ、競合店の影響によるマイナ
スは、一時的な現象と考えている。今後、天候が落ち着いて
くれば、来街者が増加傾向になり、好影響をもたらすと期待
をしている。

○
スーパー（店長） ・近隣の競合店が９月で閉店するため、10月から来店客数や

売上が５％上昇すると推測している。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・12月と１月に新型車が投入されるため、需要期と新型車効
果が重なり、新車販売の増加が期待できる。

○

その他飲食の動向を把
握できる者［酒卸売］
（経理）

・消費税引上げの対応策は、キャッシュレスポイント還元や
市町村の商品券での還元等の対策により、ここ数か月の消費
は増えると考えている。一方、大手企業は、消費税引上げ分
を値引きする対策を講じ、還元制度終了後に、中小企業との
店頭価格に差が生じる可能性がある。消費者には良いが、競
合した場合は、２％の粗利益が減益となり、各社の対応次第
で状況が変化していく。

○

観光型ホテル（総務） ・秋の行楽シーズンを迎え、宿泊予約も順調で、レストラン
利用客の伸びも見込める。ラグビーワールドカップに続き、
女子ハンドボール世界選手権大会が開催され、国内外からの
観戦客が大勢訪れることに期待している。

○
美容室（経営者） ・不安なことが多いが、12月は、１年で一番忙しい月になる

ことに期待している。
○ 設計事務所（代表） ・消費税引上げ後の落ち込みが、心配である。

□
商店街（代表者） ・消費税引上げが実施されるため、百貨店やスーパーマー

ケット、コンビニエンスストアでは売上を切磋琢磨している
が、商店街では、現状維持を目標に話し合っている。

□

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・今年は異常なほどイカが少ない。水温の上昇が原因である
が、マグロが多く、イカが少ない状況である。需要には、マ
グロだけでなく、他の魚も必要であるため、現状のままで
は、将来を大変危惧している。

□
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・年末に向けて来店客数が増える時期で、売上も徐々に上が
る。

□

百貨店（企画担当） ・消費税引上げ後の政府の消費喚起策が奏功するかは、不透
明である。百貨店はポイント還元対象でないため、駆け込み
需要の反動減少がどの程度になり、どのタイミングで持ち直
すのかを注視していきたい。

□
百貨店（プロモーショ
ン担当）

・年末にクリスマス商戦を控えているが、消費税引上げの影
響で重衣料や宝飾品の動きが鈍るおそれがある。

□

コンビニ（経営者） ・消費税引上げは実施されるが、当店の実質的な主力構成
は、軽減税率対象の食品になっているため、キャッシュレス
２％還元の政策があり、消費税引上げ前と同様な状況が継続
すると捉えている。

□ コンビニ（経営者） ・環境は簡単に変わらないため、景気の流れは変わらない。

□
コンビニ（経営者） ・消費税引上げが悪影響を及ぼすのではないか、あるいは、

政府の対策が功を奏するのか、先行きが不透明なため、判断
ができない状態である。

家計
動向
関連

(九州)
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□
コンビニ（エリア担
当・店長）

・客層としては、たばこ購入が顕著に現れるが、消費税引上
げ前の買いだめもなく、10月からの客数の減少もないと推測
され、客単価も10～11月は変わらない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新商品が出ないことや消費税引上げ等により、しばらくは
買い控えがあると考えられる。

□ 乗用車販売店（代表） ・変わるための好材料がない。

□
住関連専門店（経営
者）

・10月からの消費税引上げに対しては、優遇策が図られてお
り、大きな消費の落ち込みはないと予想される。

□
その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・これから寒い季節になっていく。コーヒー業界においての
需要に、年末のセールとお歳暮商戦も加わり、今後の展開と
しては、前年と同じ売上の推移をする。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・消費税引上げ後の10月以降、燃料油の販売は、価格も落ち
着き、９月以前と比較しても販売量は変わらないと予想して
いる。カーケア商材の販売は、９月までに購入している客も
あり、やや前年よりも減少すると予想している。秋の行楽
シーズンに入り、自動車等による当地への旅行での消費に期
待している。

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・今後２～３か月の動向としては、消費税引上げ後の影響次
第と考えているが、キャッシュレスや軽減税率の実施もあ
り、大きなマイナス影響はないと予想している。また、施設
としても、買物券販売、プレミアム付商品券の連動等、消費
税引上げ対策を強化している。

□
高級レストラン（支配
人）

・来月の予約が、余り思わしくない状況である。

□
一般レストラン（経営
者）

・予約状況からでも、好転する兆しが見えない。

□
一般レストラン（ス
タッフ）

・景気が大きく変わるような政策がない。

□
都市型ホテル（販売担
当）

・日本人の利用が、秋シーズンに多いため、どうにか売上を
保っているが、日韓情勢が回復しないことには、売上をプラ
スにできない。

□
旅行代理店（従業員） ・前月からの予約状況は、伸び悩んでいる。年末の９連休に

期待したいが、消費税引上げの影響が懸念される。

□
タクシー運転手 ・雨が多いため、ゴルフや野球等の行事に影響し、タクシー

利用が少なくなる。

□

タクシー運転手 ・消費税引上げによるタクシー料金の値上げや訪日外国人の
減少があるものの、イベントの充実やホテル数の大幅な増
加、加えて、タクシーアプリも増加しているため、ある程度
の現状は、維持できると見込んでいる。

□ 通信会社（企画担当） ・３か月先の営業動向に、目立った動きは見られない。

□
通信会社（営業担当） ・10月は、業種的に関係する法律の改正があり、それがマイ

ナス方向に作用しかねないと懸念している。
□ 通信会社（企画担当） ・例年の季節変動を除けば、市場が動く要因がない。

□

理容室（経営者） ・今月は、台風の影響で、２週続きの悪天候により、来店客
数の動きが非常に悪い。２～３か月先は、涼しくなり、来店
間隔が広がる。来客客数が減少し、売上の落ち込みが大きく
なっていく。

□

美容室（経営者） ・年末は、景気回復を期待しているが、業界の景気回復が感
じられない。消費税引上げが影響しており、身の回りの景気
が上昇しなければ、おしゃれ産業の景気も回復できず、年末
年始は、横ばいが続く状況である。他の新しい景気対策に期
待している。

□
美容室（店長） ・消費税引上げの影響で、客の反応や客数等に影響が出るこ

とが不安である。

□
住宅販売会社（従業
員）

・同業他社の競合も激しくなっているが、商談件数は維持し
ており、今後の景気状況は、変わらず推移していく。

□
住宅販売会社（従業
員）

・今月は、客の来場が余り伸びず、３か月後に成約に至る材
料がないため苦慮しており、販売促進を掛けていこうとして
いる。

▲
商店街（代表者） ・消費税引上げの影響により、買い控えを生じることが懸念

される。

▲

商店街（代表者） ・消費税引上げ対策のプレミアム付商品券発行やキャッシュ
レスポイント還元により、消費の落ち込みを下支えしようと
しているが、余り効果に期待できない。多くの高齢者は、
カード等を持っておらず、キャッシュレスポイント還元につ
いて、システムへの理解が難しく効果がない。事業者に対す
る周知が、かなり遅れている。
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▲
商店街（代表者） ・消費税引上げが10月から実施されることで、当初は、消費

が落ちることは必然である。

▲
商店街（代表者） ・来月からの消費税引上げにより、売上は非常に厳しくな

る。

▲

百貨店（営業担当） ・消費税引上げを意識し、慎重な購入をしている。季節要因
の高い家電や目的買いの子供服及び婦人雑貨も好調で、イン
ポートブランド各社・貴金属・舶来時計・眼鏡や美術等し好
性の高い商材も好調に推移している。しかし、購入時の慎重
な購買姿勢は継続し、消費税引上げ実施後の購買意欲は、減
退の気配がある。

▲

百貨店（営業担当） ・消費税引上げにより、消費の減退を予想される。しかし、
その影響の効果は、前回消費税引上げ時の６割程度で、落ち
込みもその程度である。プレミアム付商品券の受注状況は、
極めて好調である。一方、訪日外国人は、８月までは前年と
ほぼ同額であったが、９月に入ってからは、大きくマイナス
になっている。今まで、訪日外国人が景気を支えていたが、
今後の状況は不透明である。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・当初の予定より、消費税引上げの駆け込み需要が多かった
ため、今後は、少し購買意欲が減少すると予測される。

▲
百貨店（業務担当） ・消費税引上げ後、多くの客が、食料品以外の買物を絞って

購入することを考えている。しばらくは買い控えが起こりそ
うである。

▲

百貨店（売場担当） ・キャッシュレス５％還元は対象外であり、プレミアム付商
品券の発行もどの程度影響するかが不透明である。今後は、
消費税引上げの影響や景気上昇が実感できないことによる消
費マインドの低下が、売上に影響していくことを懸念してい
る。

▲
スーパー（総務担当） ・競合先の動向では、大手企業やディスカウントストア等の

価格値引き競争が、かなりエスカレートしており、今後は、
更に厳しい状況を覚悟せざるを得ない。

▲

スーパー（経理担当） ・食品スーパーマーケットのポイント還元対象店舗の線引き
が曖昧である。また、規模の大きな会社が減資して承認され
るなど差別化、区別化され、対象でない会社は特に深刻な問
題になる。

▲

スーパー（統括者） ・消費税引上げによる各種調査で、食費を一番に見直す回答
が多い。韓国、中国旅行者も減少し、九州地域では大きな影
響が出始めている。年末にかけて九州の景気は下降傾向にな
る可能性が高い。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・キャッシュレスポイント還元事業の効果が不透明である。

▲ コンビニ（店長） ・消費税引上げの影響により、若干悪くなる。

▲
衣料品専門店（店長） ・消費税引上げの影響は、余りないと考えるが、客の心理に

悪影響が出ないかが心配である。

▲
家電量販店（店員） ・消費税引上げ前の駆け込み需要は、最終日がすごい状態で

あった。今後は、一気に客が減少するのではないかと危惧し
ている。

▲
家電量販店（従業員） ・消費税引上げ前の駆け込み購入等が増えているが、消費税

引上げ後は、一気に減ると考えられる。

▲
家電量販店（広報・IR
担当）

・駆け込み需要の反動で、売上減少が予想される。

▲

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・現在の日韓情勢が続くと考えられる。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・景気は変わらないが、当市の宿泊施設の売上は、前年に比
べ大きく減少する。

▲ 通信会社（企画担当） ・消費税引上げの影響があると考えられる。

▲
観光名所（従業員） ・ツアーシーズンであるが、韓国の客が激減している。中国

や台湾、香港の客は、年々増加傾向ではあるが、厳しい状態
である。

▲
ゴルフ場（従業員） ・これまでは順調であった予約が、最近伸び悩んでいる。日

韓問題の影響もあるが、一時的であるか、判断が難しい状況
である。

▲
サービスの動向を把握
できる者

・消費税引上げの影響が不透明である。



154 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・消費税引上げにより、短期的な利用控えの発生が懸念され
る。

▲
設計事務所（所長） ・２～３か月先は、現在の手持ちの分が少ないため、若干悪

くなる。

×
商店街（代表者） ・今月は、消費税引上げ前の駆け込み需要で、来客数や売上

が非常に良くなっているが、その反動で10月以降は、大変厳
しい状況になる。

×
一般小売店［精肉］
（店員）

・消費税引上げにより、外食する人が減れば、当社の販売先
である飲食店からも、必然的に注文量が減少すると予想され
る。

×

百貨店（売場担当） ・３か月後は、消費税引上げの反動で、全店合計95％前後で
推移すると予想される。気温にも影響され、９月は気温が高
く、衣料品関係が悪く、12月も暖冬であれば、それが影響し
てくる。前回の2014年の消費税引上げとは状況が違うため、
注視する必要がある。

×
百貨店（経営企画担
当）

・９月は、消費税引上げ前の駆け込み需要により、前年を大
きく上回って推移しているが、10月以降は、前回の消費税引
上げ時と同様に反動減少が見込まれる。

× スーパー（店長） ・消費税引上げ後の反動で、景気が悪くなる。

×
スーパー（店長） ・消費税引上げに伴い、消費者の購買マインドが、更に大き

く下がることが予想される。競合店も販売促進を考えている
なかで、売上を伸ばしていくことは難しい。

×
コンビニ（経営者） ・消費税引上げ後の消費者心理として、新税率に慣れるまで

は、日常の買物でも割高に感じて、買い控え傾向になる。

×
コンビニ（経営者） ・10月からの消費税引上げの影響が不透明で、軽減税率やポ

イント還元等の減税対策も、現在予測できず、非常に不安で
厳しい状況が続く。

×
コンビニ（エリア担
当）

・韓国からの客が減少し、近隣にドラッグストアがオープン
したため、危惧している。

×
衣料品専門店（店長） ・来街者、来客共に減少の上、消費税引上げの影響により、

客の購買意欲がますます悪くなる。

×
衣料品専門店（総務担
当）

・消費税引上げの駆け込み需要がなかったとはいえ、実際に
消費税引上げが10月に実施されると、消費の部分において、
景気は悪くなり、半年はこの状態が続く。

×
家電量販店（店長） ・消費税引上げ前の想定を上回る需要の後は、大きな冷え込

みがあると懸念している。それに加えて、電気通信事業者法
改正に伴う冷え込みも予想され、しばらく低迷する。

×
家電量販店（店員） ・家電は、耐久消費財のため、消費税引上げ前に前倒しとし

て需要があったことで、今後の見通しとしては、非常に悪い
状態が続く。

×

高級レストラン（経営
者）

・２～３か月先も、今月と変わらない状況である。10～11月
は、忘年会シーズンになり、12月は、１年の中でも繁忙期で
ある。８～９月の落ち込みを取り戻せるように、取り組んで
いかなければいけない。消費税引上げの影響が不透明である
が、景気回復に期待している。

×

スナック（経営者） ・富裕層以外の収入が変わらない庶民層は、外食頻度を減ら
し、家計を維持していくしかない。本来なら年末にかけて外
食需要は上がるが、今年は期待できない状況で、消費税引上
げの影響が必ず出ると予想している。

× 旅行代理店（企画） ・情勢不安定が長期化する可能性がある。

×
タクシー運転手 ・今年は、気候変動による災害の多発や消費税引上げ等消費

者にとっては、良い材料がなく先行きがかなり不透明であ
る。

×
設計事務所（所長） ・世界経済や政治の状況が先行き不透明になっており、加え

て、消費税引上げが悪影響を及ぼすのではないかと懸念して
いる。

◎ ＊ ＊

○
食料品製造業（経営
者）

・原料も十分に確保でき、販売も見込まれる。

○
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・秋口には、商品の受注関係も現在より良くなると期待して
いるが、消費税引上げの影響が不透明なため、懸念してい
る。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・客との打合せの中で、秋口から在庫調整もあり、徐々に動
き始めると連絡を受け、準備をしている状況である。

企業
動向
関連

(九州)
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○
広告代理店（役員） ・年末にかけて、商戦の動きとともに、客のキャンペーン実

施も増える可能性が大きい。しかし、消費税の影響がどこま
で響くかは未知数である。

□

農林水産業（経営者） ・とり肉や鶏卵相場は、関東地区の大型台風の影響で、養鶏
場等に大きな被害が出ており、供給の減少で相場が高くなっ
ている。一時的ではあるが、続いていた低相場が終わり、工
場生産も落ち着いてくる。販売では、10～11月は冷凍食品加
工メーカーの年末年始需要により、引き合いが強い時期であ
るが、現状は、まだ動きが鈍い。消費税引上げによる消費に
与える影響が心配であるが、外食やスーパーマーケットは、
行楽シーズンで期待をしている。

□
家具製造業（従業員） ・景気停滞感が漂っているなか、好転する材料が全くない。

当社の受注状況も例年ペースで推移している。

□
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・現時点での受注数量から判断すると、状況は変わらない。

□
電気機械器具製造業
（取締役）

・米中貿易摩擦による影響は、底を打っている情報もある
が、中小企業へは、遅れて悪影響を及ぼされているかのよう
に、いまだ底打ち感がない状況である。

□
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・期首予算数に対して、全体的に減少傾向ではあるが、当月
生産数に対しては、３か月内示計画数でみると横ばい傾向で
ある。

□
建設業（社員） ・年度末までは、上昇傾向である。官公庁が、上半期までに

発注できなかった分を繰越工事として発注することを期待し
ている。

□
輸送業（従業員） ・消費税引上げ前の駆け込み需要はみられず、10月以降の消

費落ち込みは避けられない状況である。

□
通信業（職員） ・案件の引き合いは続いており、受注量も堅調に推移すると

予想される。

□
通信業（経理担当） ・消費税引上げ前の駆け込み需要は少なく、その後の値引き

や還元セール等を見定めている状況である。

□

金融業（従業員） ・公共工事が高水準で推移しており、旅行取扱額も持ち直し
ているが、海外需要の減少で輸出は弱含み傾向にある。こう
したなか、人手不足の影響により、経営面での制約が出てい
る先が少なくない。

□

金融業（調査担当） ・消費税引上げ後もポイント還元や軽減税率が奏効し、消費
が落ち込んだ場合でも、一時的であるという見方が多い。米
中貿易摩擦の先行き不透明感や海外経済の減速が取り沙汰さ
れるなか、地元においても、景気の底上げにつながる好材料
が見当たらない。

□ 不動産業（従業員） ・賃貸マンションの入居率が横ばいに推移している。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・好材料が見当たらない。

□
経営コンサルタント
（代表取締役）

・自社ホームページのアクセス数や問合せ件数に変化がな
い。

□
経営コンサルタント
（社員）

・消費税引上げの影響もあり、活発な動きは起こらないと予
想される。

▲ 化学工業（総務担当） ・良くなる材料がないが、急激に悪化することもない。

▲
金属製品製造業（事業
統括）

・米中貿易摩擦、日韓関係、中東の石油動向等、新たな投資
は、海外では厳しい。国内では、深刻な人手不足による工事
工程の狂いにより、製品納期管理が難しい状況である。

▲
精密機械器具製造業
（従業員）

・生産量の低迷が続いている。中国市場関連の問題で、受注
量が激減している。これからの生産高が不透明な状態であ
る。

▲
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・米中貿易摩擦や韓国との問題も悪化し、生産も落ち込んで
いる。見通しが全く見えない状況である。

▲ 輸送業（従業員） ・強調材料はない。

▲

金融業（営業担当） ・日韓関係の悪化により、観光客が減少し、サービス業、観
光業、小売業の売上が、今後も低迷する。また、10月からの
消費税引上げが施行され、２～３か月先の景気は、中小企業
や一般消費者に関わるところは、悪化していく。

▲
金融業（営業） ・製造業の受注状況は余り芳しくない。現状は下降気味であ

るが、今後も横ばい、若しくは悪くなると予想される。米中
貿易摩擦や消費税引上げ等マイナス材料が多い。

▲

その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・消費税引上げが実施されるために、買い控え等の影響が出
てくる。飲食店等は来店客数を増やすために、対策を立てな
ければいけない。身近な店舗では、キャッシュレス対応が大
幅に増加している。
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×
食料品製造業（経営
者）

・食品調味料を扱っているが、主な購買層である高齢者・年
金受給生活者は、節約のために購入に慎重で、売上減少は続
いていく。

×

繊維工業（営業担当） ・賃金分の工賃は上がらず、現状より悪くなる。応募者はあ
るものの、面接までしても辞退される状況で、今後を危惧し
ている。経験をしてもらい、活力を取り戻すことを望んでい
る。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・10～11月の受注予定が大幅に減るため、景気が悪くなる。

×
建設業（従業員） ・現場代理人の不足により、受注困難な状況が続くと予想さ

れ、景気は悪くなる。

×

輸送業（総務担当） ・ドライバー不足による配送料金の値上げや労働力不足によ
る人件費高騰、加えて最低賃金の上昇が、収益を圧迫してい
る。仕事量が多いほど赤字状態になり、景気が良くなる好材
料がどこにも見当たらない。

×
経営コンサルタント
（社員）

・今後も減少が予想される。

×

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・市町村の調査や計画策定の委託業務は、当初予算や６月補
正では予算化が少ない。したがって、９月に入って入札等の
動きが少なく、受注する機会が減少していることから景気が
悪くなる可能性がある。

◎ － －
○ － －

□
人材派遣会社（社員） ・新規注文が増えている一方で、契約終了により後任を入れ

ず、業務の見直しや残った人数で進めていく企業も増えてい
る。

□
人材派遣会社（社員） ・働き方改革関連法の施行に伴い、企業は派遣採用の様子を

うかがう状況で、派遣スタッフ側も年末年始の動きを控える
と考えられるため、景況感は余り変わらない。

□ 人材派遣会社（社員） ・同一労働同一賃金に対する準備が、本格化してくる。
□ 人材派遣会社（社員） ・案件が少ない状況が続いていく。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・全体の求人数は、減少傾向にある。特に飲食や小売、食品
メーカーは、韓国旅行者の激減の影響を免れない。また、消
費税引上げに伴う軽減税率やカード決済によるポイント還元
等複雑な仕組みに、消費者や地元商店等は、困惑しているの
が実情である。

□

職業安定所（職員） ・地域的に韓国からのインバウンド需要は大きくないため、
宿泊業等への影響は、最小限にとどまっている。再開発商業
施設のオープンに伴い、新規の需要が喚起され、消費税引上
げによるマイナスの影響は、相殺されると考えている。

□
職業安定所（職員） ・求人数の横ばい状態や求職者減少を背景に、人手不足感が

企業に強い危機感を生んでいる。当分の間は、変動がないも
のと思料するが、この動向は、今後十分に注視していく。

□
職業安定所（職員） ・前月の求人数は大きく減少したが、そのほとんどが前月、

又は後の月に求人を提出されている。求人が前年度を受け継
いで、大きく減少する事態となっていない。

□
学校［大学］（就職支
援業務）

・９月の今年度卒業予定者に対する採用活動は、前年度同時
期及び前月と比較しても活発ではない。

▲ 人材派遣会社（社員） ・消費税引上げにより、発注を控えていく傾向にある。

▲

新聞社［求人広告］
（担当者）

・中心市街地再開発の開業効果も一段落し、ラグビーワール
ドカップや女子ハンドボール世界選手権大会等のスポーツイ
ベントが閉幕する。消費税引上げと共にあいまって、消費行
動やインバウンドを含めた人の動きも落ち着くと予想され
る。

▲

新聞社［求人広告］
（担当者）

・10月から消費税引上げが実施されるが、軽減税率も導入さ
れ、今後の動向が見えない。２％という数字が、前回の３％
の消費税引上げと比較して心理的に与える影響は分からない
が、いずれにしても景気にプラスになるとは考えられない。

× － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －
○ スーパー（企画担当） ・年末になると増税の影響も一段落すると考えられる。

雇用
関連

(九州)

家計
動向

連
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○
コンビニ（経営者） ・売れ筋商品は品ぞろえを多くしているので、売上高や客単

価が上昇している。

□
百貨店（店舗企画） ・現状よりは消費税増税の影響も落ち着きをみせると考えら

れるが、年末商戦に向けた新規競合店とのパイの奪い合いが
予想される。足元の売上回復の予測が見えない。

□

衣料品専門店（経営
者）

・今月も前月同様に、セールと秋物が混ざった状態である。
まだ暑い時期なので、秋物の販売がまだ難しく、セールも売
れにくい状態である。景気は良くなる気配がまだ見えていな
い。

□
衣料品専門店（経営
者）

・例年に倣えば大きな変化はないとみられるが、政治的な問
題や台風の発生数などで変化があるかもしれない。

□

観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・現段階の予約状況から推測される今後２～３か月後の客室
稼働率は、今月同様に前年実績を下回る見込みである。10月
以降の団体旅行受注も今年は少なく、厳しい状況が続いてい
る。

□
住宅販売会社（代表取
締役）

・建築現場の職人不足が続いており、工期遅れが多い。工期
延長を行っても再度工期遅れがあり工事発注者へ迷惑をかけ
ている。

□
住宅販売会社（営業担
当）

・住宅展示場への来場組数は４か月連続で減少しているが、
住宅の受注件数は、前年同月比120％と増加している。

▲
一般小売店［鞄・袋
物］（経営者）

・国際情勢の影響でインバウンドの数もかなり落ち込んでい
るし、消費税増税の影響も出てくると予想している。

▲
その他専門店［書籍］
（店長）

・販売量が、この夏にオープンした巨大モールの影響か、ジ
ワリと落ちてきている。

▲
観光型ホテル（代表取
締役）

・韓国人観光客は減少したままで、先行きがみえない。

▲
旅行代理店（マネー
ジャー）

・消費税増税前でも駆け込み需要が少なかったので、消費税
10％が気にならなくなるまでだとはみているが、需要回復に
は時間がかりそうである。

▲
通信会社（営業担当） ・消費税増税や電気通信事業法改正の影響により販売が冷え

込むと予想している。
▲ 観光名所（職員） ・国内の自然災害や、韓国情勢の影響で来客者が減少する。

▲
その他サービス［レン
タカー］（営業）

・先行きの受注数が伸び悩んでおり、消費税増税の影響が懸
念される。

×

商店街（代表者） ・周囲の建物は老朽化により、立ち退き及び空き店舗が増え
つつある。空いた後には全てではなくとも飲食関連が多く
入ってきて、物販業が少なくなっており、街の形態も変わり
つつあり、先読みができない状態である。同業種は多くなる
ことで価格競争があり、現時点では良くなるのは難しいんで
はないかという話が多く聞かれる。

×

その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・10～11月は売上が落ちる月で、その上に消費税増税で財布
のひもが固くなるのが予想される。また、極度の採用難が続
いており、調理人は全く採用できず、仕込みのパートまでも
時給を上げても採れず、既存のスタッフへの負担が大きく
なっている。裏ではし烈な引き抜き合いが起こっており、い
つスタッフが引き抜かれるかと戦々恐々としているのが現状
である。

◎ － －

○
建設業（経営者） ・可能性の高い、真面目に住宅建築に取り組む客からの相談

が増えている。

○

輸送業（代表者） ・宮古、石垣はホテルや量販店等の民需及び港湾、道路の官
需共に増勢で、さらに、宮古の陸上自衛隊関連の建設工事は
隊舎に続いて弾薬庫工事も始まる見込みである。砕石の材料
不足に加え、台風の影響で採取不足の海砂の不足も深刻と
なっている。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・現在出荷中の民間工事の物件が今月で終了予定であり、そ
の先がみえない。

□

広告代理店（営業担
当）

・県内企業の広告販促活動は、テレビ、ラジオ、新聞などの
マス広告が微減状態にあることから、全体として自粛傾向に
あると感じている。一部の県内企業からは、競争環境が厳し
くなり減収になる可能性を示唆する声がある。

▲

食料品製造業（総務） ・これからの３か月は年末商戦を迎えるので今月よりは確実
に売上は良くなるが、前年同期での比較で考えると、消費税
増税実施後の落ち込みや当社における値上商品の落ち込みが
予想される。

▲
輸送業（経営企画室） ・消費税増税前の駆け込み需要のある９月の景気に対し、若

干の落ち込みがあるのではないかと考えられる。

関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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× － －
◎ － －
○ － －
□ － －

▲
人材派遣会社（総務担
当）

・消費税増税前の商品購入も少ないように見受けられる。

▲
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・新規求人数が減少傾向にある。

▲
求人情報誌製作会社
（編集室）

・11～12月の求人件数は、９月と比較すると毎年減少傾向に
ある。

▲
職業安定所（職員） ・消費税の増税、韓国からの観光者数の減少など景気が一時

的にやや悪化する要素がある。

▲
学校［専門学校］（就
職担当）

・10月から始まる消費税増税がもたらす暮らしへの影響、ま
た企業の採用活動、社会動向の変化など予測ができない不安
がある。

▲
学校［大学］（就職支
援担当）

・消費税増税の影響がある。

× － －

雇用
関連

(沖縄)
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